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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　時計の秒針音は物が凍る音によく似ている。

　カチ、カチ、コチ、カチ。

　カチ。

　静寂の中、動くもののない空間でたたずんでいると、本当に全てが凍りついていくように感じられる。空気も、斜陽も、木材の香りも、呼吸さえも止まってひとかたまりになっていく。

　古びた教室のような部屋だった。木張りの床と天井が経年劣化で黒ずんでいる。漆しつ喰くいの壁には柱時計や貼り紙が設しつらえられていた。

　ボクらは横一列に並ばせられている。全部で十人ほどだろうか？　いずれも年の近い、十代半ばの少年少女だ。土つち埃ぼこり色の簡素な服を着て息を潜めている。胸には番号が縫いつけられていた。連番ではない。五、十一、十七、二十四。ボクの胸元にある数字は……三十二。

　カチ、カチ、コチ、カチ。

　正面にいるのは白衣の大人達たちだった。感情の読み取れない顔で、さっきからボクらを見下ろしている。なんだろう、一足先に凍りついて氷像になってしまったようだ。だけど、その眼まな差ざしがたまに時計を確かめることで生きていると分かる。彼らは沈黙したまま何かを待ち続けていた。

　静かに引き戸が開いた。

　廊下の闇をまとって奇妙な集団が入ってくる。

　二人は室内の大人達たちと同じ、白衣の男性。だけどその間にいるのは病衣の小柄な人影だった。防災頭巾のようなものを目ま深ぶかにかぶり、剝むき出だしの肌を包帯で覆っている。細い四肢は老人のようで、両脇を白衣の人々に支えられていた。だけどわずかに見える指先は艶やかで幼子のようにも見える。年齢不詳。性別不明。ただ、異様な存在感だけがフードの奥から放たれている。

　大人達たちが椅子を準備して、怪人が腰かけた。小さな頭を大儀そうに巡らせる。

「なんとかこれだけ搔かき集あつめました。大分怪しげな者も混ざっていますが」

　白衣の男性が耳打ちする。怪人はわずかにうなずいてフードを持ち上げた。男性が顔を近づける。

「……はい、……はい、十分に分かっています。……ですが状況は逼ひつ迫ぱくしており、悠長に検査だけ続けているわけにも……ええ、ここもいつ閉鎖されるか分からず……ですから」

　包帯の手が振られた。

　ハエを払うような動作に男性が退く。

　怪人は片手を椅子の座面に突き、身を乗り出した。フードの奥の闇がさらされる。息を吞のむボクらを、怪人は順々に見つめていった。

　すっと、指が伸びる。左から二番目の女の子が指し示される。

「十七番」

　白衣の男性が呼びかける。すぐに他の大人達たちが壇上から下りてきて彼女の腕を引いた。廊下に連れ出される彼女の様子を見届ける間もなく、怪人の指先が動いた。

「二十四番」

　太ふとり肉じしの少年が連れ出される。

　続いて二十六、二十九と番号が読み上げられた。残されることが幸運なのか、連れ出されることが勝利なのか、情報のないボクらには分かりようもない。ただ何か重大な選別が行われていることは理解できた。

　選ばれるか否いなかでボクらの人生は確実に変わる。そして多分、後戻りはできないのだ。道が決まったが最後、ボクらはそのルートを歩むしかない。たとえ行く手に待ち受けているのが地獄や、あるいは煉れん獄ごくの類いであろうとも。

　選択の余地はない。

　選択の材料もない。

　だからただ待ち続けるしかない。

　このどことも知れぬ場所で、誰とも知らぬ相手から下される託宣を。

「三十二番」

　包帯の指先がボクの胸元を指した。

　大人達たちがボクの腕をつかむ。強い力で列から引き出された。

　瞬間、フードの奥がわずかだけど見えた。

　歪ゆがんだ口元、黒ずんだ包帯、そしてまばゆい光を放つ二つの瞳。

　金色の眼まな差ざし。

（人じゃない）

　なぜだかそう直感できた。姿形こそ人型だけれど、あれはボクらとは似て非なる存在だ。獣？　機械？　違う。もっと異質な、ボクらの常識の外から来た存在。

　どうして選んだ。

　君は誰だ。ボクはどうなる。どこに行くんだ。

　質問をする暇はなかった。

　流れる視界に貼り紙が飛びこんでくる。意味さえ分からない連絡事項、注意書き、標語の類い。その中に数字の書きつけがあった。一から三十一が升目状に配置されて上に曜日が書かれている。カレンダーだ。左上に書かれた年表示は……二六〇五？

　カチ、カチ、コチ、カチ。

　秒針の音がうるさい。残された人々の像が暗く凍りついていく。

　ぼやけた視界の中、フードの人影だけがくっきりした輪郭を保ち向き直ってきた。椅子に座ったまま、金色の双そう眸ぼうをまたたかせ、歪ゆがんだ口元をさらして、

　彼／彼女は言った。




　──おめでとう。
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　古来、男は狩りをする生き物で、女は子育てと近所づきあいを生業にしていたという。

　そういう分担が、果たして今の価値観に照らして正しいかはさておき、異なる役割は二つの性に別々の能力を付与した。

　女性にはコミュニケーション、共感・洞察力。

　男性には目標設定、問題解決、そして空間認識力。

　そう、誰しもが聞いたことくらいあるだろう。男は話を聞けない、代わりに地図が読めるというアレだ。

　真偽のほどは分からない。こういう話は決めつけとミスリードが常だから、迂う闊かつに信じると痛い目に遭う。ただ少なくともボク、乙おと丸まるタイキの周りではこの法則が当てはまってきた。何せ東西南北と上下（！）左右を取り違えるような女性がすぐそばにいるのだ。地図を読むのは男であるボクの仕事。そう決めつけたからと言って、責められる筋合いはない。

　だけど、今日ばかりは少し勝手が違った。

「ね、やっぱり変だと思うんだけど」

　肩越しにヤヒロが手元をのぞきこんでくる。先ほど『いいから任せておいて』と追いやったけれど、全然気にした様子がない。広げられた地図を無造作に指さす。

「私わたし達たち、今ここにいるって話だったわよね？　でも周りの風景と全然違う。道は四つ角じゃなくて三さん叉さ路ろだし、ほら、あんな公園、地図には書いていない」

　わざわざ説明されるまでもなく景色の齟そ齬ごはボクが一番分かっていた。本来なら左手前方にはスーパーマーケットがあるはずだ。右手にはマンション、その奥には駐車場が広がっているはず。だけど今目の前にあるのは線路だった。青空の下、踏ふみ切きりの手前には造成地が広がり、後方にはヤヒロの言う公園が見える。

　全然違う。

　むしろ似ているところを探す方が難しい。

　道を一本間違えたのか。まずはケアレスミスを疑ってみる。曲がるべき角を誤り、手前の道を進んでしまったとか、あるいは地図に書かれていない私道を選んでしまったとか。だけど近辺にそれらしき地形はない。地図の上下を違えるというヤヒロのようなミスも犯していなかった。だとすれば、やはり。

「写し間違えた、かな」

「ん？」

　首をひねる彼女に振り向いてみせる。

「ほら、この地図って例の写真を書き写したものだろう。その時に細かい道を見落としたとか」

　例の写真。

〈工場〉ラボの地下、コマンドセンターと思おぼしき場所で撮った状況図のことだ。それをえっちらおっちら転記したものが手元の白地図。注意深く作業をしたつもりだけれど、何せ元写真の画質が悪い。満足な道具もなかったし、一箇所二箇所不正確なところがあっても不思議ではない。

　だけどヤヒロはまだ納得いかない様子だった。

「そんなややこしい理由をひねり出さなくてもシンプルに考えればいいじゃない。タイキ、あなた、地図を読み間違えてるのよ。私わたし達たちがいるのはここ。ほら、線路も踏ふみ切きりのマークもちゃんとある」

「えええ？」

　彼女が示したのは二キロ以上東の地点だった。確かに地形はよく似ている。周囲の建物や公園もしっかりと記載されていた。ただ今までたどってきた道とはまったくと言っていいほど繫つながっていない。

「あのさ、さっき右手に神社があったよね。鳥居が小さくて頭をぶつけそうって君が言ってたやつ」

「ええ」

「それ、多分、これなんだよ。この、スーパーから南西にしばらく行ったところ」

「ふぅん」

「で、一旦北上して一、二分歩いただろう。距離にしてせいぜい百メートルってところだ。なのに君は二キロ以上、東に着いたって言う。物理的に無理だと思わないかい？」

「でも実際着いてるじゃん」

「だから地図が間違ってると思ったんだよ。あるいは例の写真に書いていない場所に迷いこんだとか」

「別にどっちでもいいけど」

　ヤヒロは辟へき易えきしたように溜ため息いきをついた。

「結果として私わたし達たちがいるのはここ、踏ふみ切きりの場所なんでしょ。だったら今までの道筋なんてどうでもいいじゃない。今いる場所を見直して再出発、おかしくなったらまた方向修正すれば。今どこにいるんだろう？　とか、なんでこんなところに着いたんだろう？　とか悩むだけ時間の無駄よ」

「無駄って、君ね」

　現在位置を見失い思いこみで前進とか、遭難の典型的パターンなんだけど。

　ただ悩んだところで答えが出ないのもまた事実だった。改めて見返しても周囲の景色とヤヒロの示した地図の場所は一致している。ボクらは南北を走る鉄道の線路脇にいる。否定の材料はない。

（ううん？）

　ワープでもしたみたいだ。街区を一つ、丸ごとすっ飛ばした感覚。

（まぁ、いいか）

　もとより未踏の大地を手作りの地図で進んでいるのだ。方向間違いの一つや二つ起こるだろう。ＯＫ、ボクらは踏ふみ切きりまでたどりついた。次のルートを考えよう。

　嘆息して地図を見返す。現在位置の東、線路の向こう、細い道の先に大規模な市街地があった。大きなビルがいくつも駅前に並んでいる。銀行、デパート、映画館、商店街、北口と南口を結ぶペデストリアンデッキ。少し離れて行政施設の類いも見える。疑う余地もなく大繁華街だった。おそらくこのあたりの中心なのだろう。幹線道路が何本も集まってきている。

〈工場〉を出て五日。物資自体はまだ余裕があるけれど、次の補給場所を求めて、ボクらは繁華街を目指していた。またぞろ資材が尽きかけて調達先を探すのはごめんだ。とりあえず近くで一番大きな町に向かう。可能ならトラブル発生時のベースキャンプも確保する。

　なんて言うと計画的だけど、実際にはほとんど選択の余地はなかった。というのも市街地の外、特に幹線道路沿いには大量のミサキがプロットされていたからだ。まるで街道沿いに検問でも作っているかのように白い四角が密集している。まともにやり合ったらただではすまない。というかボクらの目的は〈ミハシラ〉に行くことで、ミサキの討伐じゃない。無駄な戦いは可能な限り避けたかった。

　というわけで真面目くさって地図を見ているけれど、結局は今の道を進むしかない。確かに、ルートを考えるもクソもない。悩むだけ無駄というのは彼女の言う通りだった。

「行こう」

　ようやく逡しゆん巡じゆんを終えて荷物を担かつぎ直す。ヤヒロは『やっとか』と言わんばかりに息を吐いた。巨大な銃剣銃を肩にかける。

　探索再開。

　緩く盛り上がった踏ふみ切きり内の舗装板を乗り越える。停止線を踏みしめて対岸に、そのまま細い路地を進んでいった。

　うだるような熱気が肌を汗ばませる。まばゆい日差しが地面の水分を奪い、大気を揺らめかせていた。この世界のカレンダーはいまいち分からないけれど、季節が夏であることは疑いようもない。これで秋冬とか言われたら、歴史の断絶より前に地軸の傾きを心配したくなる。

「ねぇ、繁華街のお店ってまだ営業してるのかしら」

「ん？」

　唐突な問いに首を傾かしげる。ヤヒロが目をきらきらさせていた。何を言い出したのか。無人の町なのだから営業も何もないだろうと思ったけれど。

「映画館とかゲームセンターとか、そういう施設が動いているのかって話」

「ああ」

　アシハラの町は電気や水道のインフラが生き続けている。機械で稼か働どうする施設なら今でも十分に使えるはずと言うことだろう。

「って、ひょっとして君、遊ぶつもりかい？　こんな得体の知れない町で、ポップコーン片手に映画鑑賞と洒落しやれこもうとでも？」

「悪い？」

「悪くはないけれど」

　ヤヒロは肩をすくめた。悪びれた様子もなく口角をもたげる。

「なんかワクワクするじゃない。私わたし達たちが寝ている間に何か新しいものが出てないかなって。映画に限らず他の遊びでも」

「新しいもの」

　いまいち意図がつかめない。映画に限らずということは、つまり、

「好きなクリエイターの新タイトルみたいな話？」

「じゃなくって新機種的な？　飛び出す映像とか、ＲＶの遊びとか」

「ＲＶ？」

「じゃなかったけ？　コンピュータの世界に入って遊べるやつ」

「ＶＲって言いたいのかな、もしかして」

「そう、それ」

　器用な間違い方をする。ＲＶじゃレクリエーショナル・ビークルだ。

　ただ、言わんとすることは分かってきた。断絶に見舞われた数ヶ月か数年かの間に、娯楽の進化があったのではという話だろう。２Ｄから３Ｄ、ＶＲ・ＡＲという感じで、遊びの質自体を変えてしまうような変化が生じたのではと。そういえば〈学園〉での娯楽はスポーツやボードゲームなどアナログなものばかりだった。繁華街の、特に大規模施設なら、確かにもう少し尖とがったアトラクションを期待したくなる。

　未来の遊びを見てみたい。新たな楽しみに触れてみたい。能天気と言えば能天気な話だ。とはいえ〈工場〉を出て一日、二日のヤヒロはひどく塞ぎこんでいたから、前向きな変化ではある。旅の連れ合いたるボクとしては興味の有無にかかわらず話題に乗るべきだろう。

　でも、この時のボクはどうにも気の利きいた返しができなかった。自問自答の末に出てきた単語が引っかかる。違和感が膨れ上がっていく。

　未来、進化、新しいもの。

　──それは、一体『いつ』を基点にした話だ？

「ちょっと変なこと訊きくんだけどさ。ボクらが記憶をなくしたのっていつ頃だったと思う？」

「え？」

「年代的に、西暦何年とか、どの元号だったかとか」

　ヤヒロはまばたきしてから眉をひそめた。

「そんなの覚えてるわけないじゃない。今更何よ。自分の誕生日だって、ろくに思い出せないのに」

「まぁそうなんだけどさ。ざっくりどのくらいの時代なのかなって。たとえば十世紀なのか、二十世紀なのか、三十世紀なのかっていうと」

「はぁ？」

　正気を疑うようにのぞきこまれた。

「十世紀ってサムライとかなんとか幕府とかの時代でしょ。三十世紀は宇宙人の時代だし、そんな三択なら二十世紀に決まってるじゃない」

「十世紀に幕府はないし、三十世紀と宇宙人がどう結びつくか分からないけど」

「宇宙人が大活躍するくらい、今とは違う世界ってことよ」

「ふむ」

　えらく感覚的だけど意図は伝わる。中世でもＳＦワールドでもない等身大の風景、それが二十世紀近辺、ボクらのいた時間軸ということだろう。もっと言えば、アシハラで見かける風物、技術、文化、それらは二十世紀という時代からさして離れていないはずだ。何年か断絶があっても、精々仮想現実や３Ｄ映像が実現する程度でしかない。周囲の風景と時間の感覚、そして文明の進歩が、ボクの中で一致している。

　でも、だとしたら、あの『数字』はなんなのか。




　──二六〇五。




　奇妙な夢で見かけたカレンダーの年表示。

　西暦二六〇五年と言えば二十七世紀だ。ヤヒロの言う宇宙人の時代に近い。アスファルトの道路とか金属製の鉄道レールとか、そんなありふれた風景とはほど遠い場所にいるはずだ。なのに周囲の眺めはどうだろう。まったくもって現代的じゃないか。タイムスリップした？　過去に向かって？　馬鹿な。そもそもあの夢の部屋だってちっとも未来っぽくなかった。むしろレトロささえ感じさせる造りで。

「タイキ？」

　ヤヒロが怪け訝げんそうにうかがってくる。

「どうしたの？　ちょっと顔色が悪いけど」

「ん、そうかな」

　さりげなく表情を繕う。小首を傾かしげて、語気を整えて、

「たっぷり立ち止まって英気は養ったつもりなんだけど、なんだろう。日差しに当たりすぎたかな」

　帽子を目ま深ぶかにかぶり日陰に寄る。ヤヒロの視線を感じながら歩道を進んでいった。

　今はまだ、彼女に自分の変調を悟られたくない。というか口に出せるほど、ボクの中で整理がついていない。〈学園〉で、〈工場〉で、そして今日の夢の中で。途切れ途切れに幻視した風景。

　ある時は夕暮れの屋上から投身自殺しかけて、ある時は薄暗い教室で女生徒の死体を発見して、そしてある時は二十七世紀のレトロ建築物で包帯だらけの怪人に選別されている。

　無茶苦茶だ。

　どこをどう繫つなげても整合性のあるストーリーにならない。異なる映画のフィルムを順不同でパッチワークした感じだ。

　幻覚、妄想、ただの夢、そう考えるのが自然だろう。ボクが見てきた景色は記憶じゃない。ストレスや神経伝達物質の異常が織りなした脳の創作物だと。

　そう、ボクはおかしくなっているのかもしれない。見当識が失われて、記憶と妄想の区別がつかなくなっているのかも。

　怖い。

　だけど一番恐ろしいことは何か、実のところボクには理解できている。

　もし全てが事実だとしたら。

　正確な記憶だとしたら。

　であればこれらバラバラの光景を繫つなぐ要素はなんだ？　いかなる超自然的な力が働き、今の状況を生み出している？

　──ライブ・マイグレーション個体。

〈工場〉地下で見み出いだしたボクの説明を思い出す。意味さえ分からぬ称号が全てのキーだとしたら？　果たしてそれはよいことなのか、あるいは悪いことなのか。

　分からない。答えを出す糸口さえ見当たらない。

　すぅっと息を吸う。新鮮な空気を脳に送りこむ。だめだ、考え始めると深みにはまる。今は距離を稼ぐことに集中しなければ。

　気づけば大分、繁華街に近づいていた。

　天を突く高層マンションが左右に立ち並んでいる。前方には昔ながらの商店街が続き、左手には広大な駐車場が広がっていた。パーキング名を示す看板はいつも通り『蠎應クュ隨ャ荳』と意味不明の表記だ。敷しき地ちの向こうには高架と化した線路が走り、ターミナルの接近を示している。

　都会だ。

〈学園〉周辺ではありえなかった景色が目の前に現れている。

　物珍しげに周囲を確認、道路の奥から手前に視線を走らせて「ん」と思った。駐車場脇の壁に何か書かれている。看板や標識の類いではない。手書きの……絵？

「なんだ、あれ」

「え？」

「見えないかい。並木の手前の、外灯の脇」

「ん、どこ、どこ？」

　伸び上がるヤヒロを手招きして歩き出す。周囲を警戒しつつコンクリート塀にたどりつくと、やはりそれは手書きのマークだった。青のペンキで大きく五ご芒ぼう星せいが描かれている。微かすかにシンナーの匂いが感じられた。

「まだ新しい」

「誰かがいるってこと？　このあたりに」

「だろうね。手先の器用なミサキが落書きしたっていうなら話は別だけど」

　ヤヒロは視線を巡らせた。「あ」と左手の壁を指す。

「あっちにも、同じマーク」

　十メートルほど離れたところに星印が見える。ただその脇には大きく、染しみのようなペンキの塗り潰しがあった。

　興味を引かれて近づくと、その染しみの下には別の色彩があった。オレンジの丸、それに緑の楕だ円えん。果物と……葉？

「何これ、書き間違えたのかしら」

「いや」

　嫌な予感がした。マークを塗り潰して別のマークを上書きする。それは一体どんな動機によるものだ？　同一人物が模様替えをしたくなったというのでなければ、ひょっとして。

（……）

　先に進む。

　懸け念ねんは的中した。

　角を曲がるなり現れたのは、いくつもの弾痕だった。カーブミラーの鏡面がひび割れて、蜘く蛛もの巣すのようになっている。路上には薬やつ莢きようが転がり、血の跡と思おぼしき黒ずみがアスファルトを汚していた。一部の道路が陥没しているのは、爆発物でも使ったのか。そして激しい戦闘を締めくくるように、奥の壁に青い星が大書されている。

「縄張り争い」

「え？」

　ボクはかがみこんで薬やつ莢きようを取り上げた。形状と口径を確認する。

「複数の勢力がこの場所を奪い合ったんだよ。もともとは果物マークの集団が占拠してたんじゃないかな。でもそこに星マークの集団が来てぶんどった。あのペイントは自じ分ぶん達たちの領域を示すマーキングみたいなものだ」

「〈教会〉遠征隊みたいな人ひと達たちがここにいるっていうの？　それも複数」

「多分ね」

「なんで戦ってるのかしら」

「さぁ」

　ボクが訊ききたい。周囲は典型的な裏路地で価値のありそうなものは見当たらない。命を賭けて争う理由が認められなかった。隠し倉庫でもあるのか？　あるいは抜け道の類いとか。

　崩れた壁を避けつつ進んでいくと、ややあって視界が開けた。大通りに面した工事現場だ。建築途中の資材が無造作に置かれている。防音シートはなく見通しはいい。その奥に広がる光景を見て、ボクは絶句した。

　倒壊した家屋が無む惨ざんな断面をさらしている。ねじ切れたガードレールが蛇のようにのたうっていた。瓦が礫れきがそこかしこに転がっている。辛かろうじて生き残った壁には、これ見よがしに星や果物のマークがペイントされていた。

　ドォン、と彼方かなたで低い爆発音が上がる。震動。風に乗って煤すすの香りが運ばれてきた。

「ヤヒロ、一個修正」

「何」

　ボクは空を仰いだ。

「彼らが奪い合ってるのは、この場所じゃない。この町全体だ。ボクらはどうも戦場にやってきてしまったらしい」

　返事はなかった。

　というより、つんざくようなサイレンが会話の流れを吹き飛ばした。ビルの向こうから警告音が上がる。空気がビリビリと戦慄わななく。カラスの群れが羽根を散ちらして逃げていった。

「なんだ？」

　避難警報か、あるいは砲撃の開始でも報しらせているのか。

　逡しゆん巡じゆんが判断を遅らせた。留まるべきか、逃げるべきか、逃げるとしたらどちらに行くべきか。考えているうちに発砲音が響いた。複数の足音が接近してくる。

「しまった」

　気づかないうちに警報装置につかまっていたのか。あるいは監視の目にでもとらえられていたのか。慌てて資材の陰に隠れる。銃を取り出してセーフティを解除した。

「敵なの？」

　傍かたわらでヤヒロが目を細める。冷えた声は戦闘モードに入った証拠だ。銃剣銃を握る手に力がこもっている。ボクはそっと彼女の二の腕をつかんだ。

「まだそうと決まったわけじゃない。こちらから攻撃するのは下策だ」

「いきなり爆弾を投げこんでくるかも」

「にしても、ギリギリまでは見極めたい。一度撃ち合ったらもう戻れなくなる」

　繁華街丸ごとを戦場に変えているような相手だ。できればことを構えたくない。なるべく息を殺してやり過ごしたかった。身を潜めていると交差点の向こうから水兵服の人影が現れた。懸命に走ってきて、歩道の縁石を乗り越えて、つんのめったように膝を突く。慌てた様子で立ち上がり背後を確認した。

（え？）

　後ろにはローブと二角帽の集団が迫っていた。三人、いや四人か。銃を構えて水兵服を狙撃する。足下のアスファルトが土煙とともに爆はぜた。

「なんだ？」

　ボクらを目指してきたんじゃないのか。あの水兵服を追いかけている？

　怒鳴り声が聞こえた。ローブ姿だ。トランシーバーを取り出して何ごとか叫んでいる。水兵服の居場所を報告しているのだろうか。ひょっとしたら別働隊がいて、行く手をふさぐつもりなのかもしれない。

「どうするの」

　ヤヒロが眉根を寄せた。

「どうって」

　ボクは真顔になった。

「放っておくべきだろう。常識的に考えて」

「助けないの？」

「追いかけられてる方が善人だなんて、どうして分かる？　ボクらを追ってないんだったらもっけの幸いだ。この隙に逃げよう」

　そう言って退路を確かめた瞬間、リュックが資材に触れた。わずかな金属音が空気を揺らす。水兵服がこちらを向いた。榛はしばみ色の目が大きく見開かれる。

（う）

　なんだ。どうして立ち止まる。今は一刻も早く逃げるべきだろう。なんでそんな目でボクらを見ている。まるで蜘く蛛もの糸でも見つけたかのような。砂漠でオアシスに出会ったかのような。お日様めいたキラキラした笑みを浮かべて、

「助けてくださぁい！」

　ああああ、もう。

　額を押えて歯がみする。ローブの集団がこちらを指さしていた。慌てて銃口を向け直してくる者もいる。もはや無関係だと主張しても通りそうに思えなかった。

「ヤヒロ、追っ手に突っこんで攪かく乱らんして。ボクは退路を確保する」

「あの子は？」

「こっちに逃げてきたら受け入れる。運がよければ助かるだろう」

　銃を構えて射撃する。「ＧＯ」と告げるなりヤヒロが飛び出した。黒いつむじ風が地を這はうように敵集団を襲う。弾はじき飛とばされた銃や人体が、カンフー映画よろしく宙を舞った。混乱を拡大するようにボクは銃弾を数発叩たたきこんだ。命中は期待しない。とにかく時間を稼いで、その間に周囲を見渡す。

　電柱、木々の植えこみ、看板、塀。車止めの陰に……いた。

　回りこもうとしていた別働隊を射撃する。コンクリートが爆はぜて、相手の動きを止めた。罵り声が上がる。他に接近する者はいない。
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　タイミングを見計らったように水兵服の子が資材の陰に駆けこんできた。荒い息をつきながら鋼板につかまる。ボクは車道側に向き直った。

「ヤヒロ！　退くよ。来た方向に、まっすぐ！」

　応答は待たない。水兵服の襟をつかんで走り出す。防音シートを搔かき分わけ、塀の間をすり抜けて、路地に逃げこむ。

　背後から怒声や足音が聞こえなくなっても、とにかく駆け続けた。商店街の出口、パーキングの脇にたどりつき、ようやく足を止める。追っ手の気配はない。ほうと肩の力を抜いた途端、水兵服の子が崩れ落ちた。

「はぁ、はぁ、はぁっ」

　うつ伏せに屈かがみこんで顔を伏せている。大きなリュックを背負った様はまるで亀のようだ。両の手足を縮こまらせて肩を上下させている。

「大丈夫かい？」

　喘あえぎ声が響く。そのあとに、くぐもった呻うめきが続いた。

「心臓が……ちと、脇腹も……痛くて……」

　言葉が途切れる。そのままうつむいて顔を上げようともしない。そんなに猛スピードで走ったつもりはないんだけれど、ボク以上にインドア派なのかしら？　この子。

　頰を搔かいていると背後で軽やかな靴音が響いた。長い黒髪を翻ひるがえしてヤヒロが停止する。こちらは顔色一つ変えずに「お待たせ」と挨拶してきた。

「追っ手は？」

「遠回りして撒まいてきたわ。全員、叩たたきのめしてもよかったけど、そうしてほしくなかったのよね？　タイキは」

　思わず口笛を吹いてしまった。

「驚いた、そんな配慮ができるようになったんだ、君も」

「人をなんだと思ってるのよ。私だってＰＫＯくらいわきまえられるわ」

「ＴＰＯね」

　嘆息して彼ら──襲撃者の反応を考える。ボクら的に最大限、犠牲を減らした戦い方・撤退行動。敵意はないと分かってもらえただろうか？　いや、普通に考えれば、獲物を横取りされて怒り心頭といったところだろう。仮に死者が出ていなくても、せいぜい反撃の動機から復ふく讐しゆうが消えるだけ。攻撃する理由にはこと欠かない。

（まったく、面倒な）

　ことの元凶を見下ろす。見知らぬ相手に救援要請とか、いくら進退窮きわまっていても無茶が過ぎる。ボクらが敵陣営の仲間だとは思わなかったんだろうか？　服装で無関係と判断した？　にしたって。

「ねぇ、君」

　そろそろ事情を聞かせてもらえないか、そう訊たずねかけた時だった。

　穏やかな息遣いが聞こえてきた。うつむいたセーラー帽の下から規則的に響いてくる。いつの間にか握りしめた手が緩んでいた。

　無言の時間が流れる。ヤヒロが酢でも飲んだような顔を向けてきた。

「この子、寝てない？」

　ボクは銃把をふりかざした。




「いやぁ、申し訳ないです！　ピンチから逃れて一気に気が緩んでしまったというか、お礼も申し上げずに失礼しました。危ないところを助けていただいて感謝しております。本当にありがとうございました！」

　後頭部をさすりながら、水兵服の少女が頭を下げてくる。

　ボクはどうコメントしていいかも分からずその様子を眺めていた。女の子を銃でぶってしまったことに忸じく怩じたる思いを抱きつつ、一方で『そりゃ殴るだろ』とも感じている。人を戦闘に巻きこんでおいて熟睡とか、どんな神経をしているんだ。正気の有無を疑いたくもなる。

　憮ぶ然ぜんとするボクらの前で彼女は顔を上げた。

　垂れ気味の目と丸顔、ぷっくり膨らんだ唇が愛らしい女の子だった。そばかすの残る頰にカールした髪がかかっている。くるくるした髪型はまるで聖画像の天使のようで、見る者の警戒心を削そいでくる。彼女は口角をもたげて、曇りのない笑顔で敬礼してきた。

「私、陽ひ羽ば里りクイナと申します！　〈灯台〉設せつ標ぴよう隊たい、カンパリ班の所属、主に嚮きよう導どう・偵察の任に就いております。以後お見知りおきを！」

「〈学園〉探索班、チーム〈トリル〉の乙おと丸まるタイキだ。こちらは四し十じ万まヤヒロ。早速だけど、君らはなんで戦ってる？　どうしてこの町で陣取りゲームなんか始めてるんだ」

　直球の質問に、だけどクイナはぱちくりと目をまたたいた。一拍おいて「いえ？」と首を傾かしげる。

「私わたし達たちは別に戦っていませんよ？」

「は？」

　クイナの肩がすくめられた。

「どうも誤解があるようですけど、我々は多分あなた方と同じ立場です。旅の途中でいきなり戦場が現れて立ち往生している。前進はもちろん迂う回かいもままならずに困り果てている。違いますか？」

　まじまじと相手の目を見る。

　やがてバラバラの思考が一つにまとまってきた。

　待てよ。じゃあ、ひょっとして。

「ここで争っているのは、君きみ達たち以外の別の集団なのか」

　クイナはうなずいた。

「〈果樹園〉〈天文館〉、そういう名称の大規模遠征隊です。あの」

　背後の壁を振り返る。ペイントで彩いろどられた部分を示して、

「青い星が〈天文館〉、オレンジ色の果物マークが〈果樹園〉のものです。この辺は町外れなのでまばらですけど、中心街に行くとスラム街みたいな有あり様さまになっていますよ。無事な壁の方が少ないくらいです」

「……」

「うちの本隊も最初はこのあたりまで進出してきたんですけどねぇ。キャンプの準備中に砲弾が落ちてきまして。流れ弾だったんでしょうけど、続けて運試しをする気にもなれず、今は大分離れた北西の運動場で待機中です」

「あなたは何をしてるの？」

　ヤヒロが当然の疑問を口にした。クイナの横顔をのぞきこむ。

「どうして一緒に避難していないわけ？」

「戦闘を止めないといつまでたっても足止めですからねぇ。一時的でも〈天文館〉〈果樹園〉間で停戦してもらえるよう交渉に来ていたんです。なんなら我々が仲介役になりますよって」

　リュックから白の封筒を取り出す。封印の下に責任者のものと思おぼしき署名があった。

「メッセンジャーってことかい」

　親書を持参して対立勢力にアプローチする役割。クイナは「まさに」とうなずいた。

「武器も持ってきていないし、話くらい聞いてもらえると思ったんですけどねぇ。残念ながら見こみが甘かったようです。あなた方が来てくれなかったら危なかったですよ、本当」

「なるほど」

　交渉に訪れたはいいが、散々に追い立てられて逃げていたというわけか。であれば話は通る。

「さっきの連中は？　〈天文館〉〈果樹園〉どちらなんだい」

「〈天文館〉ですね。〈果樹園〉の人ひと達たちはもっと、なんというか、物々しい感じで」

「ふぅん」

　イメージ的には逆の気もするけれど。そのあたりは語感にとらわれても仕方ないのか。

「ちなみにあなた方の本隊はどこなんですか？　近くにいるんですか」

　何気ない質問に虚を突かれる。ボクはわずかに口ごもって平静を装った。

「本隊は……大分遠いところにいるんだ。ボクらは先行偵察隊みたいな感じで、西の川岸から進んできたんだけど」

「川岸、はぁ」

　垂れ目が見開かれた。

「それはまた随分遠いところから単独行動しているんですね。よくここまでたどりつけたというか、物資が残っていますね」

「まぁ、多めに持ってきたからね」

「にしたって消耗品以外に武器や寝具の運搬も必要でしょう？　弾薬のストックだって軽くはないですし」

「彼女は力持ちなんだ。ボクもこう見えて、それなりには鍛えているし」

　無理矢理に片手でリュックを持ち上げてみせる。

〈学園〉での騒ぎや〈工場〉での一件はなるべく話したくない。誰にどう伝わるか分からないし〈灯台〉自体がタカマガハラの側に立っている可能性もある。こんな緊張感のない相手に構えすぎな気もするけれど、情報は口にした瞬間、コントロールがきかなくなる。沈黙は金だ。

「ただまぁ、さすがにここで足止めされると厳しいかな。本当は繁華街でもう一度、補給するつもりだったんだ。戦闘が止まってくれないとボクらも困る」

　微妙に話題をズラして会話の主導権を握り直す。

「で？　最初の話に戻るけれど、そもそも〈天文館〉〈果樹園〉はなんで戦っているんだ？　理由が分からないと停戦交渉も何もないだろう」

「それなんですけどね」

　クイナは声を潜めた。なんと説明するべきか、迷うように視線を動かして、

「どうも〈秘宝〉を探しているらしいんです」

「ヒホウ？」

「何それ？」

　ボクとヤヒロ、二人同時の問いにクイナは首の傾きを大きくした。

「よく分からないんですよー。私も彼らの立ち話を盗み聞きしたくらいで、詳しいところはなんとも。ただ何かお宝の類いがこの町に眠っているらしくて、二集団ともそれを回収するよう命じられているみたいです。で、回収するにしても安全確保が第一ですから。まずはお互い、縄張りを広げることに腐心しているようで」

「……」

　どうにもすっきりしない話だった。

　この放棄された世界で、何より大切なのは『身の安全』それに『食糧』だろう。どちらも繁華街以外で十分に確保できるものだ。はるばる遠征までして奪い合う理由にはならない。なら一体何が彼らを争わせている？　どんな見返りをここで求めている？

「なんだかこんがらがってきたけど」

　正直極まりない感想とともにヤヒロは腕組みした。

「つまり私わたし達たちはどうしたらいいの？　仲直りをお願いしに行っても攻撃されるなら、やっぱり全員叩たたきのめすしかない感じ？」

「何を言っているんだ、君は」

　さっきのＴＰＯ発言はどこにいったんだ。眉根を寄せているとクイナは「そうですねぇ」と口元を歪ゆがめた。

「〈天文館〉には袖にされてしまったので、今度は〈果樹園〉に接触してみようかなと。幸い、親書は両勢力分準備していますし」

「また攻撃されるんじゃないか」

「ええ、その可能性は高いですね。だから次はちゃんと備えていくことにします」

　備え？

　クイナはにっと口角をもたげた。頰にえくぼを作って、まっすぐにボクらを見上げてくる。

「〈学園〉探索班、乙おと丸まるタイキさん、四し十じ万まヤヒロさん。この場所における〈灯台〉設せつ標ぴよう隊たいの代表としてお願いします。私を、メッセンジャー陽ひ羽ば里りクイナを〈果樹園〉の本陣まで護衛してくれませんか？」




　　＊




　靴音が幹線道路に木こ霊だましている。広い空に綿雲がたなびき、陽光を透過させていた。中天を前に気温は更に上昇しつつある。多分午後には三十度近くまで行くだろう。

　蟬せみの鳴き声が響く。日に焼けたアスファルトが靴底を炙あぶってくる。湯気の立ち上る車道のど真ん中をボクとヤヒロは進み続けていた。繁華街からかなり北に外れたせいか、道幅は広くビルの間隔もまばらになっている。代わりにロードサイド型の大型店舗が姿を現していた。スーパー、電器店、ドラッグストア。いずれも広大な駐車スペースを建物の周囲に従えている。

　異常は……ない。

「ねぇ、なんで断ったの。クイナの依頼」

　ヤヒロが背後から訊たずねてくる。声音に混乱が感じられた。

「戦闘を止めて町を安全に通れるようにする、別におかしな話じゃないと思うけど。私わたし達たちだって繁華街を抜けたいんだから、協力してあげればよかったのに」

「協力ですめばいいんだけどね」

　ボクは地図に視線を落とした。

「いつの間にか当事者になっている危険性を避けたかったんだ。それも強制的に立ち位置を固定される的な」

「どういうこと？」

「〈果樹園〉対〈天文館〉、それに中立の〈灯台〉というのがクイナの話してくれた構図だ。ただ実際には〈天文館〉に断られることで〈灯台〉対〈天文館〉という構図も生じている。ここにボクらが加わって〈灯台〉プラス〈学園〉という同盟関係ができたとする。〈天文館〉から見て〈学園〉は敵の仲間だ。積極的に排除する理由が生まれる。このあとクイナと〈果樹園〉との交渉がどう転ぶかは分からないけど、仮に同盟なり決裂なりの結論になれば、そこには更なる敵対関係が生じる。無害中立はありえない」

〈果樹園〉〈灯台〉連合軍による〈天文館〉殲せん滅めつ戦。あるいは〈果樹園〉対〈天文館〉対〈灯台〉という三みつ巴どもえの戦い。どちらもロクなものではない。

　ヤヒロが首を傾かしげた。

「〈灯台〉は町を通り抜けたいだけでしょ？　戦闘には関わりたくないんじゃ？」

「クイナはそうかもしれないけど本隊が同じ考えとは限らないだろう。和解工作を進めて、うまくいかなければ力押しって展開を想定しているかもしれない。そうなった時に『いや、ボクらは無関係です』と言ってももう手遅れだ」

　同盟が紛争を呼びこむ。抑止力が更なる火種になる。戦争拡大のよくあるパターンだ。

「それに護衛って言葉もかなり危なっかしいよ。さっきみたいに逃げ切れればいいけど、どうしようもないくらいに包囲されたら、こちらも手段を選んでいられない。相手を殺してでも突破するしかなくなる。泥沼だよ。犠牲がどれだけ広がるか分かったもんじゃない」

「ううん」

　低い唸うなり声が上がった。

「ややこしく考えすぎな気もするけれど、まぁいいわ。タイキはこれがベストだと思っているのよね。戦場を突っ切るよりは、ミサキの密集地域を通った方がいいって」

「うん」

　地図上におけるボクらの現在位置は町外れを走る幹線道路だ。ミサキを示す白の《□》が大量にプロットされている。こういう事態でもなければ絶対に通りたくない場所だ。ただどうせ戦うなら人間相手より怪物相手の方が気楽、そう考えてボクらは進路を変更している。

　そう、とにもかくにもボクらの最優先事項は〈ミハシラ〉への到達だ。勢力争いや平和維持活動にかかずらっている暇はない。その代償として多少のリスクがあるのなら甘んじて受うけ容いれるべきだろう。

「でも、ミサキの姿がまったく見えないんだよな。何もないのはいいことだけど」

　また道が間違っているのではと不安になってくる。ただ今回は周囲の景色と地図の記述は一致していた。道は市街地を迂う回かいする形でゆるくカーブしている。

「ねぇ、タイキ」

　しばらく歩いているとまたヤヒロが呼びかけてきた。ボクは「ん」と地図を確認しつつ答える。

「殺し合いまでして手に入れなきゃいけないものって一体何かしら」

　唐突な疑問にまばたきする。だけどすぐに何を言っているのか分かった。

「〈秘宝〉の話？」

「うん」

　ヤヒロはうなずいた。

「どんな金銀財宝が眠っているのか知らないけど、それで誰かを殺したくなるっていうのが理解できないの。〈学園〉で私わたし達たち、トークンをもらってたじゃない？　あれをいくら積まれたら人を殺せるのかなって、考えてみたんだけど」

「分からない？」

「んー……ピンと来ない」

「まぁ、お金は手段でしかないからね」

　大切なのはその富で何を得るか、得たいかだろう。何かの神話であったけれど、触った物全てが金に変わるような能力は福音ではなく呪いだ。

「ごはん、服、温かいベッド」

　ヤヒロは唇を尖とがらせた。

「別に〈秘宝〉なんかに頼らなくても手に入りそうだけど」

「他の拠点には他の拠点なりの事情があるのかもしれない。というか、人を殺すのにそれほど大した理由は必要ないよ。極論、肩がぶつかっただけでも殺人事件は起こるし、復ふく讐しゆうや報復ならもっとそれらしい動機になる。君だって、もしボクが殺されたら少しは相手のことを憎たらしく思うだろう？」

　別に、と返ってきたらちょっと悲しい。それくらいの軽い問いかけだった。だけどヤヒロは「あぁ」と目を見開いた。空を仰ぎ、得心した様子になる。

「確かに。もしあなたが殺されたら多分、私、関わった相手を皆殺しにするわ。そしてそのあと私もあとを追うかも」

「え？」

「ん？」

　意外そうに見つめ返される。

「何？　私、なんか変なこと言った？」

「いや……」

　どう答えてよいか分からず口ごもる。彼女の真意を疑いつつ、

「仕返しはともかく、どうして君があとを追う必要があるんだい？　そこまでしてもらう義理はないと思うけど。別に義兄妹や主従の関係ってわけでもないんだから」

「え？　……ああ、そうね。確かにちょっと変ね。なんだろう、自然にそう思えたんだけど」

　考えこんだ末に、ヤヒロがぽんと手を打った。

「実は私わたし達たち、記憶を失う前に恋人同士だったんじゃない？　誰もがうらやむベストカップルだったとか」

「いや、多分それはない」

　記憶をなくしたって感情や人の好みは残るだろう。最愛の恋人だった人物と二人きりで、なんのロマンスも生まれないとは考えづらい。

「じゃあ実の兄きよう妹だい」

「君みたいな妹は嫌だなぁ」

「親子」

「年を考えなよ」

　ちょっと話がずれすぎだ。〈秘宝〉は何かという話題だったのに、随分明後日あさつての方向に発散している。話を戻すべきか、視線をさまよわせた時だった。

「あれ、何？」

　前方に球が現れていた。

　球。

　本当にそうとしか言いようがない。継ぎ目のない真球が黒光りしていた。大きさはボクらの二倍くらいあるだろうか。道路の真ん中にぽつぽつと無造作に置かれている。

　どこかの密林に、大小無数の石球が置かれていた──なんてミステリーがあったけれど、眺め的には同じような感じだ。ただしこちらはどうも金属製っぽいけれど。

「特大の屋外ボウリング場かしら」

　すごい感想を漏らして、ヤヒロが立ち止まったボクを追い抜く。「んー」と球体に向けて目を凝らした。

「ピンの姿はないわね。それとも周りの並木やガードレールを倒す遊びなのかしら？」

「どんな遊びだよ。普通に破壊活動じゃないか」

「新世代都市型アスレチック？」

「ないない」

　ヤヒロは興味深そうにボールに近づいていった。巨大な球面を見上げてから、左右をのぞきこむ。

「危ないよ。いきなり転がり出したらどうするんだい」

「大丈夫よ。しっかり地面にめりこんでる」

　かがみこんで接地部分を確認する。そのまま髪を搔かき上あげて顔を近づけていく。どうにも危なっかしい。『とにかく一度離れて』と言いかけてボクはまばたきした。

　球の輪郭が歪ゆがんだように思える。光の加減か？　いや、違う。ヤヒロの頭上の球面が膨らんでいた。まるで内側から押されるように、突き上げられるかのように隆起していく。その頂がぱくりと開いた。

「ヤヒロ！　危ない！」

「え？」

　無我夢中でハンドガンのトリガーを引き絞る。轟ごう音おんとともに隆起が弾はじき飛とばされた。甲高い、人ならざるものの悲鳴が響く。

　続けて起きた光景は悪夢そのものだった。薄皮を剝むくように球体の表面が分離していく。黒い鱗うろこをてからせ、長細い胴をのたうたせて、何十・何百もの悪あく食じきがアスファルトに広がる。崩れた球の中から雪崩のように人骨があふれ出てきた。

「っ!?」

　ヤヒロが危ういところで飛とび退のく。そのまま地面を数回蹴って合流してきた。愕がく然ぜんとした様子で目の前の怪異を見つめる。

「な、何あれ？」

「〈クチナワ〉だ。蛇のミサキだよ。餌になる人間を取り囲むようにコロニーを作っていたんだ」

「コロニー？」

「巣みたいなもんだよ。『食堂』兼『繁殖地』兼『食糧保管所』、つまりあの球はミサキの集合体だったんだ」

　呻うめき声に耳を傾けている余裕はなかった。〈クチナワ〉の群れが満ち潮のように道路を満たす。こちらに向かってざわざわと広がってきた。

「撃って！　取りつかれたら終わりだ！」

　連続で射撃する。遅れてヤヒロも銃剣銃を撃ち放った。黒い体液を撒まき散ちらして〈クチナワ〉達たちが弾はじけ飛ぶ。だけど彼らの進軍が止やむことはなかった。味方の死体を乗り越え、怯ひるむ同胞を弾はじき飛とばして遮二無二距離を詰めてくる。

　ボクは消毒用に持っていたアルコール瓶を開けた。正面にぶちまけてマッチの火を投げこむ。瞬間、やにわに火の壁が立ち上った。激突した〈クチナワ〉がのけぞるように身もだえする。

「逃げるよ！」

　気づけば周囲の球体が次々と姿を崩していっていた。久方ぶりの獲物を逃すかとばかりに殺到してくる。黒い波が濁流のように迫ってきた。

「ぎゃっ」

　ヤヒロの足に一匹の〈クチナワ〉が嚙かみついている。慌てて蹴り飛ばしたけど、相手は大したダメージを受けた様子もなく食らいついてきた。続けて二匹、三匹、四匹。ヤヒロの喉笛に飛びかかってきた〈クチナワ〉を、ボクは横薙なぎに弾はじき飛とばす。

「足を止めないで！　とにかく走り続けるんだ！」

　──。

　そのあとどのくらい逃げたのか、駆け続けたのか、正直よく覚えていない。

　気づけばボクらは線路脇にたどりついていた。見覚えのある踏ふみ切きりが右手遠方に確認できる。どうも、もと来た道の近くに戻ってきてしまったらしい。ここ数時間の労力を嘲あざ笑わらうかのように並木がざわめいた。

　はぁ、はぁ、はぁ。

「……振り切ったかな」

　額の汗をぬぐい振り返る。狭い路地はゆるいカーブを描き、先が見通せない。ただコールタールを煮詰めたような黒い波はどこにも見当たらなかった。アスファルトと鱗うろこの不快な擦過音も聞こえてこない。

「うぇええ」

　情けない声を上げてヤヒロが自分の身体からだを見下ろす。探索着は返り血、粘液、かみつきの跡でひどいことになっていた。やぶけたニーハイの隙間から白い太ももがのぞいている。

「なんか私ばかり狙ってこなかった？　あのミサキ達たち」

「雄だったのかな」

「げげげ」

　実際は、最初に見つけた獲物を盲目的に狙ってきたというところだろう。人が止めるのも聞かずに怪しげな球体に近寄っていったのだから自じ業ごう自じ得とくとも言える。ただ今の惨状でそれを言うのは、さすがにはばかられた。

「あとで水浴びできるところを探してくるよ。洗濯機も見繕ってこようか？」

「いい。公園の水でも頭からかぶるわ。それよりこれからどうするの？　私、もうあの道を通るのは嫌よ」

「うん」
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　人通りがないのにはないなりの理由があったということだ。ヤヒロの戦闘力は超人的だけれど、ああいう群体的な脅威には相性が悪い。南側の迂う回かい路もおそらく似たような状況なのだろう。

「だとするとやっぱり町中を突っ切ろうって話に戻るんだけど」

　どぉんと地鳴りのような音が響いた。

　遠くで黒煙が上がっている。一瞬遅れて砂すな埃ぼこりを含んだ風が吹き寄せてきた。

「砲撃かな」

　ヤヒロがジト目を向けてきた。

「今度はあの中を駆け抜けろっていうの？　悪いけど、いくら私でも飛んでくる爆弾を打ち返すのは無理よ」

「分かってるよ」

　溜ため息いき交じりに考えこむ。

　とはいえ、大して検討する材料もない。結局市中で争っている二勢力をなんとかしない限り、先には進めないということだろう。クイナの言う通り『一時的でも〈天文館〉〈果樹園〉間で停戦して』もらうしかない。ただそのために仲介役を買って出るのはリスキーだ。安易な肩入れが火種と化す状況に代わりはない。

　いっそ両者の人質を取って和平交渉の席を強要するか？　単独行動している要員をつかまえて、停戦しなければ命はないぞと脅して。

（いやいや）

　そんなにうまくいけば苦労はしない。どう考えても先に発見されて追いかけ回されるのがオチだ。何せあれだけ執しつ拗ように縄張りを主張している連中だ。自陣に入りこんだ者などすぐ見つけて排除するはずで。

（……ん）

　すぐに──見つかる？

「どうしたの？」

　ヤヒロが怪け訝げんそうに見つめてくる。やや不安げに眉をひそめた。

「あなたがそういう顔する時って、だいたいロクなことがないんだけど」

「失敬な。発想の転換をしているだけだよ」

　ボクは深呼吸を一回、ヤヒロに向き直ると、力強く宣言した。

「〈果樹園〉につかまろう」




　　＊




「戦場で一番大切なものはなんだと思う？」

　歩きながらの問いにヤヒロは「さぁ」と首を傾かしげた。水浴びして小こ綺ぎ麗れいにはなっているけれど、胡う乱ろんな顔つきは変わっていない。どうにもボクの作戦立案能力が疑われている様子だ。リュックの肩かた紐ひもをつかんだまま、片眉をもたげてくる。

「よく分からないけど、武器とかみんなのやる気とか？」

「うん、それも大事だけど、そもそも敵がどこにいるか、どのくらいの戦力か分からないと戦う判断もできないだろう？　普通に考えれば十倍の敵を力攻めする馬鹿はいない。逆に言うと、あるものさえ持っていれば自分が一番有利な状態で開戦する、あるいは逃げることができるんだ。さてそれは何か」

「……」

「分からないかい？　『情報』だよ」

　敵の兵力、位置、装備、士気。それが判明すれば最適な行動を取れる。極論、敵司令部の場所が分かり次第、そこに砲弾を叩たたきこめばいいのだ。膨大な戦力や陣地を用意する必要はない。

「まともな指揮官なら開戦にあたって、まずは敵情を探ろうとする。斥候を出したり物見櫓やぐらを建てたり、観測気球を飛ばしたりしてね。ただ、敵味方の地形が似たり寄ったりで偵察の能力も同じだと、得られる情報に差がなくなってくる。相手の意表を突いたり、突かれたりが起こりづらくなるわけだ。じゃあどうやってプラスアルファの情報を得るか」

「ひょっとして……敵の誰かをつかまえる？」

「正解」

　捕虜を取る。尋問する。場合によっては持っている暗号表を回収する。情報漏ろう洩えいの事実が相手に伝わらなければ、その効果は絶大なものになる。

「繰り返し塗り潰されているマーキングを見る限り、どうもここの戦場は膠こう着ちやくしているっぽいしね。打開策を練るために両陣営とも情報を欲しがってるんじゃないかな。だから侵入者を見つけたらまず捕獲しようと考えるはずだよ」

「それでわざとつかまってみる？」

「うん」

「ううん」

　ヤヒロはどうにも納得いかない様子だった。眉間の皺しわが深まっている。

「私わたし達たち、別に〈果樹園〉〈天文館〉、どっちの人でもないのよ。つかまったところで話せることなんてないわ。捕虜として価値がないと思うんだけど」

「そうだね。だからすぐ解放されると思う。で、その時、解放する地点を町の反対側にしてもらうんだ。戦場の外、繁華街を抜けた先でリリースしてくださいって」

「へ？」

　黒い目がまばたきした。

「つかまえた人ひと達たちに、町の通り抜けを手伝ってもらおうっていうの？」

「うん」

「そんなの聞いてくれるわけないでしょ、普通に考えて」

「そうかな？　彼らからしてみたら、第三者にうろちょろされ続けるのは厄介だし、監視下で通り過ぎてもらえるならそれにこしたことはないだろう。だいいち元の場所でリリースして対抗勢力につかまったら余計な情報が漏れかねない。少し手間をかけても、戦場から消えてもらうのがベスト、そう考えるんじゃないかな」

　低い唸うなり声が上がった。ヤヒロが天を仰ぐ。

「もし相手が手間を惜しんで私わたし達たちを始末しにかかったら？　使えない厄介者なんて消してしまえってなったら？」

「その時は逃げる。君なら見張りの二人や三人、素手であしらえるだろう。武器を取り上げられていたって、人間相手の包囲くらい簡単に突破できるはずだ」

「まぁ」

「だから大丈夫だよ。論理的に考えて、これが今一番の現実解だ」

　強い口調で言い切る。

　直感的なリスクは時として実際の危険度と一致しない。あえて火中に飛びこむのも生き残る手段だ。

　ヤヒロは諦め気味に肩をすくめた。

「分かったわ、さっきの道をもう一度通ろうと言われるよりはマシだしね。で？　どうしてつかまる相手が〈果樹園〉なの？　〈天文館〉じゃなくて」

「不可抗力とは言え、ボクらは既に〈天文館〉と一戦交えているからね。先方内部でどう情報が上がっているかも分からないし、再アプローチするにしても少しほとぼりを冷ましてからじゃないと」

　視線を巡らして壁に残るペイントを探す。

　目指すのはオレンジ色の果物マーク。そこをたどっていけば、いつかは警戒網に引っかかるはずだ。

　周囲はまたビルが増えて見通しが悪くなっている。左手にはコンクリート打ちっぱなしの壁が続き、右手には受水槽の列が連なっていた。スポーツクラブか何かだろうか。フィットネスウェアの女性を描いた看板が剝がれ落ちて、なんともひなびたたたずまいを見せている。

　排気口脇の扉に果物のペイントが見えた。少し進んだ先の壁にも同じマークがある。このあたりは『☆』マークの浸食を受けていない。どうやら〈果樹園〉が優勢な地帯のようだ。攻勢を受けた様子もない。

「戦闘が激しい場所とそうでない場所の差って何かしら？」

　もっともな疑問に「ふむ」と鼻を鳴らす。

「〈秘宝〉があるかもしれない地点と、そうでない地点、って感じかな。もしくはそこに繫つながるルートとか」

「じゃあみんな、〈秘宝〉がある場所を分かってるの？　なんで？」

「さぁ、宝の地図でもあるのかな」

「それはちょっとロマンチックね、わくわくするわ」

「するかな。ボクなら眉に唾をつけてとらえるけどね、何かの罠わなじゃないかって」

「あなたが宝探しのお話の主人公だと、いつまでたっても物語が始まらなそうね。地図を確認してるだけで一冊終わりそう」

　ヤヒロは呆あきれたように言ってから足を止めた。宙に視線をさまよわせる。

「見られてる、かも」

「ん？」

　あたりを見渡す。砂さ塵じんがビルの間を吹き抜けていった。

「特に誰もいないっぽいけど」

「金属音が聞こえた。誰かが銃を操作したのかも。二つか三つ、そんなに遠くない」

「方向は？」

「前と後ろ、上の方」

　囲まれてるじゃないか。いつの間に。慌てて周囲を確認する。右手前方に縦長の窓、左手後方に屋外階段の踊り場、影の奥で何かが動いたように思う。

「ヤヒロ、武器には触らないように」

　敵意を見せたら撃たれても文句は言えない。なるべく弱気を装よそおって、すぐ投降しそうな雰囲気を醸かもし出だして、

「だ、誰かいるんですか？」

　可能な限り不安げな声を上げてみる。若干声音が裏返ってしまったけど、それもまたリアリティだ。

「すみません。ボクら、道に迷ってしまって、無断でテリトリーに入ってしまったのなら謝ります。ただ、ここ以外のルートはミサキだらけで、できれば──」

　銃声とヤヒロに胴を引っつかまれたのはほぼ同時だった。

　壁に叩たたきつけられんばかりの勢いで移動させられた瞬間、足下を銃弾がえぐる。威嚇でも警告でもない、必殺の一撃。

「っ！」

　ヤヒロがボクの腰を抱いたまま、横っ飛びする。そのあとを幾筋もの火か箭せんが追った。砕けたコンクリートや枝葉が剝むき出だしの腕を叩たたく。

「問答無用なんだけど!?」

「批判はあとで聞くよ。とにかく今は逃げよう。さっき話した最終プランだ」

「早すぎない!?」

　律りち儀ぎにツッコミを入れながら、それでもヤヒロは石畳を蹴りジグザグに疾走していく。人間離れしたスピードと機動に眩げん惑わくされたのか、敵の銃撃が途絶えがちになる。だけど一気に路地を通り抜けようとした途端、目の前に卵状の物体が落ちてくる。それが何なのか分かった瞬間、身の毛がよだった。

「足下！　手しゆ榴りゆう弾だんだ！」

　ヤヒロが躊ちゆう躇ちよなくブーツの爪先を叩たたきつける。間一髪、受水槽に突き刺さった弾体が外板を吹き飛ばした。煙と水、それに炎がごちゃ混ぜになって降り注いでくる。熱い。冷たい。煙たい。最悪なのはその中に銃弾も混ざっていることだ。どうやら〈果樹園〉の見張り達たちはオーバーキルを厭いとわないらしい。戦果確認の間も惜しんで銃撃を続けてくる。

「反撃するわよ。いいわよね？」

　答えを待たずにヤヒロは銃剣銃を構えた。片手でボクを抱えたまま、もう片手で狙いをつける。普通に考えればそんな体勢で命中が期せるはずもない。射撃の反動で肩を脱臼する、もしくは身体からだごと吹き飛ばされるのがオチだ。だけどヤヒロはまるでゴム鉄砲でも撃つかのように、軽々とトリガーを引き絞った。

　腹の底から響くような震動。一瞬遅れて踊り場の鉄柵が砕ける。フード姿の射手がのけぞって倒れた。仲間と思おぼしき人影が腕をつかんで退場させる。

「もう一発」

　ボクの身体からだがぐるりと回転ブランコのように振り回された。空いた空間に黒光りする銃身が突き出される。ＢＡＮＧ、衝撃波が脳を揺らす。硝煙をまともに顔に浴びて涙目になった。

　ひどい扱いだ。洗濯乾燥機の中身だってここまでわやくちゃにはされないだろう。ただ、色々自業自得な以上、文句も言えない。とにかく口をぎゅっと結んで舌を嚙かまないようにした。

「───！」

　怒鳴り声に振り向くと、建物の裏口から人影が出てくるところだった。続けて二名、三名、こちらを認めて銃を構えてくる。

　異様な風体だった。フードをかぶったコート姿、黒のゴム手袋、顔には防ぼう塵じんマスクをつけている。オレンジ色のマークをつけているからあれが〈果樹園〉なのだろう。だけどその見た目は、どう見ても化学防護隊か爆弾処理班といったところだ。のどかさの欠片かけらもない。

　彼らは横一列に並んで一斉射撃、発砲煙とともに弾丸の群れを叩きこんできた。狭い路地では逃れようもない。まずい、と思った途端、ヤヒロが地面を踏み抜いた。金属音とともに側溝のカバーが、畳返しよろしく持ち上がる。直撃弾が即席の盾に阻はばまれて飛び散った。

　呆あつ気けに取とられる追っ手を尻目にヤヒロは踵きびすを返かえした。後ろは振り向かない。そのまま少しでも距離を取り、包囲網から逃げ出そうとする。ただ心理的な衝撃は長続きしなかった。気を取り直した追っ手が銃撃を再開する。何人かは銃を撃ちながら突進してきた。

　ヤヒロの脚力なら振り切れるか、と思いきや、上階にいる敵が弾をばらまいてくる。退路の煉れん瓦が畳が音を立てて爆はぜる。まっすぐに進めない。一メートル前進するのにも二倍、三倍の距離を強いられる。

（これは、ちょっと危ないかも）

　冷や汗が流れる。

　ヤヒロ一人ならともかく、ボクを抱えて無傷で脱出できる気がしない。どこかに逃げ道はないか、包囲の切れ目は。必死に視線を巡らしていると前方で空気の弾ける音がした。

　発砲音。

　あっと思った時にはもう筒状の物体が間近に迫っている。魔法瓶の頭を押し潰したようなシルエット、先端が鉛色に輝いている。

（グレネード弾!?）

　声を上げる間もない。全身の毛がぞわりと逆立った。だけど砲弾は顔のすぐ脇を通り過ぎて路地の奥に吸いこまれていった。追っ手の前に落ちて炸さく裂れつ、激しい煙を四方に噴き出す。爆煙ではない。不純物のない白一色のスモーク。熱も破片もなく、ただただ周囲の風景を塗り潰している。これは？　ひょっとして、

「発煙弾……？」

「こっちです！　タイキさん、ヤヒロさん！」

　建物の間から小柄な影が手招きしていた。くるくるカールした髪、榛はしばみ色の瞳、Ｖ字カラーが印象的な水兵服。片手に寸詰まりの大口径銃を持っている。

　クイナだ。

　ヤヒロがアイコンタクトで判断を求めてくる。ボクはうなずいた。この期に及んで不偏不党を気取っていられない。

　ヤヒロが速度を上げた。クイナに続き、拳大ほどしかないと思われる隙間に身体からだを滑りこませる。

　目の前を建物の壁が通り過ぎていった。鼻が摺すり下おろされなかったのは、単純に運がよかっただけだろう。実際、肘や膝は何度となく打ちつけた。痛い。怖い。苦しい。もう大丈夫だから、下ろしてくれと言いかけたけれど、急カーブで振り回されてそのタイミングも逃した。

　どこをどう進んだのか、どのように通り抜けたのか、正直よく覚えていない。暗い路地と分岐がめまぐるしく切り替わり、天地が二、三度逆転して、気づけば車道に抜けていた。一拍おいて、腰の戒めが解ける。どしんとお尻から地面に落ちた。足に力を入れることもできず座りこむ。左右に戸建ての住宅や低層のマンションが立ち並んでいた。遠くで鳥が鳴いている。先ほどまでの修羅場が噓うそのように牧歌的な光景だった。

「いやもう本当、何をやってるんですか、あなた方は」

　クイナは心底呆あきれかえった様子だった。荒い息をつき、ショートパンツの足を投げ出したまま睨にらみつけてくる。

「厳戒態勢の警戒線に真正面からぶちあたるなんて、正気の沙汰じゃないですよ。たまたま私が様子をうかがっていたからよかったようなものの、お二人だけならどうするつもりだったんですか？　完全に万事休すでしたよ」

「うん、まぁ」

　返す言葉もない。策士策に溺れるという言葉はまさに今のボクのためにある。ただ、こちらはこちらで言い分があった。

「交渉の時間くらいあると思ってたんだ。まさか問答無用で攻撃してくるとは考えていなかった。なんなんだい彼らは？　人を見たら親の仇かたきにでも思える病気にかかっているのかい？」

「さぁ」

　こっちが訊ききたいとばかりにクイナが肩をすくめた。

「戦場の常識は娑しや婆ばの非常識なんて言いますしね。およそ私わたし達たちの理解できない論理がここではまかり通っているんだと思いますよ。理由を探るだけ無駄というか、見当違いというか。──ただ」

　ただ。

　声がわずかに潜められた。

「〈天文館〉の人ひと達たちが一度無線で言っていたんです。『〈果樹園〉の連中は悪魔だ』『あいつらは人殺しを楽しんでいる』って」

「……」

「つまり私わたし達たちは殺人鬼の巣そう窟くつにわざわざつかまりに行ったのかしら。武器に触らないよう気を遣ってまで」

「悪かったよ」

　半眼のヤヒロに降参してみせる。さすがにこれだけ判断ミスが続くと、言い訳のしようもない。そもそも今回の探索ではケチがつきっぱなしだ。最初は地図を読み間違えて、〈天文館〉との戦闘も防げなかった。挙げ句に〈果樹園〉とも敵対したとなれば、うまくいっているところを探す方が難しい。

　いっそ、流されるままに動いた方がよかったのかもしれない。クイナの依頼を受けて、〈灯台〉に協力して、〈果樹園〉のメンバーに親書を渡して。

（ん）

　ふと疑問に思った。疑問というか矛盾というか、そもそもの前提的な話。

「〈果樹園〉が危険なのは分かったよ。正面からアプローチしてもロクなことにならないってのも。でも、そんな相手とクイナはどうやって交渉する気だったんだい？　さっきの見張り連中に和平を呼びかけても、攻撃されるだけだろう？」

「ええ」

　クイナは当然のようにうなずいた。

「だからトップに直じか談だん判ぱんしようと思います。チームの方針自体を変えてくれ、指揮下の全戦闘を止めてくれって。そうお願いするのが手っ取り早いかなと」




　　＊




　風が吹き上げてくる。

　仮設の足場は簡素な造りで、歩く度にギシギシと軋きしみ声を上げた。破れた養生幕の隙間に青空が広がっている。眼下には家屋の屋根。駐輪場の自転車が豆粒のようだ。横断歩道や中央分離帯のマーキングが地上絵のごとく縦横に走っている。

　絶景、と言っていいのだろう。地上七階。町外れの工事現場、建設中の高層マンションに上る機会などそうそうない。

　とはいえ、エレベーターはおろか非常階段もできあがっていないから、上り下りのルートは必然的に仮設の足場になる。足下をのぞきこめば、見えるのは肉抜きされた鉄板と細い骨組みだけ。正直怖い。高所恐怖症じゃなくても胃のあたりが冷たくなる。

　一体なんでこんなところに。というかこんな高さに。

「まさかとは思うけど、この工事現場に〈果樹園〉のボスがいるのかい」

　先行するクイナが「え」と振り向いてきた。足場の縁で立ち止まるので、見ていてハラハラする。細い首が元気よく振られた。

「いえいえ、違いますよ。ここはただの入り口です。手がかり、足がかりと言いますか」

　彼女は建物の北側、養生シートの向こうに開けた空を指さした。

「あっちにですね、六階建てのマンションがあるんです。こっちはもうできあがってるんですけど」

「ほぉ」

「屋根の高さがちょうどこのフロアと同じくらいなんですよね」

　一気に嫌な予感が膨れ上がった。

「そのマンションに〈果樹園〉の本部があるのかな」

「いやいや、更に隣に八階建ての雑居ビルがありましてね」

　どうやらサーカス団の真ま似ね事ごとをしろと言われているらしい。凍りつくボクの横からヤヒロが身を乗り出した。

「ひょっとして、屋根伝いで〈果樹園〉の警戒網を抜けようっていうの？」

「はい」

「空中をぴょんぴょん跳んでいって？」

「ええ」

「素敵。忍者みたい」

　何が素敵なんだろう。落ちたらどうなるか考えていないのかな。

「待った。ちょっと待ってくれないかな、二人とも」

　ボクは感情を押し殺した声で呼びかけた。

「少し冷静に検討してみないかい。クイナ、ここから〈果樹園〉の本部までどのくらいあるのかな」

「まぁざっと四、五百メートルってところですね」

「建物の数で言うと？」

「二十から三十くらいでしょう」

「つまり最低二十回、地上数十メートルの空間を跳べってことだよね。一回くらい失敗してもおかしくないし、失敗した瞬間、ボクらの命は終了だと思うんだけど」

「ご心配なく。ジャンプする場所は全部、長さにして四メートル以内です。私わたし達たちの年代の走り幅跳び平均記録は五～七メートルですから、十分クリアできますよ」

「……」

「タイキ、今回はクイナのプランに従うって決めたんじゃないの？」

　ヤヒロのコメントは冷たかった。どうにも信頼が回復できていない。まぁ確かに、〈灯台〉と組んで〈果樹園〉首脳部にアプローチしようと決めたのはボクだけれど。

「せめてもう少し目標近くのビルから上がるとかできないのかな」

　往おう生じよう際ぎわ悪く食い下がるとクイナは肩をすくめた。

「見張りの目につくか施せ錠じようされて入れない建物か、どっちかなんですよ。ビルとビルの間があんまりにも離れていると飛び移れないですし、今のところこのルートしか」

「分かった。分かったよ」

　諦めて両手を上げる。是非もない。一応、ボクだって人並みの運動神経はあるはずだ。

「ごちゃごちゃ言って悪かった。先を急ごう。日が暮れるともっと危なくなる」

　荷物の配分を見直して（つまりヤヒロに持ってもらう量を増やして）足場を進んだ。隣の建物が迫ってきたら一旦停止、助走をつけて跳躍する。なるべく下を見ないように、高さを意識しないようにして、ジャンプ。なんとか対岸にたどりつくと、緊張の糸が途切れないうちに次のビルを目指した。

「ワン、ツー、スリー！」

　何度目かの跳躍でヤヒロが立ち幅跳びを決めた。助走なし、腕の振りだけで跳ぶアレだ。両手を広げてポージング、片足でくるりとターンする。

「十点！」

「危険行為でマイナス十点だよ。危ないから普通に跳びなって」

　ヤヒロはやじろべえのような姿勢で唇を尖とがらせた。

「だって、こんな高いところで身体からだを動かせる機会なんて滅多にないもの。気持ちいいわよ。タイキもやってみたら？」

「遠慮する」

「えー」

「えーじゃないよ。真面目に落ちるから」

　ふと横顔に視線を感じた。気づけばクイナがじっとこちらを見ている。予想外に真剣な様子にボクは身を引いた。

「そんな顔されてもやらないよ」

「いえ、跳び方云うん々ぬんの話じゃなくてですね」

　クイナは首を傾かしげた。

「タイキさん、私と面識ありませんか？」

「え？」

　のぞきこむように顔を突き出してくる。くっきりした眉が持ち上げられた。

「以前にお会いしたことがあるような。いつ、どこでってのは言えないんですけど」

　ふむ？

「ひょっとして断絶前の記憶かい」

「そのへんもなんとも」

　もどかしそうな顔を見つめる。ふわふわした髪、眠たげな眼、よく見ると右頰に泣きぼくろがあった。特徴的なビジュアルだけど、残念ながら該当する記憶はない。

「特に覚えはないな、申し訳ないけど」

「そうですかぁ、生き別れの兄きよう妹だいかと思ったんですけど」

「全然似てないだろう。髪の色も目の色も」

「じゃあ親子」

「流は行やってるのかい、その流れ」

　ヤヒロといいクイナといい、簡単に身内を増やしすぎだ。

「二人とも、何モタモタしてるの。先に行っちゃうわよ？」

　ヤヒロが不満げに呼びかけてくる。ボクは手を挙げて荷物を背負い直した。たっぷりと助走距離を取ってジャンプ、後ろからクイナも続いてくる。

「よっと、お待たせ」

「遅いわよ。何話してたの？」

「大した内容じゃないよ。記憶力テストの類いっていうか。で？　次はどっちに行ったらいいのかな、クイナ」

「ええっと……はい、あの建物ですね」

　指し示した方角にスレートの屋根が見える。やや傾斜がついて危なっかしいけど、確かにボクらのいる場所と高さが合っていた。その向こうには駅前のビル群が続いている。

　ボクは口笛を吹いた。

　大したものだ。町中までほぼ一直線に進んできている。戦闘も警報もまったく発生していない。

「ねぇ、そういえばどうして〈果樹園〉の本部の場所が分かるの？　あのガスマスクの人ひと達たちが教えてくれたわけじゃないわよね」

　移動しながらヤヒロが訊たずねる。クイナは「はい」と胸を張った。

「うちの電波解析班のお手柄ですよ。あちこちから発生する通信を解析して、強度と方角、集中度合いより中心点を割り出したんです」

「そんなことできるの？」

「まぁ我々は〈灯台〉守ですから、位置標定の類いはお手の物ということで」

　次の屋根にジャンプする。続けてマンションのバルコニー、工事現場の足組み、貯水槽の蓋と伝っていく。

　何度目の跳躍だろうか。コンクリートの屋上に舞い降りた瞬間、クイナは「しぃっ」と唇の前に指を立てた。目で足下を示す。

「ここです」

「ここ？」

　五階建てのこぢんまりとしたビルだった。太陽光パネルや空調装置、変電設備などが灰色の床に点在している。大通り側の看板には『信』だか『金』という文字が見えた。あちこち文字化けしてしまっていて元の名称はよく分からないが。

「銀行……ですかね」

「またえらく渋いところを選んでるね。周りの建物の方が新しそうに見えるけど、なんでわざわざこんな場所を本部にしたのかな」

「ねぇ、あれ何？　床の色が違う」

　確かにやたらツヤツヤした一角がある。水でもたまっているのか？　いや、

「ガラスだ」

　慎重に近づいてのぞきこむ。眼下に広がった光景に息を吞のんだ。

「ほぉ」

「これはこれは」

　赤、白、青、緑。さんさんと日差しが降り注ぐ中、色とりどりの草花が咲き乱れていた。吹き抜けのサンルームに庭園が造られている。まるでそこだけ春が訪れたかのようだ。灰色の町並みに田園風景が現れている。

「なるほど、名は体を表すですね」

「スミレにイカリソウ、タンポポ。薬草かな。即席の温室ってわけか」

　ヤヒロが少し遅れて横顔をのぞきこんでくる。

「〈果樹園〉だから畑を作ってるってこと？」

「うん、湿度や温度をコントロールしたいからこの建物を選んだのかな。ちゃんと組織名に因ちなんだ活動をしてるね。ボクらとは随分違う」

　もう長い間『学生』らしいことをしていない。まぁ〈学園〉にいた時も別に授業なんて受けていなかったけれど。

　視線を巡らすと左手にキューブ状の塔屋が見えた。道路と反対側に非常口の扉がある。

　塔屋に向かいノブを回してみた。鍵はかかっていない。軋きしみ声を上げて扉が開いた。暗闇の奥に下り階段が延びている。

「どうやって〈果樹園〉の指導部にアプローチするんだい」

　クイナは中腰で扉をくぐりながら答えた。

「上層の部屋を回って、それらしい人が一人になるのを待とうかなと。本部の中なら常に護衛がついていることもないでしょうし。頃合いを見計らって声がけすれば」

「大声で助けを呼ばれるかも」

「その時は仕切り直しましょう。何、一人くらいは話を聞いてくれますよ」

　少し楽観的すぎないかと思ったけれど今回のプランは彼女のものだ。異論反論は胸の奥に押しこめる。ただどうしても気になることが一点だけあった。

　ボクはヤヒロの探索服、クイナの水兵服を交互に見つめた。

「この格好で歩き回るのはさすがに不用心じゃないか。侵入者ですって宣伝しているようなものだよ」

「ふっふっふぅ」

　不敵な笑みを浮かべつつクイナがリュックを漁あさった。

　取り出されたのはフードつきのコートだった。右腕にはオレンジマークの腕章がつけられている。ボクは眉をもたげた。

「〈果樹園〉の制服かい」

「はい、ありあわせの衣装で作ったものですけど、遠目にはバレないでしょう。サイズが合わないのは勘弁してください」

「いや、勘弁どころか手て際ぎわがよすぎるだろう。一体いつの間に？」

「あなた方と別れてから準備はしてたんですよ。まぁ複数作ったのは自分用の予備って意味合いでしたけど、結果オーライですね」

「はぁ」

　なんとなく塡はめられた思いになる。ひょっとして全部展開を見越した上でボクらにアプローチしてきたんじゃないだろうな？　この子は。訝いぶかしみつつフードを受け取る。

「武器はしまってくださいね。シルエットでばれるといけませんから」

　ヤヒロが銃剣銃を下ろす。剣のアタッチメントを外して胸元に抱えこんだ。

　フードを目ま深ぶかにかぶって階段を下りる。踊り場を抜けて更に下ると、そこは広いホールだった。柱の向こうのサンルームに日差しが降り注いでいる。人の気配はない。空調か水道かの機械音が遠くから響いてきている。

　窓まど際ぎわにエレベーターと幅広の階段がある。フロア表示のランプが点灯しているけど、この階で止まる様子はない。足音を忍ばせて幅広階段を下りた。上階とは打って変わって事務スペース的な廊下が続いている。開け放たれた扉から人の話し声が聞こえてきた。

　手前の部屋では作業員が清掃していた。更に奥の部屋では年少の事務員が会議の片づけをしている。防ぼう塵じんマスクをかぶっていない彼らは、普通のティーンエージャーだ。ボクらと特に変わりはない。

「……に溜息ついても仕方ないだろう。……からじゃ、もうどうしようもないんだから」

　話し声に足を止める。扉の陰に隠れて耳をそばだてた。会議室で、暗い顔の少年事務員を同僚が慰めている。困惑げに口元を歪ゆがめて少年をのぞきこんでいた。

「〈園長〉達たちが土を入れ替えて薬を撒まくと言っていたじゃないか。安心して任せておけよ」

　少年が首を振った。

「おまえは人の畑だから好き勝手言えるんだよ。出てくる時にあれだけやばい状態になってたのに、何が安心できるっていうんだよ。薬だって徐々に効き目が薄れてきていたし」

「だから〈秘宝〉を探してるんだろう。あれさえあれば土壌や品種の改良も思いのままだって」

「それも噂うわさじゃないか。本当は病気に侵されていない種子を運び出して、第二の拠点を作ろうとしているなんて話もあるぜ。ほら、最上階の薬草園とか」

「しっ、滅多なことを言うな」

　ボクはクイナと顔を見合わせた。

「今のは、ひょっとして」

「うん。遠征隊派遣の理由かな」

　農耕を生業にしている拠点。荒れ狂う病害。手持ちの対策が尽きて、藁わらにもすがる思いで外に解決法を求めているとか。

　だとすれば〈秘宝〉は薬品の類いなのだろうか？　農薬、肥料、あるいは栄養剤といった。

　会話に気を取られていたせいだろう、前方から迫る靴音にボクらはびくりとした。固い顔の少女が迫ってくる。ショートの前髪を斜めにカットしたアシンメトリーだ。双そう眸ぼうをきっと吊つり上げている。あからさまに剣けん吞のんな気配を漂わせていた。

　身構えるか、自然体を繕うか、判断がつかないうちに女の子はボクらの横を通り過ぎてしまった。事務員が片づけをしている部屋に入っていく。

「あ、キサラ副班長」

　上ずった呼びかけにきつい声がかぶさった。

「軽かる海み班長は？　出席されてなかったのか」

「いえ、ご出席されていましたけど、見回りに行くということで先に退出を」

「お一人でか？」

「はい……」

　キサラと呼ばれた少女は苦々しげに呻うめいた。

「よりにもよって、こんな時に」

「何かあったのですか？」

「〈Ｄ-７〉警戒線から不審者発見の報があった。見慣れぬ出いで立たちだが、迎撃するとスモークを焚たいて逃げたらしい。多分〈天文館〉の手の者だ。まだどこかで様子をうかがっているかもしれない。警戒を厳にするよう進言するつもりだったのだが」

　舌打ちが続いた。ギロリと睨にらみつける音が響いたように思える。

「あれほど班長から目を離すなと言っただろう」

「すみません……」

「あの方に何かあったらどうする。この広い戦場で強大な敵と対たい峙じできているのは、偏ひとえに班長の指導力あってこそだ。確かにあの方はお強い。我々が束になったところで敵かなわないだろう。だが班長とて人間だ。人間に絶対はない。だからこそ司令部付の要員でしっかりとサポートしなければならないのだ。何度も説明したはずだが」

「はい……」

「せめてどのあたりに行かれたか分からないのか？」

「急に思いたった様子だったのでなんとも……ああ、でも」

「なんだ」

「再開発地区の商店街について、警戒網の構築が遅れていると気にされていました。ひょっとしたらご自身で確認に行かれたのかも、あ──」

　椅子のぶつかる音がした。先ほどの少女が肩を怒らせて退室してくる。背後から「副班長」「キサラ様！」と呼び止められたけど振り向きもしない。壁に張りつくボクらを一顧だにもせず、階下に下りていった。

　室内がざわめいている。ヤヒロが止めた呼吸を再開して向き直ってきた。

「今の、私わたし達たちの話よね？　不審者って」

「うん」

「探されてるのかしら。手配書とか出回っていたらまずいんじゃない？」

　ボクはそれには答えずに視線を反対側に向けた。

「クイナ、再開発地区の商店街ってどこだか分かるかい？」

「え？　ああ、まぁなんとなく、見当くらいは」

「チャンスじゃないか？　この集団のリーダー、意思決定者が一人で行動してるんだ。うまく説得できれば、それで事態を打開できるかもしれない」

「ちょっとタイキ、簡単に言うけど」

　ヤヒロは廊下の奥を見やった。

「あの副官さん、班長を探しに行ったのよね？　先回りして説得までするのは厳しいんじゃない？」

「アプローチさえ受うけ容いれてもらえれば場所を変えて議論もできる。要件だけ伝えて別の機会に仕切り直しもできるだろう。クイナは？　どう思う」

　んー、と唸うなり声が答えた。

「副官があの調子じゃ、それ以下の立場のメンバーに親書を渡しても握り潰されそうですしねぇ。トップに直じか談だん判ぱんするのは真っ当なプランだと思います。いいんじゃないでしょうか」

「決まりだ」

　ボクは勢いこんで天井を見上げた。腕時計の時間を確認する。

「早速先回りしよう。クイナ、屋根伝いの直線ルートでよいものはあるかい？」

「ありますけど」

　返ってきたのは予想外にためらいがちな声だった。うかがうような眼まな差ざしが向けられる。

「建物と建物の間隔がさっきより平均一～二メートル広いんですよ。タイキさん、ここに来るまでも結構おっかなびっくりでしたけど、跳べますか？」




　二、三回生死の淵ふちをさまよったけれど、最終的にボクらは商店街の入り口に到着した。

　時代が半世紀くらい遡ったのかと思うくらい、古びた空間だった。全ての色彩がくすんでいる。コンクリートの灰色さえ黒く汚れて影に紛れていた。

　細い路地に左右から突き出した看板、配線の途切れたネオン、べたべたと貼り紙のされたシャッター。道路は凹凸の補修さえ諦あきらめられたのか、水たまりができている。張り巡らされた電線と外灯が、ただでさえ狭い空間をより窮屈に見せていた。

　ぴちゃり、ぴちゃりと水の滴したたる音がした。水道管が壊れているのかもしれない。どこかでカラスの鳴き声がした。

「確かに、こんなところに警戒線を作るのは大変ですね」

　クイナが視線を巡らせた。

「使える建物とそうでない建物を区分けするだけでも手間取りそうです」

「再開発の途中で放棄された感じかな」

　屋号の取り除かれた店舗は立ち退き済みということだろう。シャッターの営業時間表記にも貼り紙が被かぶせられている。ただ全般的な立ち退きの進捗は芳かんばしそうではなかった。まだ半分近くの店が看板を掲げている。

「班長さんは？　まだ来てないのかしら」

　ヤヒロが路地の奥をのぞきこむ。ボクは「どうかな」と〈果樹園〉本部の方を振り返った。

「あそこからここまで歩いて五分ってところだよね。打ち合わせを抜けたのが十分前だとして、着いてないってことはないと思うけど。もう少し奥にいるんじゃないかな」

「ふぅん」

　無造作にヤヒロが歩き出す。途端、銃剣銃の金属音が暗がりに響いた。「おいおい」とボクは彼女の肩をつかんだ。

「警戒されるだろう。もっと静かに、気配を殺して進まないと」

「だってもたもたしてると副官の人に追いつかれるんでしょ？　早く見つけて用件を伝えないと。それに後ろから忍び寄っていきなり挨拶したら、それこそ警戒されない？」

「まぁ、確かに」

　ボクらは班長を生け捕りにしようとしているわけではない。重要なのはいち早く接触することで、気づかれずに近づくことではなかった。極論、ここで声を上げて呼び出してもいいのだ。もちろん相手が聞く耳を持っている前提での話だけど。

「というか、班長さん、かなり強いって言ってましたよね」

　歩きながらクイナが囁ささやく。目に緊張の色があった。

「副官さんが。自じ分ぶん達たちじゃ束になっても敵かなわないって」

「うん」

「そもそも話を聞いてもらえるんでしょうか。武闘派のトップですし、いきなり襲いかかってくるなんて展開も」

「あるけど、だからってどうにもできないだろう？　今はもう相手の物分かりがよいことを祈るくらいしか」

「そうなんですけどね。いざって時にこう狭苦しいと逃げることもできないなぁと」

　空気が重さを増す。周囲の温度がわずかに下がって感じられた。

　そう、選択肢は向こうにもある。不審者を排除しようと考えるのは、組織の長として当然の行動だ。もう少し、手を打っておかないでよいのか？　幸運や相手の善意を祈る以外に、何か──

「あ」

　胸を押された。ヤヒロが手で道をふさいでいる。じっと曲がり角の向こうを見ていた。

「いたかも」

　息を殺してのぞきこむ。

　最初はよく分からなかった。路地が暗いせいだろう。ぼんやりとした影がビルの谷間の空間を塗り潰している。だけど見ているうちに濃淡が分かってきた。奥に誰かいる。外灯と看板の向こうに静かにたたずんでいる。

　コート姿だ。フードを目ま深ぶかにかぶり、その奥に防ぼう塵じんマスクが見える。ルビー色のレンズがビルの狭間の空を仰いでいた。

「何をしてるんだろう」

　クイナが首を傾かしげた。

「建物が崩れてこないか確かめてるんですかねぇ。落下物がないかとか」

「だったらもう少し色々見渡していそうだけど、あんな風に一箇所を見つめるかな」

「でも他に立ち止まる理由といったら」

「ねぇねぇ」

　ヤヒロがもどかしげに振り向いてくる。

「見つけたんだから、もう話しかけるでいいんじゃないの？　ここで待ってる意味って何かある？」

「いや、状況を見極めないと。取りこみ中なら邪魔して怒らせるのもまずいし」

「そんなこと言ってたらいつまでたっても声をかけられないわよ。迷ってる間に歩き出したらどうするの？」

「まぁ、その時はもう思い切って」

　路地の奥を一いち瞥べつした瞬間、ボクは目を剝むいた。

　誰もいない。コート姿が消えている。

　!?

「馬鹿な、一瞬しか目を離していないのに！」

「タイキさん、あそこ！」

　クイナが奥の外灯を指さす。そこには防犯用のミラーがあった。歪ゆがんだ鏡面にボクらのシルエットが映っている。しまった、コート姿はあれを見ていたのか。尾行の気配を察し、相手に気取られることなく背後を確認した。くそっ、油断した。ただ、だからといってどこに移動できる？　曲がり角もなければ入れそうな扉もないのに。

　撃鉄の音が響いた。

「っ！」

　全身の毛が逆立つ。背後に尋常でない殺気が現れていた。アサルトライフルの銃口がボクらを睨ねめつけている。いつの間にかコート姿がすぐ後ろに立っていた。

『どこの手の者だ？』

　くぐもった声がマスクの口元から漏れる。地の底から響くような低い声音。

『〈天文館〉の間かん諜ちようか。私の命を狙ってきたのか？』

「ち、違う！」

　ボクは両手を上げながら叫んだ。

「ボクと彼女は〈学園〉、そっちの子は〈灯台〉という拠点の所属だ。あなた達たちの戦闘を止めたいと思ってやってきた。暗殺者なら武器くらい構えて近づいている。噓うそじゃない」

『……』

　ほら、とクイナにアイコンタクトする。彼女は弾はじかれたように背筋を伸ばした。

「〈灯台〉設せつ標ぴよう隊たい、カンパリ班、メッセンジャーの陽ひ羽ば里りクイナです！　て、停戦交渉の親書を携えてまいりました！」

『停戦』

　囁ささやき声ごえが響いた。

　なんとも言えない沈黙が満ちる。冷や汗が頰を伝い首筋に落ちた。

　やはりダメか？　話し合いなど通じる相手ではなかったのか。戦慄わななくように唇を震わせた途端、コート姿が続けた。

『胸に手を当てて、その言葉が真実だと言い切れるか？』

「え？」

『己が良心に照らして噓うそをついていないと誓えるか？』

　固まるクイナを横目にボクは「誓う！」と叫んだ。

「天地神明に誓って噓うそ偽りはない。ボクらは平和を望んでいる。あなた達たちと敵対するつもりはない！」

　我ながら薄っぺらな言葉だった。命惜しさのでまかせと思われても仕方がない、鸚おう鵡む返しの発言。

　ただ気づけばプレッシャーが和らいでいた。コート姿が数歩下がっている。構えていた銃が下ろされていた。

　空いている方の手が防ぼう塵じんマスクを外した。フードが後ろにまくられる。長い髪が肩と背中に落ちた。

「え」

　差しこむ陽光が白い肌を煌きらめかせる。濃い睫まつ毛げが瞳に影を落とした。

　呆ぼう然ぜんとするボクらの前で、少女は顔を上げた。凜りんとしたたたずまい。気品に満ちた眼まな差ざし。鈴を軽がすような声が、マスクの外れた口元から漏れた。

「〈果樹園〉東部方面収穫班班長、軽かる海みコナユキです。あなた方の誓いを信じます。お話をうかがいましょう」
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　聖母像のような女ひ性とだと思った。

　肌や髪が内側から発光している。すっと通った鼻び梁りようも、薄い唇も、涼しげな目元も、全てが絶妙なバランスを保ち、見る者の心を惹ひきつけていた。年はボクらより二、三歳上だろう。すらりと伸びた手足と彫りの深い顔立ちも、その印象を強めている。ただ外見以上に、発する雰囲気がひどく大人びていた。深い井戸のような瞳がこちらを見つめている。

「どうしました？」

　軽かる海みコナユキは小首を傾かしげた。

「そんなに驚いた顔をして」

「あ、いや、その」

　不覚。ボクともあろうものが少し見とれていた。慌てて姿勢を正す。

「〈学園〉探索班の乙おと丸まるタイキです。交渉を受うけ容いれてくれたことに感謝します。ええと、こっちは──」

「四し十じ万まヤヒロよ。私わたし達たち、この町を通り抜けて東に行きたいの。少しでいいから戦闘を止めてくれない？　私わたし達たちがいなくなったらまた始めてもいいから。どう？」

　直球過ぎる。

　引きつるボクの前でコナユキはまばたきした。苦笑が漏れる。彼女は眦まなじりを下げてクイナを見た。

「あなたは？　同じ用向きですか？　親書を携えてきたとうかがいましたが」

「あ！　い、いえ！」

　クイナはバネ細工のようにリュックを下ろした。封筒を取り出すと慇いん懃ぎんに両手で差し出す。

「我々〈灯台〉は〈果樹園〉〈天文館〉、両勢力の紛争を調停する意思があります。具体的には停戦の監視、安全地帯の確保、また協定内容の保証など、可能な限りの支援をさせていただきます」

　声を上ずらせつつもクイナは親書の内容を説明していった。〈灯台〉の陣容、繁華街に来た経緯。そして自身の立場。

「我々に領土的・物的野心はありません。もし競争相手の追加を気にしているのなら心配はご無用です。ここで〈果樹園〉〈天文館〉が獲得するはずだった成果に、〈灯台〉が権利を主張することはありません」

　はて、とコナユキは小首を傾かしげた。

「あなた方のメリットはなんでしょう？」

　当然の疑問を口にする。確かに、疑われても仕方のないところだった。

「仲裁に関わるリスク・リソース・時間、それを受うけ容いれてまで戦闘を止めようとする目的はなんですか？　無償の善意を振りまくために、こんなところまで旅をしてきたわけではないでしょう？」

「我々は──」

　クイナはやや口ごもってから顔を上げた。

「我々の目的は一つ、設せつ標ぴよう──標識設置作業の継続です。〈灯台〉は世界にあまねく電波・光学標識を設しつらえ、交通・航行を最適化するために活動しています。そのためにはここでの戦闘を止めないといけません。設置した標識が問題なく動き続けるためにも」

「……」

「それにもちろん、この世界に生き残った人同士が争うことも止めたいと思っています。我々はただでさえ崖っぷちなのですから、同族間で戦力をすり減らすことは不毛です。月並みですが、銃ではなく話し合いで問題を解決していくべきかと」

　まっすぐに顔を向ける。コナユキはじっとその目を見つめていたけれど視線を落とした。

「不毛なのは仰おつしやる通りです」

　溜ため息いき交じりの声。

「私わたし達たちも今のような状況は望んでいません。本来であれば相手陣営と協議して一刻も早く停戦の糸口を探るべきでしょう。ですが、それは無理です」

「無理？」

　クイナはまばたきした。

「なぜでしょう」

「先方にその気がないからです」

　冷ややかに回答された。

「もともとこの市街地に展開していたのは我々です。〈天文館〉はあとから到着して共同調査を提案してきた立場でした。その頃、私わたし達たちもこの広い空間を単独で調べ続けるのに困難を覚え始めていましたから、いくつか決め事を設けて彼らを受うけ容いれたんです。たとえば見つけた物は報告し合うとか、互いの境界線は侵さないとか、そういう本当に基本的な取り決めを行ったんです。……ですが、結果的に全て破られました」

「破られた」

「もとより守る気などなかったのかもしれません。繁華街北部に陣取った彼らは、ほどなくして乱暴狼ろう藉ぜきの限りを尽くし始めました。我々の調査設備を破壊したり、陣地の壁に『出て行け』とペイントしたり、共用の資材置き場から使える物を根こそぎ持っていったり。抗議をすると『そんなことをした覚えはない』『おまえらの自作自演だ』の一点張りで、逆に自じ分ぶん達たちが被害者だと主張されたこともありました」

「それは」

「信じられませんでした。攻撃をされたことよりも、明々白々な証拠を前になおしらばっくれる心性がです。ひょっとしたら何か理由があるのかも、我々が勘違いをしているのかも、そう躊ちゆう躇ちよしたのが結果的には誤りでした。何度も話し合い、協定を結び直した末に、彼らは決定的な裏切りをしてきたのです」

　コナユキの瞳に初めて明確な怒りが浮かんだ。ぐっと拳を握りしめる。

「偶発的な衝突を避けるために、我々はその日の調査エリアを通知し合うよう取り決めていたんです。ある日、手順にのっとり現地に赴くと、そこで待っていたのは大規模な爆発でした。彼らは我々の行く先に爆弾を仕掛けていたんです。二名が亡なくなり、三名が重傷を負いました。それに対する彼らのコメントがなんだったか分かりますか？　一言、『覚えがない』です」

　さすがに返事のしようがなかった。絶句するボクらをコナユキはゆっくりと見渡した。

「いいですか。〈天文館〉の人ひと達たちに言葉は通用しないのです。信じれば信じただけ、与えれば与えた分だけ、犠牲が増えていきます。隊を預かる者として、これ以上の過あやまちは許容できません。降りかかる火の粉を払うためにも彼らを、〈天文館〉を排除しなければならない、それが現時点での私の意思です」

　びくりとヤヒロの耳がそばだった。彼女は糸で引かれたように背後の闇を見た。

「誰か来る」

　確かに足音が近づいていた。二つ、いや三つ。足早に距離を詰めてきている。

「キサラですね。私の副官です」

　脳裏にアシンメトリーの髪型の少女が過る。眦まなじりを吊つり上げ、自じ分ぶん達たち以外は全て敵だと思っているかのような面持ち。

　コナユキはフードをかぶった。

「早く離れてください。彼かの女じよは私よりも強い恨みを〈天文館〉に抱いています。見つかればただではすみません」

「でも」

　クイナは諦めきれない様子だった。上目遣いにコナユキを見つめる。

「クイナ、限界だ。一旦退こう」

「ですけど」

「見つかったらコナユキにも迷惑がかかる。そんなことを君も望んでいるわけじゃないだろう」

　吐息が漏れた。クイナは唇を嚙かんで、それから顔を逸そらした。

　ヤヒロが「こっち」と物陰を示す。建物と建物の間に人一人が通り抜けられそうな空間があった。ボクはクイナのリュックを持ち上げてそちらに向かった。

「陽ひ羽ば里りさん！　乙おと丸まるさん！」

　駆けこみかけた瞬間、背後から呼びかけられた。コナユキがこちらを見ている。

「期待に添えず申し訳ありません。ただ、これだけは信じてください。我々は決して戦いを望んでいるわけではないのです。〈天文館〉が改心して今までのことを謝罪すれば、話し合いのテーブルにはつくつもりです。ですが今は無理です。私わたし達たちは彼らのことをまったく信用できないのです。どうか、この町の突破は諦めてください。これ以上余計な犠牲を出さないためにも、お願いします」

「タイキ」

　ヤヒロに肩をつかまれる。そのまま強い力で隙間に引きこまれた。間一髪、複数の人影が路地に駆けこんでくる。暗闇の中を走りながら、ボクはコナユキの悲痛な眼まな差ざしをじっと思い返していた。
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　戻ってきた先はマンションの谷間の公園だった。

　少し行った先に踏ふみ切きりが見える。高架ではない、朝から何度となく行き来している町外れの線路だ。対岸の景色にも見覚えがある。結局、元に戻ってきてしまったのだ。三歩進んで一歩戻るどころではない。二歩進んだら二歩、三歩進んだら三歩下がってしまっている。

「食事にしよう」

　やけっぱちな提案に異論は出ない。皆、疲れていたし何より落胆していた。黙って荷物を下ろして準備を始める。

　木テーブルに陣取って携帯型の電子レンジを取り出す。〈工場〉の倉庫から拝借した品で、火も水も使わずに調理ができる優れものだ。わずか数分で熱々のトムヤムクンとパッタイができあがる。スパイスの効いた具材とスープを交互に口にしていると、ようやく人心地がついてきた。

「随分印象が違ったわね」

　つぶやき声はヤヒロのものだった。ボクは箸を止めて彼女を見た。

「コナユキのことかい」

「うん、それに〈果樹園〉の人ひと達たちも。人殺しが好きって感じはしなかった」

「そうだね」

　やむにやまれず戦っている様子だった。油断した瞬間、殺されるから、何度も裏切られてきたから疑心暗鬼になっている感じ。

　ヤヒロが首の傾きを大きくする。

「クイナから聞いていた話と全然違った」

「〈天文館〉の人ひと達たちが出鱈目でたらめを言っていたってことかな？　自じ分ぶん達たちがやったことを〈果樹園〉の仕業に見せかけて」

「なんのために？」

「さぁね。後々の交渉に備えて、悪事の責任をなすりつけようとしているのかもしれない。今回の戦いで出た損害は全て〈果樹園〉のせいだって」

「悪い奴やつらじゃない」

「そうだね。コナユキの話を信じるならそうなる」

「信じないの？」

　ボクは少し考えこんだ。

「どうかな、ボクは君ほど人を見る目がないからね。あの短いやりとりではなんとも」

　ただコナユキの反応に違和感はなかった。信義に厚い指導者が、何度も裏切られれば、ああなるだろうという感じで。

「クイナ、君はどう──」

　訊たずねかけて異変に気づく。彼女はじっとうつむいていた。細い肩が震えている。そういえばさっきからずっと黙りこくっていた。ショックを受けているのか、交渉相手のトップからきっぱりと拒絶されて、任務の失敗が確定して。

「クイナ」

　大丈夫かい、と手を伸ばした時だった。

　がばりと彼女は身を起こした。榛はしばみ色の目がらんらんと輝く。

「許せません！」

　マンションの壁に声が木こ霊だました。

「あのように真摯な方を騙だまし、攻撃して、あまつさえ虚偽虚言で貶おとしめるなど、開拓者の風上にも置けません。停戦交渉なんて甘っちょろいことを言っている場合ではありませんでした！　〈天文館〉の方々を引っ張り出して、コナユキさんに謝らせないと！」

「待った、待った待った」

　慌てて腕をつかみ座らせる。誰かに声を聞かれていないか、あたりを見渡す。幸い、人の気配はない。ほっと息をついて彼女に向き合う。

「謝らせるって君、具体的にどうするつもりだい。正面から乗りこんで彼らの非道を詰なじるのかい。賭けてもいいけど、また銃弾で追い回されるだけだよ」

「リーダーを拉致すればいいんじゃないの」

　ヤヒロがとんでもない横やりを入れてきた。無邪気にクイナをのぞきこむ。

「コナユキとだってあんなに簡単に出会えたんだもの。またビル伝いに〈天文館〉の本部に行って、それらしい人を見つければ」

「見つけてコナユキ達たちの前に引きずっていって、で、謝罪を要求するのかい。どう考えても恨みを買うだけだよ。停戦の糸口にはならない」

「だったら拉致するんじゃなくて〈天文館〉本部をぶっ潰しに行きましょう。全員叩たたきのめして〈果樹園〉に降参させればもう後腐れないでしょ」

「君ねぇ」

　どんどん過激になってるじゃないか。争いの拡大にボクらが寄与してどうする。渋面になっていると予想外の声が上がった。

「すみません、それは……無理です」

　クイナだった。先ほどまでのテンションが噓うそのように意気消沈している。彼女は頭を垂れた。

「失念していました。〈天文館〉本部に行くルートはないんです」

「え？」

　思わずまばたきしてしまった。

「ないってのは、どういうことだい」

「言葉通りです。彼らの本部は駅北側の大通りを挟んだところ、駐車場や資材置き場の中にあります。周りに建物がないんですよ。開けた場所にぽつんと一棟だけ立っています。しかも少々造りが特殊でして、窓や入り口も最低限しか作られていません。見張りの目につかず近づくのは不可能です」

「なんなんだい、その建物は。要塞か何かかい」

「いえ、警察署です」

　呻うめき声が漏れた。ろくでもない展開続きとはいえ、これは格別だ。警察署襲撃とか、もはやギャングやテロリストの領分に足を突っこんでいる。

「だからなるべく警戒線を迂う回かいして、どうしようもなくなったら強行突破して押し入るしかないんです。リーダークラスをつかまえることはおろか、見つけること自体、困難です」

「そんなのやってみないと分からないでしょ」

　なおも食い下がるヤヒロにクイナは「いえいえ」と首を振った。

「分かりますよ。実際私もそれを何度か繰り返して追いかけられたわけですし」

「ん？」

　ボクは真顔でクイナを見た。

「なんだって、何度も？　ボクらと会った時が初めてじゃなかったのか」

「ええ」

　クイナはなぜだか得意げに胸を張った。

「私は任務に忠実ですからねぇ。一度失敗したくらいじゃへこたれないんです。最初は正攻法で前線の見張りに会談を申し入れました。全然相手にしてもらえなかったので、警戒線の切れ目から潜入。その様子を見つかり追い回されて、逃亡と侵入を繰り返すこと三回目くらいですかね。とうとう発砲されるようになって、四回目があなた方と会った時ですね。あの時はもう彼ら、かなり頭に来ていたみたいで、逃げても逃げても追っかけてきました。いやはや、危機一髪でしたねぇ」

「……」

　ボクとヤヒロは顔を見合わせた。

「ええっと、クイナ。確認してもいいかな？　つまり〈天文館〉は一度目は君を言葉で追い返したのかい？　で、二度目に見つかった時も武器は持ち出さなかった」

「はい、まぁものすごい勢いで人が集まってきましたけど」

「三回目の発砲っていうのは？　〈果樹園〉みたいに問答無用で撃ってきたのかい」

「いや、まずは誰すい何かでしたね。それから威嚇射撃が続いた感じで」

「よく殺されなかったわね」

　呆あきれ気味にヤヒロがつぶやく。実際、殺されても仕方のない状況だ。抑制的な相手を散々刺激して、ぶち切れられた感じ。

「てっきり〈天文館〉も〈果樹園〉と同じくらい攻撃的なのかと思ったよ」

「はっはっは、まさかまさか、だったら私も気安くアプローチしていないですよ。多少のちょっかいは見逃してもらえると思ったから、侵入していたわけで」

「……」

　一度撃たれた方がよかったんじゃないだろうか。問答無用で巻きこまれた側としてはどうにも黒い感情を抱いてしまう。

　ただまぁ予想外の好材料だ。〈天文館〉には言葉が通じる。最低限、こちらの意思を伝える時間くらいは期待できる。

「交渉してみるべき、だろうな」

　ヤヒロとクイナが顔を向けてくる。ボクは二人を順に見返した。

「たとえばだけど、手近な監視陣地に行って〈果樹園〉のボスからメッセージを預かってきたと告げる。〈天文館〉の指導部に取り次ぎを頼むんだ。直接会談を希望すると言って」

　ヤヒロの首が傾かしいだ。

「無理じゃない？　だって同じように正面から行って、クイナは追い返されたんでしょ？　話す内容を変えたからって受うけ容いれてもらえるとは思えないけど」

「抗争相手のボスのメッセージだよ。現場の一存で追い返したりするかな」

「それは〈果樹園〉の人ひと達たちが直接やってきたらの話でしょ。私わたし達たちみたいに無関係の人が行っても説得力ないと思うけど」

「んー」

　まぁ確かに。なんで部外者が〈果樹園〉の使節になっているのか、訝いぶかしむのが先だろう。わざわざ経緯を掘り下げるくらいなら、不審者として追い返す方が早い。そもそも自じ分ぶん達たちは公式にコナユキのメッセージを受け取ったわけではない。それらしく繕うにしても限界がある。

「他の交渉材料を見つけた方がいいってことかな」

　現場の人ひと達たちが食いつき、上に取り次いでくれそうなもの。彼らが探し求めて、未いまだ手に入れられないでいるもの。

　……。

「ん、どうかしましたか」

　ボクの視線に気づいたのかクイナが眉を動かす。続いてヤヒロもまたクイナを見つめる。

「どう思う？」

「いいんじゃないかしら」

「まぁ他に手もないしね」

　え？　とクイナの顔が固まる。彼女は順繰りにボクらを見渡して、頰を引きつらせた。

「え？」




　　＊




「君らを悩ませた侵入者はここに確保した！　引き渡したいので、君らの指導部に取り次いでもらいたい。〈学園〉探索班、乙おと丸まるタイキが〈天文館〉との友ゆう誼ぎを望んでいると」

　土ど囊のうと有刺鉄線のバリケードを前に声を張り上げる。広い交差点の入り口、駅北側を望む幹線道路の真ん中にボクらは立っていた。ここを抜ければ〈天文館〉の本拠地、警察署まで一直線だ。交通の要衝ということもあってか、予想通り大規模な陣地が組まれていた。障害物の奥で複数の人影がボクらをうかがっている。

　まばゆい陽光がアスファルトに陽かげ炎ろうを生んでいた。無人の街路に蟬せみの声が木こ霊だましている。

　戸惑いに満ちた空気の中、ボクはヤヒロに顎あごをしゃくってみせる。彼女は無造作に献上品を差し出した。ぐるぐる巻きに縛られたクイナが路上にへたりこむ。

「引き渡しの条件は設けない。煮るなり焼くなり好きにしてもらえればいい。ボクらも彼女には随分手を焼かされた。君らがどれだけ腹に据えかねたか、よーく理解しているつもりだ」

　クイナの顔は蒼そう白はくだった。刑場に引き出された罪人はこうなるのかと言わんばかりの、絶望的な表情。さすがに心配になって耳打ちする。

「事前に説明しただろう？　芝居だよ芝居。本当に危なくなったらきちんと助けるから」

「そ、その前に撃たれたらどうするんですかぁ。相手が話に乗ってきたら、とりあえず引き渡すんですよね？」

「まぁね」

「あんまりです、私が何をしたっていうんですか。ちょっと不法侵入して、会話を盗み聞きして、たまに食べ物や飲み物を拝借して、どうしようもなくなったら手近なあなた方に助けを求めただけじゃないですか。ここまでされる謂いわれはありませんよ」

「うん、少し考えて喋しやべった方がいいね。なんか本気で引き渡したくなってくるから」

　バリケードの奥で動きがあった。現場指揮官と思おぼしき人影が身を乗り出してくる。縦にかぶった二角帽が浅黒い顔を隠していた。

「話は分かった。その場に彼女を置いて下がれ。安全を見極めてから回収に向かう」

　銃口が複数、ボクらを睨ねめつける。あからさまに用済みと言われている雰囲気だった。献上ご苦労、下がってよし、という感じで。

　ボクは眉尻をもたげた。

「どうも話が通じていないな。ボクは『指導部に取り次いでほしい』と言ったんだよ。現場に引き渡して終わりにするつもりなんかない。苦労してとらえた侵入者を、きちんと成果に変える必要があるんだ。君ら相手じゃ議論にならない」

「馬鹿が。死にたいのか」

　せせら笑いに撃鉄の音が重なった。殺気と緊張が高まる。だけどボクは表情を崩さなかった。

「死ぬのはどっちかな。朝方、南の陣地で君らは正体不明の一群と戦闘して撃退されたはずだ。その相手がこちらの女の子なんだけど、伝わっていないのかな？」

　ざわめきを前にヤヒロが胸を張る。ボクは薄く笑った。

「まぁ無用な戦いはごめんだから、どうしても折り合わなければ引き揚げるけどね。ただその場合、侵入者は君らの対抗勢力に引き渡す。結果的にどんな情報が相手に漏れるかは保証できない」

「待て、ちょっと待て」

　動揺が声に滲にじんだ。現場指揮官が背後に向かって何か叫ぶ。

「今、本部に連絡を取っている。少しそのままでいろ」

　じぃじぃと蟬せみの鳴き声が交差点に満ちる。流れる雲がわずかに陽光を遮った。

　ほどなくしてバリケードの一部が開いた。可動式になっていたのだろう、監視員がつっかえ棒を持って後退していく。

　指揮官が顎をしゃくった。

「そこから入れ。武器には手をかけるな、変な動きをしたらすぐに撃つ」

　おー、とヤヒロが感心したようにうなずく。少しは下げた株を上げられたか。口元を緩めかけたが、まだ安心はできない。

　指揮官を見上げる。

「ボクらの提案を受うけ容いれてもらえたのかな」

「上で判断すると言われただけだ。おまえの望み通りになるかは知らん」

　舌打ちが答えを示していた。ボクは重ねて訊たずねた。

「誰に会わせてもらえるんだい」

「それなりの立場の者には取り次ぐ。俺レベルじゃ『議論にならない』そうだからな」

「不快にさせたのなら謝るよ。個人のプライドより隊の利益を優先した判断に敬意を表する。資質という意味なら、君は立派な指導者だ」

　相手は鼻白んだ様子だったけど、それ以上何も言わなかった。バリケードの間かん隙げきを顎で示す。

「行こう」

　ヤヒロと二人でクイナを挟みこみ、誘導に従う。入り口を抜ける瞬間、少しひやりとしたけれど特にアクシデントはなかった。〈天文館〉の隊員達たちは遠巻きにボクらを監視している。

　バリケードは外側と内側、二層になっていて、その間に資材や足場が置かれていた。狭い空間を進み、もう一度ゲートを抜けると小こ綺ぎ麗れいな町並みが戻ってくる。欅けやき並木に防災スピーカーがくくりつけられていた。資材運搬用の荷車が数台、路肩に駐まっている。更に向こうには迫撃砲と思おぼしき隊列も見えた。

　案内の隊員に先導されて、歩道を進んでいった。検問を抜けて、更に二つほどバリケードを過ぎると左手のビルが途切れた。広い駐車場の奥に城塞のような建物が現れる。入り口に赤のアクセントカラーが見えた。壁にかかっているのは『交通安全』の垂れ幕。

　警察署だった。

　十階建ての警察署が夏空の下に屹きつ立りつしている。

　門衛が銃を構えたまま敬礼してくる。既に話は伝わっていたのか、ボクらは誰すい何かされることもなく中に招かれた。途端、強い冷房の風が全身を包みこむ。額の汗を袖でぬぐい、帽子の奥に風を送りこみながら廊下を進んだ。何回か通路を曲がった末に、磨すりガラスの施された扉を案内役がノックする。

「お連れしました」

　扉が開く。照明の光が顔を照らす。瞬間、ボクは目を瞠みはった。

　二十平米ほどの会議室だった。長テーブルが四つ、ロの字型に配置されている。作り的にはシンプルというか、いっそ殺風景なものだ。ただ人口密度がおかしかった。席に三人、その後ろに十人近くが起立している。

　ラグビーのチームがスクラムを組んで待ち受けている感じだ。ごつい。威圧感が半はん端ぱない。視線の数だけで押し返されそうになる。

　その中でも一ひと際きわ眼光鋭いのが、正面に座っている男性だった。

　そぎ取ったような頰に薄い唇、高い鼻び梁りよう。短い髪をオールバックにして整髪料で固めている。銀縁眼鏡の奥でアイスブルーの目が輝いていた。

「ようこそ」

　男性が冷ややかに告げる。

「〈天文館〉観測長、小こ立だつ野のレンガだ。本遠征隊の指揮を受け持っている」

　！

　意外な展開だった。〈灯台〉の親書では取り次いでさえもらえなかったのに、捕虜を差し出すなりリーダークラスが出てくるとは。クイナの狼ろう藉ぜきが予想以上だったのか？　ひょっとして上から下まで満遍なく恨みを買っていたとか？

　だけどボクらの動揺を気にした風もなくレンガは言葉を続けた。

「〈学園〉探索班の乙おと丸まるタイキ君だったか。ご依頼通り、こうして私自ら誠意を見せに来た。君のいう友ゆう誼ぎが何を意味しているか、どんな目的に基づいているのか、腹を割って話したい。朝方、うちの隊が君きみ達たちに攻撃されたと聞いたが、その経緯も含めて」

　話し合いというよりは事情聴取めいた趣だった。

　なるほど、ボクら──〈学園〉探索班の意図を図りかねているということか。確かに得体の知れない第三勢力が次々現れる状況は不可解だろう。誰が誰の敵なのか、味方なのか。直接探りたくなっても不思議ではない。

　ただ。

「誠意と仰おつしやいましたか。小こ立だつ野の観測長」

　ボクは抑揚のない声で答えた。居並ぶ面々に視線を走らせる。

「実はここに来る前、〈果樹園〉の陣地も訪れました。色々あって先方のトップ、コナユキ班長ともお会いできたのですが、その時、あなた方の話をうかがいましてね」

　ざわめきが起こる。

「端的に言うと、裏切り者の卑劣漢ということです。若干健忘症も患わずらっているのではと仰おつしやっていました。現状では仮に謝罪を持ちかけられても信用できないと」

「なんだと」

　乗り出しかけた幕僚をレンガが制する。カミソリのような目が更に鋭くなった。

「乙おと丸まるタイキ君、君は何をしにきたのかな。我々に喧けん嘩かを売りたいのなら、こうも回りくどい真ま似ねは必要ないと思うが」

「もちろんそんなつもりはありません。いや、なかったと言うべきでしょうか。あなたが誠意なんて言葉を軽々しく使うから一言もの申したくなっただけです」

「軽々しくとは」

「本当に誠意がある人ひと達たちは替え玉なんて使わないでしょう。上官にしても、部下を矢面に出して高みの見物とは洒落しやれこまないはずです」

　衝撃が駆け抜けた。「え!?」とヤヒロが〈天文館〉員達たちを見渡す。

「誰が誰の替え玉なの？」

「こちらの」

　ボクは強こわばるレンガを示した。

「小こ立だつ野の観測長を名乗る人物が、そちらの」

　指先を片隅で立つ人影に向ける。線の細い、色白の少年が息を吞のんだ。

「あなたの替え玉だと思います。違いますか」

「貴様！　何を馬鹿げたことを！」

　幕僚達たちが武器を構える。複数の銃口がボクを睨ねめつけた。今度はレンガも止めない、薄い唇が痙けい攣れん気味に震えた。

「でまかせでも言ってよいことと悪いことがある。私を替え玉扱いしてただですむと思うなよ。無礼は相応の対価で償ってもらう」

「で、ボクらが本当のところ何をしに来たのか分からなくなるわけかな？　繰り返すけど、誠意なんて言葉で煙けむに巻まこうとしたのは君らだ。ボクはただ扱いに応じた態度を取っているに過ぎない。そもそもボクらは君らのリーダーを出せとまでは要求していないんだ。なのにわざわざリーダーを名乗る偽にせ物ものを出してきて、畏かしこまらせようとしているんだから馬鹿馬鹿しくもなる。こういう相手には一体どんな礼を尽くすべきか、考えてるところさ」

「いいだろう、望み通り鉛玉でもてなしてやる」

　レンガの手が上がる。ヤヒロの指が銃把に伸びる。クイナがひっと身体からだを寄せてきた。緊張が弾はじけかけた途端、「そこまで」という声が上がった。

　靴音と固いゴムの音が反響する。

　色白の少年が一歩前に進み出ていた。足が悪いのか、Ｔ字型の杖つえを突いている。レンガが信じられないように振り返る。

「ミツル様！」

「もういいよ、レンガ。だから言っただろう。下手な小細工はするべきじゃないって」

　レンガの肩を押えて席を替わらせる。杖つえをテーブルに預けて一礼した。

「すみません、不快な思いをさせてしまって。〈天文館〉第七観測隊・観測長、二に天てんミツルです。本当は最初からこうしてご挨拶するつもりだったのですが、どうにも皆が心配性で。前に出させてもらえませんでした。重ねて非礼をお詫わびいたします」

　ガラス細工のような少年だった。色素が薄い。ふっと目を離すと、透き通って消えてしまいそうにさえ思える。愁うれいを帯びた顔は殉教者のようで、内面の思索や懊おう悩のうが表出していた。多分あまり身体からだが強くないのだろう、目元にわずかな影がある。

「病み上がりでリリーフを立てていたってことかい」

　ミツルは苦笑を返した。

「いいえ、病弱なのは元からです。どちらかと言えば荒事向きじゃないのを不安視されているようですね。不測の事態が起きた時、あなたとボクの間に何もないのは危険すぎると」

「じゃあ護衛を前に立てて、後ろに座っていればよかったんじゃないのか？　何も替え玉なんて使わなくても」

「そう仰おつしやいますけど、タイキさん。交渉相手のボスが部下の背中に隠れていたら、どう思いますか。あなたがこの部屋に入ってきた時の第一印象として」

「まぁ尊敬はしないね」

「そういうことですよ」

　なるほど、威厳とリスクを天てん秤びんにかけて、替え玉を選んだということか。バレなければ確かによい落としどころではある。

「ボクからも質問、よろしいでしょうか？」

「どうぞ」

「なぜボクが本物のリーダーだと分かったんでしょう？　〈果樹園〉の人々から何か聞いていたんですか」

「いや」

　首を振り、背後の幕僚達たちを見渡す。

「答えは君がさっき言った通りだよ。皆、君のことを気にかけすぎだ。警備の視線が明らかにレンガ氏の方を向いていなかった。ボクらが動く度にビクリビクリと反応している。君への動線を塞ごうとする。目の前の観測長を放っておいてだ。どう考えても変だろう？」

「ああ」

　苦笑いが返ってくる。ミツルは肩をすくめた。

「確かに、仰おつしやる通りですね。馬脚もいいところです」

　頰を搔かいてからミツルは居住まいを正した。背筋を伸ばして「では」と声を大きくする。

「改めて話をうかがいましょう。あなた方がどのような意図で我々に接触してきたか、そちらの不審者を引き渡す見返りに、何を求めているのか」

　ボクは少し考えた末に、ことの発端から話すことにした。

　繁華街に到着してどんな光景を見たか。なぜ〈天文館〉と戦闘になったのか。そのあとどういう経緯で〈果樹園〉本部を訪れたのか。

　説明しながら、ちらりとクイナをうかがう。
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「ちなみに、彼女の目的もボクらと同じだ。ここでの戦闘を止めたい、安全に通り抜けられるようにしたい。不法侵入という手段はともかく、動機自体は真っ当なものだと思う。だからあまり手荒な扱いはしないでほしい。そもそも親書の受け取りを撥はねつけたのは君らの方なんだから」

「そうなんですか？」

　聞いていないとばかりにミツルはレンガを顧みた。レンガは気まずげに視線を逸そらした。

「こんな僻へき地ちに他拠点の者が単身歩き回っているなど不自然極まります。〈果樹園〉の工作と判断して現場で処理しました」

「だとしても報告くらいあってしかるべきだろう。情報が欠けていては以降の判断に狂いが出る」

「ですが、この程度の話で」

「レンガ」

　ミツルは静かに諭した。声にわずかだけど凄すごみが混じる。

「君の仕事はなんだい」

「……副官として、ミツル様が最善の指揮を取れるよう環境を整えることです」

「理解できているならそうしてほしい。君きみ達たちの報告があってこそ、ボクは適切な意思決定ができるんだから」

「申し訳ありません」

　レンガはまだ不服そうだったけれど、ミツルはそれ以上追及しなかった。机の上で両手を組む。

「つまり、あなた方の要求はこうですね。我々に矛を収めてもらいたい。そのために妨げとなっているのは〈天文館〉の不義理なのだから、非を認めて〈果樹園〉に謝罪してほしいと」

「有り体に言えば」

「お話は分かりましたし、当然の要求だと思います。我々も他拠点の活動を妨げるつもりはありませんし、その権利があるとも思っていません。ただし、タイキさんの状況認識には根本的なところで誤りがあります」

「誤り？」

「最初に誠意を踏みにじったのは我々ではなく、〈果樹園〉ということです」

　面めん食くらうボクの前でミツルは声を硬くした。

「確かに、この繁華街に当初布陣していたのは〈果樹園〉です。ボクらはあとからやってきて受うけ容いれてもらった立場です。ただ、そのために我々はかなりの対価を支払いました。持参した食糧や水、観測資材を提供して、彼らが調査中の場所はおろか、調査予定の場所にまで立ち入らない約束をしたんです。実質的には、彼らになんの権利や正当性がないのにもかかわらずです」

　灰色の目がうかがうようにボクらを見渡した。

「ですが、〈果樹園〉相手に、それらの譲歩はなんの意味も持ちませんでした。布陣してしばらくすると彼らは一方的に調査エリアを拡大してきたんです。建物を壊して、道路を掘り起こして、我々が調査中の場所も容赦なく荒らしてきました。当然抗議しましたけれど、彼らは聞く耳を持ちませんでした。どころか、測量用のマーキングを上書きするなど、より一層嫌がらせの度合いを強めてきたんです。そして、忘れもしない三週間前の木曜、決定的な事件が起きました」

　ぎゅっと口元が引きしめられる。

「町外れに向かった採掘隊が〈果樹園〉の兵に襲われたんです。丁度野営中で武器も持っていなかったのでひとたまりもありませんでした。隊の大部分は死傷して、生き残った者も重い後遺症を患わずらいました。それに対する〈果樹園〉のコメントがなんだったか分かりますか？　一言、『被害者面をするな』です」

　怒りの呻うめきが幕僚達たちの間から上がる。よほど腹に据えかねていたのだろう。激情に歪ゆがんだ顔はとても演技には見えなかった。

「さて、タイキさん」とミツルは眦まなじりを鋭くした。

「両者の話を聞いて、どちらに非があると思いますか。あるいはどちらが噓うそを言っていると」

「分からないね」

　ボクは肩をすくめた。

「ただ、君らが自分の行動を恥じていないことは伝わってきた」

「信じるか信じないかは別として？」

「ボクは裁判官じゃないからね。証言・証拠を吟味して判決を下すつもりはない。極論、〈天文館〉が無害通行を保証してくれるなら、いくらでも言われた通りに善悪を判断するつもりだ。それが事実かどうかにかかわらずね」

「正直ですね」

　ミツルは一瞬微笑して、それから表情を引きしめた。

「ただ、あなた方にどう受け取られようと、今話したことが全てです。我々だけが矛を収めてもこの町は安全になりません。そして〈果樹園〉の人ひと達たちが大人しく停戦を受うけ容いれるとも思えません。彼らはもっと事態が穏やかだった時でさえ、我々への敵意を隠さなかったのですから」

「ふむ」

　どうにもよく分からない状況だ。話を聞けば聞くほど、この町の対立関係が入り組んだものに思えてくる。言葉や道理では解決のしようがない、感情・経緯のもつれ。断ち切る要素があるとすれば、それは。

「〈秘宝〉」

　告げた瞬間に空気が固まった。視線が硬度を増して突き刺さってくる。

「それが見つかって、君らの手に入れば、もう戦う必要もないんだろう？　じゃあボクらが協力して〈秘宝〉を探すってのはどうだい。もちろん、捜索のための情報はもらうけど」

「貴様！　何をふざけたことを！」

　想像以上に強い口調はレンガのものだった。掌てのひらがテーブルに叩たたきつけられる。眼鏡の奥の目が吊つり上あがっていた。

「我々がここに来るためにどれだけの犠牲を払ったと思っている。得体の知れない門外漢に首を突っこまれる理由などない。もし我らの〈秘宝〉に一本でも指を触れるつもりなら──」

「レンガ」

　ミツルは静かに制止したけれど、戸惑いは隠しきれなかった。彼は困ったようにボクを見返した。

「仰おつしやりたいことは分かります。が、それは停戦よりよほど難しい話です。〈秘宝〉の探索は我々〈天文館〉の悲願であり、気が遠くなるような準備の果てに始められたものですから。外部の方においそれと関わってもらうわけにはいきません」

「〈果樹園〉も同じなのかな」

「おそらく。最初の交渉の時に何を目的としているか、大分訊たずねられましたから。お互いが探しているものの特徴や、見つけ方についても──」

「ミツル様」

　レンガの眉間に皺しわが寄っている。余計なことを喋しやべりすぎだと目が語っていた。

　ミツルは嘆息した。

「すみません、我々の都合ばかりで恐縮ですが、現状はこんなところです。タイキさんの希望には添えそうにありません。申し訳ないですが」

　食い下がる材料が尽きる。もとより相手の改心に頼るしかない立場だ。理詰めで撥はねのけられれば従うしかない。

　気まずい沈黙に浸っていると、外で遠雷のような音が響いた。一瞬遅れて部屋が揺れる。

「砲撃？」

　ヤヒロとクイナが身を強こわばらせる。だけどミツル達たちの顔に動揺はなかった。

「ただの嫌がらせですよ。弾着観測手段のない遠距離攻撃なんて、そうそう当たるものじゃありません。被害を受ける方が難しいです」

　こともなげに言って背後の壁時計を一いち瞥べつする。

「とはいえ、もう日も暮れますね。ここから非戦闘地域まで引き揚げるのは少し危険です。泊まっていかれますか？　幸い部屋だけはたくさんあります」

　意外な申し出だった。こちらの意図が分かった以上、もう用済み扱いされるものと思っていたが。

　ヤヒロとクイナの顔を見つめる。表情をうかがい、反対の気配がないことを確かめる。

　少し悩んだ末に「そうだね」と答えた。今日はもう十分砲火の下を歩き回っている。安全な場所で寝泊まりできるのなら、断る理由はなかった。

「お言葉に甘えようかな。ああ、念のため確認だけど今のやりとりは降伏勧告じゃないよね？　武装解除されて独房に放りこまれるか気にしてるんだけど」

「食事と寝具と風ふ呂ろつきの部屋を牢ろう獄ごくと呼ぶなら、確かに捕虜扱いかもしれませんね。ちなみに食事はきちんと調理したものをお出ししますよ。今晩は焼き魚と野菜スープの予定です」

「本当ですか！」

　クイナが立ち上がった。ふわふわした巻き毛を揺らして目を輝かせる。

「缶詰以外のお魚なんてもう随分ご無沙汰ですよ！　鮭さけですか、鯖さばですか、実は私、脂ののったサンマの塩焼きが大好物でして！」

「糧食班の在庫次第なんで、何が出るかまではお約束できないですね。希望は伝えておきますが」

　ミツルのアイコンタクトで幕僚達たちが動き出す。手近なメンバーがボクの近くまで来て会え釈しやくした。ヤヒロにも別のメンバーが「案内します」と告げている。

　一瞬、会談を打ち切ってよいか迷う。最後に言っておくことはないか、交渉するべきことはないか、悩みどころだったけれど、

「何、ぐずぐずしているんですか。早く行きましょう！」

　すっかり目がサンマ色になったクイナが急せかしてくる。少し前まで〈果樹園〉のシンパを気取っていたのに現金なことだ。まぁいいか。椅子から立ち上がり幕僚にうなずく。

　クイナが元気よく歩き出した。ボクらを先導するように退出しかけて、むんずとセーラー服の襟首をつかまれる。引き戻された彼女をレンガが冷ややかに見下ろしていた。

「何、当たり前のように出て行こうとしているんだ。おまえは取り調べ続行だ」

「え？　なんで」

「『なんで』じゃない。おまえが我々の陣地に忍びこんでスパイ活動をしていたのは紛れもない事実だろう。どんな情報を得たか、誰に何を報しらせたか、洗いざらい喋しやべってもらう。それまでは食事も睡眠もお預けだ」

「そ、そんなぁ」

　クイナは泣きそうな顔になった。

「ちょっと、タイキさん、なんとか言ってくださいよ。私は別に怪しいものじゃないって。単にこの町の平和を願っているだけだって、きちんと説明してくださいよぅ」

「いやぁ」

　ボクは肩をすくめた。

「動機は真っ当でも手段がおかしいってのは、さっきボクが言った通りだしね。まぁ取り調べに協力すればいいんじゃないかな。手荒なことはしないんだろう？」

　レンガは仏ぶつ頂ちよう面づらで「まぁな」と答えた。ぐっとクイナの襟首を持ち上げて向き直らせる。

「あくまで、こいつの態度次第だが」

「というわけだ。早く終わらせてきなよ。遅くなると折角のご飯も冷めてしまうし」

「焼きたてのサンマがー！」

　悲鳴を断ち切るように扉が閉まる。まだためらいがちなヤヒロにボクは「大丈夫だよ」と告げる。入り口から聞こえる蟬せみの声に耳を澄ませながら、

「そもそもサンマの旬は今じゃない」




　通された部屋は学校の宿直室のような場所だった。

　洋室と和室が連なり小規模なキッチンもある。北側の壁には小ぶりながら窓も設けられていた。殺風景だが掃除が行き届き、空気も澄んでいる。

　案内人は簡単に設備の説明をすると、すぐに退室していった。扉の閉まる音とともに緊張が和らぐ。窓越しに外気の音が大きくなった。ヤヒロは畳の上にごろりと寝転がった。

「あー、疲れたー」

　大の字になって天井を仰ぐ。ややうんざりした様子で半眼になった。

「なんかもう、わけ分かんなくなってきたんだけど。結局私わたし達たちは誰の言うことを信じたらいいの？　コナユキ？　ミツル？　それともみんな揃そろって噓うそをついてるの？」

「あるいは二人とも本当のことを言っているかだね」

　ヤヒロは目をぱちくりさせた。半身を起こして向き直ってくる。

「どういうこと？」

「暴走しているのは現場かもって話だよ。たとえば何かのミスや私し怨えんから前線同士が揉めて、それが上に伝わっていないケース。コナユキやミツルは冷静な対応を指示するけど、当初の経緯が分からないから、どうしても的外れな内容になる。結果として誤解が広がり、取り返しのつかない事態になっている、とかね」

「現場の人ひと達たちが噓うそをついてるってこと？」

「かもしれないし、単に連絡ミスで情報が上がっていないのかもしれない。これだけの大所帯だ。認識違いの一つや二つ、普通に起こりえるだろう」

「何それ。じゃあ結局誰も悪くないって話になっちゃうじゃない」

「うん」

　実際、ミツルとコナユキ、二人とも悪人には見えなかった。配下の要員にしても愚直に任務を果たしている印象だ。レンガやキサラといった副官レベルはやや難物っぽいけど、戦闘狂というレベルではない。つまりどこにでもある人間組織だ。ではなぜ、そんな一般的集団が憎しみをぶつけ合っているのかと言えば、

「『戦場の霧』って言葉があってね」

　記憶を探りながら説明する。

「情報不足やデータの矛盾など、指揮官の判断を狂わせる不確定要素をそう呼ぶんだ。司令部で現場からの報告頼りに作戦を練っていると、実情と想定の間に少なくない誤差が出てくる。それを『霧』って形でたとえたものだね。本当の現場はどうなっているか、今何が起きているのか、モヤがかかっているように分からなくなる」

「訊きけばいいじゃん。直接連絡して」

「現場には敵の情勢も含まれるんだよ。そっちは相手に訊きいても答えてもらえないだろう。だいいち前線は一箇所や二箇所じゃない。数十人・数百人からの報告を精査して、すり合わせる必要があるんだ。簡単にはいかない」

「……」

「それに『情報不足』と分かっていればともかく、そもそも正しい状況と『勘違い』していたらどうなる？　敵小隊発見・装備劣悪・好機到来と聞いて突っこんだら、実は中隊規模の十字砲火が待ち受けていましたとか、目も当てられないだろう」

「どうしたらいいの？」

　投げ出すようにヤヒロが言った。ややオーバーフロー気味なのだろう。結論を求める顔になっている。

「その、なんとかの霧ってのはどうすればなくなるわけ？」

「完全になくすのは不可能だよ。まぁ偵察を密にしたり、連絡の頻度を上げたりが基本的な対策かな。ただそれでも全ての不確定要素は排除しきれない。そもそも山ほどの情報が上がってきたところで、リーダー一人で処理できるのかって問題はあるしね」

　あと、情報だけでは偶発的なアクシデントを防げない。もしこの諍いさかいのきっかけが現場間のトラブルなら、それが再発しないための安全機構セーフテイーも用意する必要があった。

　安全機構セーフテイー。

　互いの意図を見極めて、不要な摩擦を回避する仕組み。

　つまり──

　コンコン。

　ノックの音で思索から引き戻される。案内人か？　何か伝え忘れたことでもあったのか。「どうぞ」と答えると扉が開いた。

「あー、まだお食事始まっていないですね。よかったですー」

　クイナだった。ほっとしたような笑みを浮かべている。目を丸くするボクらの前で、スニーカーを脱ぎ散らかして入室してきた。

「いやぁ、ひどい目に遭いましたよ。一時はどうなることかと思いました。タイキさんも全然助けてくれないし」

「随分早かったね」

　別れてまだ二十分もたっていない。てっきり一時間は拘束されるものと思っていた。クイナは得意げに胸を張った。

「訊きかれたことはもちろん、訊きかれてないことまで喋しやべりましたからねぇ。そもそも私はメッセンジャー任務を受けてから帰隊していませんし、ここで見聞きしたことを誰にも漏らしていないと言ったら呆あつ気けなく解放してもらえましたよ。〈灯台〉本隊の情報も可能な限り提供しましたしね」

「君の機密保持意識はキュウカンチョウ並だね」

　うかつなことを喋しやべれない。サンマ一匹で呆あつ気けなく裏切りそうだ。

「お二人は？　何かお話し中でしたか」

　視線を巡らせながらすぐそばに腰を下ろしてくる。ボクは「ああ、まぁ」とヤヒロをうかがった。

「これからどうしようって悩んでいてね。〈天文館〉も噓うそをついている様子じゃないし、〈果樹園〉に謝らせれば片がつく状況でもなさそうかなと」

「あぁ」

「君は？　どうするんだい。両勢力のトップに〈灯台〉の意思を伝えられたんだから、メッセンジャー任務は終了だろう。本隊に戻るのかい？」

「ううん」

　悩ましげに下唇が突き出された。

「子供の遣いじゃないですからねぇ。さすがに今の状況で帰隊するのはどうも。最低限、次の交渉の糸口くらいつかんでいかないと」

「何かプランでも？」

「そうですねぇ」

　クイナは腕組みしながら首を傾かしげた。

「何か行き違いがあると思うんですよ。きっかけはさておき、お互いの誤解が膨れ上がってトラブルになっているというか。だからまずは腹を割って話せる場を作るべきかなと」

「直接会談」

「はい、両陣営のメンバーが顔を合わせて接する機会ですね」

　それができれば苦労はしない。ただでさえ両者とも不信に満ち満ちているのだ。のこのこ敵の前に顔を出すはずがない。

「具体的な実現策は考えているのかい」

「私わたし達たち〈灯台〉が仲裁して……と言いたいところですけど、どうも受うけ容いれてもらいづらそうですね。先ほど取り調べ中に私わたし達たちの陣容を説明しましたが、鼻で笑われちゃいました。おまえらみたいな木こっ端ぱ戦力はお呼びじゃないって感じで」

「〈果樹園〉〈天文館〉を押えつけるだけの力は持っていないって？」

「そうみたいですね。まぁ彼らの具体的な戦力までは教えてもらえませんでしたけど。個人商店とスーパーマーケットの差くらいはありそうです」

「数十名規模ってことかな」

　ひょっとしたら百人くらいいるかもしれない。戦域の広さを考えれば妥当な見積もりだ。

「なら段階的な軍縮でも提案して」

　議論を続けようとした矢先に、隣で大きな欠伸あくびの音が響いた。ヤヒロが口を開けている。目尻に涙が溜たまっていた。

「ねぇ、この話、まだ続くの？」

「なんだい、飽きたのかい」

「だって、ややこしい話ばかりなんだもの。朝から動き詰めで疲れちゃったし、ご飯まで寝てていい？　何かあったらすぐ起きるから」

「いいけど、布ふ団とんくらい敷きなよ。寝違えるよ」

「大丈夫。私、身体からだ柔らかいから」

　意味不明な理屈とともに目を閉じる。すぐに寝息を漏らし始めたので、ボクは慌てて押し入れに向かった。枕を取り出してヤヒロの頭の下にねじこむ。ついでにタオルケットを身体からだの上にかけてあげた。

「心配性のお母さんみたいですねぇ」

　クイナの揶や揄ゆに渋面で答える。

「好きでやってるわけじゃないよ。彼女は二度寝してあとで文句を言うタイプだからね。折角の食事がマッサージの時間に化けるのを避けたいだけだ」

　嘆息混じりに立ち上がる。ボクは部屋のキーを取り上げるとクイナに向き直った。

「外に出ようか。声を潜めて話すのも疲れる」




「タイキさんとヤヒロさんってどういう関係なんですか？」

　エレベーターホールに着くなり訊たずねられた。「ん？」と振り返るボクにクイナは口元を歪ゆがめてみせた。

「いえね、ちょっと変わった雰囲気だなぁと思うわけですよ。ただのチームメイトというには親密すぎますし恋人というにはドライですから、さて、どのような間柄なのかなと」

「んー」

　壁かべ際ぎわには観葉植物と灯あかりの消えた自販機、その横の棚にペットボトルの水が積まれている。『持ち出し自由』と書いてあったのでお言葉に甘えた。二本取り上げて一本をクイナに渡す。年代物の長椅子に並んで腰かけた。

「どうかな、ボクとしては自然に接しているだけのつもりだけど、彼女もあまりややこしいことは考えていなさそうだし」

「それですよそれ、不自然なまでに自然体といいますか」

　キャップを開けたままクイナがボトルを揺らす。

「普通、同い年の異性が二人きりで行動していたら、何かしら意識しそうなものでしょう。格好をつけたり、照れ隠しをしたり、あるいはあえて距離を置いてみたり、あなた方にはそういうのが一切ないんですよ。まるで長年連れ添った夫婦みたいな、気の置けない感じで」

「所帯じみてるって言っているのかい」

「ははは、そう表現するとネガティブに聞こえますけどねぇ。いや、単純に不思議がっているだけですよ。断絶から目覚めてせいぜい一、二年で人はそんなに絆きずなを深められるものかなって」

「まぁ、それ以前から付き合っているのかもと思う時はあるよ」

　瞠どう目もくするクイナに手を振ってみせる。

「いや、いや確実な話じゃなくてね。たまに妙な夢を見るんだ。ここじゃないどこかでボクとヤヒロが一緒にいる風景。結構非現実的なシチュエーションで、本当に記憶の中の景色か疑わしいけど」

「非現実的、というと」

「殺人現場とかボクが飛び降り自殺しかけている状況とか」

　まじまじと見返された。無理もない。他でもないボク自身、笑い飛ばしたくなる。

「夢だよ夢。ただ混乱した記憶の中にも、少しは真実があるんじゃないかと思うんだ。断絶前にボクと彼女は結構、近い距離にいたのかもってね」

「だから、今のような関係になっていると？」

「まぁね。記憶が蘇よみがえるって時点で、かなり怪しげだけど」

「いえ」

　クイナは水を飲んで、考える目になった。

「ありえる話だとは思いますけどね。実際、私わたし達たちの拠点でもいくつか記憶の回復が報告されていますし」

「そうなのかい？」

「ええ。まぁ断片的なものからエピソードのみの記憶に至るまで、事例はバラバラですけど。ただ一つ共通点がありまして」

　細い目に西日が映りこんだ。

「対象者は必ずと言っていいほど、激しい後悔や自責の念に囚とらわれていたんです」

　どくりと心臓が高鳴った。

　後悔。

　自責。

　日ひの御み子こリンの言葉が蘇よみがえる。ヤヒロの力の源泉を評して、

　──誰かを救おうとして救えなかった、その無念。

「生前の心残り、というわけでもないんでしょうけどねぇ。そういうものがある人ほど昔の記憶をフラッシュバックしたりするんです。凄惨な光景や悲惨な状況ばかりですけど。なんというか、過去を覚えているというよりは過去に囚とらわれている、逃げられないという感じで。まるで幽霊か怨おん霊りようの類いみたいに」

「ぞっとしないね」

　ボクは静かに水をあおった。

「さしずめボクは殺人事件を苦に飛び降り自殺した浮遊霊ってところかな。ちょうど黄たそ昏がれ時だし、一緒にいると君も取り殺されかねないな」

　クイナはにっと頰を歪ゆがめた。

「そんな超自然的な力をお持ちなら、まずは今の八方塞がりな状況をどうにかしてほしいですけどね。まぁ記憶のある者が怨おん霊りようなら記憶のない者はなんだという話もありますし、この分析は穴だらけなんですよ。それに、何より重要なことが一つ」

「なんだい」

「私わたし達たちの拠点では二人揃そろってという事例は皆無なんです。あくまで蘇よみがえるのは個人の記憶。誰かとの関係性ではない」

　榛はしばみ色の目に好奇の光が宿る。

「いや、興味深いですよね。どんな因縁や業があれば、互いの存在を覚えていられるのか、かつての関係性を維持できるのか。下世話ながら掘り下げたくなってきます。愛情か利害関係か、それとももっと深い繫つながりがお二人の間にあったのか」

「さてねぇ」

　何度突っこまれても分からないものは分からない。ヤヒロとボク、およそ正反対の人間をなんとまとめるかと問われても……ああ、

「運命共同体」

「え？」

　言ってしまってから「あれ」と思う。なぜそんなことを言ったのか自分でも分からない。

「いや、ボクらが何かって話さ。ふっと頭に浮かんだけど、少し大げさすぎるな」

「ふぅむ」

　クイナの目がさまよう。

「病める時も健やかなる時もってやつですね。汝なんじ、四し十じ万まヤヒロを愛し、敬い、慈いつくしむことを誓いますか。はい、誓います的な」

「どうして結婚式になってるんだい。しかも勝手に返事してるし」

「いえ、夫婦というのはまさに運命共同体だと言いますしねぇ。やはり当初の長年連れ添ったパートナー説が当たりだったのかなと」

　結局そこに話を持っていくのか。いい加減辟へき易えきとする。

「そういう君はどうなんだ。過去の記憶の一つや二つ、ないのかい。ほら、前にボクと面識があるかもとか言ってただろう」

「んー」

　クイナは唇を尖とがらせた。

「あれはもう少し感覚的なものといいますか、記憶なんて大層なものじゃないです。私、あんまり執着心が強い方じゃないのか、昔のことなんてまったく思い出さないんですよ。クイナって名前も本当に正しいのやらどうやら」

「えぇ……」

「ただ、まぁたまに既視感を覚える時はありますよ。ああ、またこういうことか、とか。似たようなことが前にもあったなぁとか」

「というと？」

　クイナは少し沈黙して、視線を落とした。揺れるペットボトルの水面を見つめる。

「よかれと思ってやったことがなかなか理解されないってありませんか。皆で仲よく幸せになれればと思うのに、個人個人の考えやこだわりが出て、どうにも受うけ容いれてもらえないとか」

　？

「おせっかいをしたら逆ギレされたとか、そういう話かい」

「有り体に言えばそうですね。相手にしてみれば余計なお世話、放ほうっといてくれということかもしれません。ただ、防げたはずのトラブルが目の前で繰り返されると、無力感に襲われるんですよ。どうして人間という生き物は、目先の利益や面メン子ツにとらわれるんだろう。忠告に耳を塞いでしまうんだろうって」

「……」

　白い顔に影が差している。続く言葉はない。やや不穏なものを感じて「クイナ」と呼びかけた。

「それは、つまりどういう」

「あぁ、こんなところに！」

　ホールの入り口にローブの係員が現れている。走ってきたのか、荒い息で肩を揺らしていた。クイナを睨にらみつけて歩み寄ってくる。

「取調中に抜け出して何をしてるんだ！　部屋で待機しているよう言っただろう！」

「え？」

　視線を向けると、クイナは悪いた戯ずらを見つかった子供のように首をすぼめた。

「あ、そうでしたっけ？　てっきりまた後日的な話なのかと思いました」

「どこをどう取れば、そんな理解になるんだ。いいから戻るぞ。副長がお待ちだ」

　首根っこをつかまれて引きずっていかれる。彼女は悪びれた様子もなく手を振ってきた。

「……脱走中だったのか」

　懲りないというか能天気というか、相手の忍耐力の方が心配になってくる。まぁ即座に緊急手配がかからないだけ、まだ大目に見られているのだろうが。

　時計を見る。部屋を出てから十分もたっていない。ヤヒロを起こすのも忍びないし、もう少し散策してみるか。あまり歩き回ると怒られそうだけれど、まぁその時はその時だ。

　ペットボトルをゴミ箱に捨てて歩き出す。階段室に入り、とりあえず上階を目指した。

　七階、八階、九階。代わり映えのしないフロアが続く。思ったより人の姿は少ない。皆、前線に出ているのか、あるいは低層階に留まっているのか、静寂が構内に立ちこめている。

　カッ、カッ、カッ。

　カン。

　結局、誰かに呼び止められることもなく最上階に着いてしまった。

　エレベーターホールを中心にパーティションを取り払った展望フロアだ。広いスペースに円柱が点在している。外周沿いにはベンチが置かれて、窓からの夕ゆう陽ひに赤く照らされていた。

　数少ない壁には『振りこめ詐欺に注意』だの『何かあったらすぐ１１０番』だのという貼り紙が見える。別のポスターには無線機を持った警官の姿があった。そういえば警察署にいるのだったなと、改めて思い返しつつ窓まど際ぎわに立つ。

　茜あかね色いろに染まった町並みが一望できた。不ふ揃ぞろいな建物群が思い思いに影を伸ばしている。十階から眺める光景は、落書きも崩落もなく、ただただ壮観だった。

　駅を取り囲むように高層ビルが立ち並んでいる。建物の間にはペデストリアンデッキが設けられて南北の町を繫つないでいた。駅舎南西に見えるゴチャゴチャした町並みは、コナユキと出会った再開発地区だろうか。その向こうには鬱うつ蒼そうと茂る並木通り。方角的には〈果樹園〉の本拠地があったあたりだ。そして更に遠くの高層建築が途切れる箇所が、ボクらが何度となく行き来した踏ふみ切きりだろう。

　見事な都市だった。一体どれほどの労力と時間の果てに生み出されのだろう。そして最盛期にはどれほどの人が暮らしていたのか。でも、彼ら彼かの女じよ達たちはある日突然消えてしまった。インフラや物資を引き揚げることもなく、煙のように。

　そして代わりに忽こつ然ぜんと現れたものがミサキと、あともう一つ、

「〈秘宝〉か」

　一体なんなのだろう。軽かる海みコナユキも二に天てんミツルも話した限り常識人に思える。多分、双方とも私人の立場で顔を合わせれば、冷静にやりとりできるだろう。なのに〈秘宝〉なんてものが介在した瞬間、親の仇かたきのように憎しみ合っている。そう、〈果樹園〉本部では『農作業に役立つもの』みたいな噂うわさ話ばなしをしていたけれど、果たしてそんなもののためにこれだけの戦闘が起こりえるか？　互いに武器を取って殺し合う材料になるだろうか？

　考えこんでいると、カツリと固い音が背中でした。杖つえを突いた人影がフロアに現れている。

「ミツル観測長」

　少年は「ああ」と虚を突かれたように目を見開いた。

「タイキさん、お一人ですか」

「うん、同行者が寝ちゃったので起こしたくなくてね、暇潰しにブラブラしてたんだ」

「ボクと同じですね」

　思わずまばたきしてしまった。

「暇潰しに来たのかい？」

「ええ、というか観測長の仕事なんてそんなにないんですよ。日々の業務はレンガ達たちがこなしてくれますしね。現場を回るといってもこんな身体からだですから」

　自嘲気味に足を示す。

「やることもないのに終始警備してもらうのも申し訳ないですからね。ここに来る時だけは一人にしてもらっているんです」

　杖つえを突きながら窓辺に歩み寄ってきた。夕ゆう陽ひを全身で受け止めながら目を細める。

「綺き麗れいな町でしょう」

　誰にともないつぶやきが漏れた。

「ボクらの拠点は何もない山の上で、物資の備蓄も乏しかったんです。この世界の星空をつまびらかにするというミッションはありましたけど、それ以前に日々の生活をこなすことで精一杯でした。一昼夜がかりで下山して、わずかな戦利品のために大きな犠牲を支払って、またたく間に収穫物を食い潰して──そんな毎日を繰り返していたから外の町に行けるという話を聞いた時は随分ワクワクしたものです。任務の合間にどんな施設を見て回れるか、商業施設でどういう品物を見つけられるのか。隊内で色々話し合って」

　結果はまぁ、こんな有あり様さまですけど。

　ミツルの頰が歪ゆがむ。疲れた横顔はやや年老いて見えた。終わることのない戦闘が彼の若さを吸い取っているようだった。

「〈秘宝〉ってなんなんだい」

　だめもとの問いに、だけどミツルは呆あつ気けなく「さぁ」と肩をすくめた。

「実はボクらも詳しく知らされていないんです。レンガはもったいつけていましたけどね。人に語れるほどの情報を上は与えてくれませんでした。それがあればボクらの評価が変わる、生活も楽になる、とかスローガンめいたことを言われるばかりで」

「物資や食糧の増産手段みたいなものかな」

「どうでしょう。どのみち選択の余地もありませんでしたし、下手なことを言って遠征隊から外されるのも嫌でしたから、あまり深くは掘り下げてみませんでした。ただ」

　ただ。

「〈秘宝〉を手に入れることで、なくなったものを取り戻せるかもという話は聞きました」

「なくなったもの？」

「過去とか記憶とか」

　さすがに顔色を変えてしまった。〈ミハシラ〉に赴いてボクらが得ようとしているもの、最終的な旅の目的。それがこの町に眠っているということか？　絞り出した声が上ずる。

「それはつまり、歴史書とか古文書の類いってことかな」

「だから分からないんですよ。記憶を取り戻すための薬かもしれませんし、何か催眠術的な治療法をまとめた資料かもしれません。そもそも形があるものかどうかさえ」

「ちょっと、ちょっと待ちなよ」

　さすがに混乱して制止する。

「姿も中身も分からないものを、君らはどうやって探しているんだい？　場所の目印とかがあるのかい？」

「ああ、いえ」

　ミツルはベルトポーチの中身を探った。黒い弁当箱のような物体を取り出す。中央に赤と緑の二色のランプ、その下にスピーカーが取りつけられていた。

「探査装置です。仕組みはよく分かりませんけど、〈秘宝〉が近づくと音と光で報しらせてくれます。だいたい半径十メートルの圏内に入ると稼か働どうするみたいで」

「ほう」

　そんなものがあるのか。素っ気ない外観からは、どうにも実力のほどをうかがいづらいけど。

「これを各探索班に一つずつ持たせています。繁華街の面積がだいたい一キロ平米ですから。十グループでしらみ潰しに探していけば、簡単に見つかるはずなんです。〈果樹園〉の人ひと達たちも同じような探査機を持っていたので、それこそ両者で協力すれば」

「ふむ」

　確かに、半日とかからず見つかるだろう。何週間も争う必要はない。〈秘宝〉がミツルの言う類いのものならなおさらだ。皆、揃そろって記憶を取り戻せばいい。誰も損はしない。

　ミツルは町並みに向けて目を細めた。

「彼らが裏切りさえしなければ、ボクらは調査の成果を分け合うつもりだったんです。実際、最初の何日かは情報をやりとりしていましたし、探査機が反応した時の連絡方法も取り決めていました。一体何が不満だったのか、ボクにはまったく理解できません」

「……」

　しばらく考えてから「ミツル」と呼びかけた。

「軽かる海みコナユキ──〈果樹園〉のボスと面識はあるのかい？」

「少しだけ。当初まだボクらが友好的だった頃に、お互いの副官を交えて」

「あまり深い話はできていない」

「はい」

　記憶を探りながら言葉を紡つむぐ。

「彼女にボクらが会った話はしたよね。で、その時の印象なんだけど君の言う話とは真逆なんだ」

「真逆」

「生真面目で律りち儀ぎで、信義を重んじる人物に見えた。彼女は彼女で君らに裏切られたことに憤いきどおっていた。それが噓うそだとはどうしても思えなくてね」

「……」

「もちろん君の話が噓うそだというつもりもない。だとするとやっぱり何か食い違っているんだ。情報伝達ミスか意図の汲くみ違いか、理由は分からないけれど」

「つまり？」

「コナユキ収穫班長と直接話してみる気はないかい」

　ミツルは表情を固まらせて、それから視線を逸そらした。唇を結んでうつむきがちになる。

「それができれば苦労はしません」

　かすれ声が響いた。

「先ほどの顔合わせを覚えているでしょう。来客を迎えるだけでも、あれだけ物々しい警備体制になるんです。ましてや〈果樹園〉との会合なんて、許してもらえるはずがありません」

「ボスの君が命じてもかい」

「どうしてもと言えば、検討くらいはしてもらえるでしょう。でも仮に実現までこぎつけたとしても、結果は双方大量の警備陣を投入した睨にらみ合あいですよ。一触即発の状況に燃料を注ぐようなものです」

「どこで衝突が起こるか分かったものじゃない、か」

　和解のための会合が、開戦の火種になってはたまらない。そもそもリスクに対する思いは〈果樹園〉側だって同じのはずだ。こちらの思いだけで話を進められるとは思えない。

　では直接顔を合わせずに意思疎通する方法ならどうか、たとえば。

「文通とか」

「はい？」

「誰か使節を立てて手紙をやりとりするんだ。クイナのメッセンジャー業務よろしく、お互いが直筆で書いた内容を封書にして」

「使節が危険すぎますよ。それに機密情報を途中で奪われる恐れがあります」

「じゃあ秘密の掲示板を作るとか。どこかお互いの中間地点に設置して、一日一回書きつけを残していくんだ」

「待ち伏せされるかもしれないですよね。そもそも掲示板の場所自体を、どうやってやりとりするんですか？　秘密の掲示板なんですよね？」

「うん」

　我ながら益体もないことを言っている。ただ、思考の方向性自体は合っている気がした。最初のミツルとの会談以来、ずっと考えていたことだ。偶発的なアクシデントを抑えこむための安全機構セーフテイー。臨界に達しかけた状況を沈静化させる手段。

「ホットライン」

　茜あかね色いろに染まったフロアに色あせたポスターが見えた。無線や電話機を持った警官の姿。『何かあったらすぐ１１０番』

「首脳間の直通回線だ。電話や無線で君とコナユキ班長がやりとりできる環境を作る。お互い顔を合わさないで済むから安全は確保できるだろう。気の済むまで話し合って、誤解が解けたら直接会談に臨めばいい。ローリスクハイリターンだ」

「ちょっと待ってください、タイキさん」

　話についていけないのか、ミツルが説明を遮ってきた。

「ローリスクは分かりますけど、どうやってそんな環境を準備するんですか。我々もこの町のインフラは調べましたけど、電話の交換局なんて動いていませんよ。直通で回線を引こうと思ったら大工事になりますし何より危険です。無線を使うと言っても〈果樹園〉の人ひと達たちが使ってるチャンネルなんて分かりませんし」

　トランシーバーでやりとりするには、周波数帯や秘話コードの設定を合わせる必要がある。傍受を避けるために、それらは厳重に秘されているはずだ。つまり既存のチャンネルを利用することはできない。

　だったら、

「新しく設ければいいじゃないか、ホットライン用の直通チャネルを」

「だからそのための設定情報はどうやってやりとりするんですか？　〈果樹園〉と安全に連絡を取れないというのがそもそもの問題なんですよ。話が堂々巡りしていませんか」

　不服そうなミツルの前でボクは指を立てた。

　相手の不満を受け止めるようにうなずき、口角をもたげてみせる。

「それこそ掲示板を使ってみたらどうかな？」
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『３５１・２０６２５』『４６７××』『14：00、16：00、18：00』

　狭い円形の視界に、ペンキ塗りの文字が浮かぶ。

　真新しい商業施設の壁だ。クリーム色のモザイクタイルが道路沿いに続いている。二階部分にはガス灯を思わせる照明が設しつらえられて、瀟しよう洒しやな雰囲気を醸かもし出だしていた。飾り窓とエントランスの造作は繊細かつ調和のとれたもので、それだけにペンキの汚損が無惨に感じられる。まさか施設が現役だった頃には、こんな仕打ちを受けるとは思ってもみなかっただろう。ファッションビルか高級飲食店かは分からないが、とにかくボクらみたいな子供には近寄りがたいオーラを放っていたはずだ。

　ただ視線を転じれば既に別のペイントが壁を汚している。

　青の星マーク、そしてそれを塗り潰すオレンジの果物マーク。

　ボクはレンズに入る睫まつ毛げをわずらわしく思いながら、ペイントの周囲を確認していった。青空の下、昼下がりの町に動く者はいない。

「しっかし、よく考えますねぇ」

　クイナの声が降ってきた。

「縄張り争いの壁を掲示板代わりに使うなんて」

「まぁね」

　倍率のダイヤルをいじる。壁の下に『ＮＭ→ＫＫ』の文字を認めてうなずいた。

「ただ、冷静に考えてみれば当然の選択肢だろう。何せペイントを放置したが最後、相手の勢力域と認めることになるんだから。あえて宣伝しなくてもこまめに見に来てくれる。掲示板にはうってつけの場所だ」

　ボクは双眼鏡から顔を離した。途端、世界が広がる。遮るもののない空間を風が吹き抜けていった。

　ビルの屋上だ。駅前の複合施設の一つにボクらは上っている。すぐ後ろにはクイナ、柵沿いにヤヒロ、そして二に天てんミツルと護衛達たちが陣取っていた。

「こんなやり方がうまくいくものか」

　不服そうに呻うめいたのは副官のレンガだった。散々反対したのにミツルが出てきてしまったのが不満なのだろう。忌いま々いましげに彼方かなたの落書きを見つめる。

「あの文字列が無線の設定情報だと、現場の要員どもに分かるはずがない」

「まぁ、そうだろうね」

『３５１・２０６２５』は無線の周波数帯（ＭＨｚ）。

『４６７××』は秘話コード。

『14：00～』はボクらがこの回線をオープンする時間。

『ＮＭ→ＫＫ』は『二に天てんミツルから軽かる海みコナユキへ』を意味する署名だ。

　確かに分かりづらい。無線機の仕組みを知らないと読み解けない内容だ。書いたのは〈天文館〉の哨しよう戒かい員だけど、当人もよく理解していなかったのではないだろうか。〈果樹園〉の隙をつき、とにかく指示された内容だけ殴り書いてきた感じで。

「でも、いいんだよ。分からなくて」

「何？」

「現場の立場で考えてみればいい。意味の分かるもの──たとえば挑発や罵倒なら、その場で判断して、場合によっては放置する。でも分からないものは捨て置けない。あとあとの影響や責任を考えると特にね、安全を見て上の指示を仰ぐ」

「……」

「連絡を受けた上官が理解できなければ、更に上に確認する。そこでも分からなければ更に上へ。なんてことを繰り返せば、コナユキ班長か、それに近い人物まで情報がたどりつく。つまりある程度は分かりづらい方がいいんだよ、こういうメッセージっていうのは」

　低い唸うなり声が響いた。レンガは舌打ちせんばかりの表情で続けた。

「だが、そもそも誰も見にくる様子がないぞ。縄張りマークではない時点で無視されてるんじゃないか。わざわざチェックする必要もないという感じで」

「ううん」

　口を挟んだのはヤヒロだ。柵から上体を乗り出して目を凝らしている。

「興きよう味み津しん々しんで見ているっぽいわよ。さっきから周りのビルでピカピカ光ってるし。多分、双眼鏡か何かで観察してるんじゃない？」

「そんなもの見えんぞ」

「え？　あのビル、今も光ったけど分からない？」

　そうやって示したのは彼方かなたの親指大ほどの建物だったので、レンガが目を剝むく。だけど更なる反論より前にミツルが腕時計を見つめた。

「そろそろ一回目の交信時間ですね。回線、開きましょうか」

「うん」

「応答あるでしょうか」

〈天文館〉の通信士が無線機を立ち上げていく。横目でその様子を見ながら、ボクは首をひねった。

「まだメッセージを残して間もないから、向こうの準備が整っていないかもね。ただ、別に返事がなくてもボクらのリスクはない。次の機会を待てばいいだけだ」

「そしてまた何時間もミツル様を待たせるのか？　こんな吹きさらしの場所で、本陣を空けたまま」

「レンガ」

　ミツルは静かに遮った。

「ひょっとしたらこれが争いを終わらせるきっかけになるかもしれないんだ。ちょっとくらいの不都合は我慢しよう。何、長くてもせいぜい半日の話だ」

　通信士からスピーカーマイクを受け取る。時計を横目にタイミングを図った。

　最初の交信時間まで残り三十秒、二十秒、十秒。

　カチリとスイッチを入れる。

「〈天文館〉観測長、二に天てんミツルです」

　声が電波に乗る。遮るもののない空に拡散していく。

「聞こえますか。こちらは対話を望んでいます。どうか応答してください」

　返事はない。沈黙が場を満たす。一拍、二拍、三拍。皆の緊張が徐々に緩んでいく。

（そんな簡単にはいかないか）

　肩を落とす。肺の中の空気を吐き出しかけた時だった。

『〈果樹園〉収穫班長、軽かる海みコナユキです』

　全員弾はじかれたように無線機を見る。想像以上にクリアな音声が響いた。

『メッセージを受け取りました。先ほどの呼びかけも聞こえています。ミツル観測長、「対話」と仰おつしやいましたか』

「はい」

『率直に言って、今更何を話すことがあるのか訝いぶかしんでいます。対話とは口実で電波の逆探知を狙っているのでは、首脳部の足止め目的ではという懸け念ねんも内部からは出ました。先に言っておきますが、それを悠長に待っているほど、我々もお人ひと好よしではありません。無意味な引き延ばしが認められた瞬間、通信は打ち切ります。それをお忘れなきよう』

「分かってます」

　ミツルは喘あえぐような吐息を漏らした。拳を握りしめて声を強くする。

「コナユキ収穫班長。我々の間にたくさんの問題があることは分かっています。ただ、それでも報復が報復を呼び、停戦の道筋さえ見失っている現状がまともとは思えません。ボクがお話ししたいことは一つです。あなた方と再度協力するにはどうしたらいいか」

　なんとも言えない静寂が訪れた。息詰まるような空気の中、再び流れ出た声は冷え切っていた。

『よくそんなことが言えますね』

　押し殺した息遣い。

『今まであなた方がどれだけの信頼を裏切ってきたか、我々の誠意を蔑ないがしろにしてきたか、理解しての言葉ですか。話し合いでルールを作る度に、一方的に反ほ故ごにしてきたのはそちらでしょう。私は犠牲になった同胞のことを決して忘れません。あなた方に受けた大小無数の裏切りのことも』

「それはこちらの台詞せりふだ！」

　怒声を上げたのはレンガだった。憎々しげにマイクを睨にらむ。

「事前の取り決めを蔑ないがしろにしたのは〈果樹園〉側だろう。謂いわれのない言いがかりで、我々の善意を踏みにじってきたのも！　自じ分ぶん達たちの悪行を脇に置いてミツル様を非難するなど、恥知らずにもほどがある！」

　ミツルは手を上げて罵声を制した。押し黙るスピーカーに語りかける。

「すみません。ただ、あなた方にはあなた方の道理があるように、ボクらにはボクらの道理があるんです。双方が正義を主張していてはどこまで行っても折り合えません。だからこそ話し合いたいんです。一体どうすればボクらの間の溝は埋まるのか」

『簡単です。即刻占領地を放棄して、この町から出て行ってください。全てを元に戻せば我々もゼロベースでお話ししましょう』

　ざわりと〈天文館〉員達たちが色めき立つ。不穏な空気の中で、だけどミツルはただ一人表情を崩さなかった。

「分かりました、そうしましょう」

　!?

「ただし、あなた方もボクらの被害を元に戻すことが条件です。死者を蘇よみがえらせて、怪け我が人にんを治し、失った物資や弾薬を復活させてください。もちろんボクらも同じようにします」

『ふざけないでください』

「ふざけてません。全てをゼロに戻すとはそういうことです。もし馬鹿げていると感じるなら、それはあなたの要求がおかしいんです。平和を望むようなことを言いながら、一方で実現不可能な話をしてくる。実は現状を変えるつもりなどない、今のまま戦闘を続けたがっている、そう思われても不思議じゃありませんよ」

『……』

「コナユキ収穫班長」

　ミツルの声が強さを増す。

「お願いです。正直なところを答えてください。あなたは現状を変えたいんですか。変えたくないんですか？」

　しんと場が静まる。風の音がコンクリートに吸いこまれる。

　重苦しい雰囲気の中、やがて響いてきた声には苛いら立だちが含まれていた。

『……変えたいに決まっているでしょう』

　絞り出すような口調。

『ですが具体的にどうしろと言うんですか？　あなたが先ほど仰おつしやったように、我々にはお互い譲ることのできない道理がある。ここまでもつれ合い絡からみ合あった状況を、あなたならどう解きほぐすんですか？　ゼロに戻せないということは、我々の行き違いも永久に消滅しないのでしょう？』

「ええ」

　ミツルは呆あつ気けなくうなずいた。

「恨みもつらみも消えません。裏切られた記憶もなくなりません。ただ──」

　ただ。

「上書くことはできます」

　さぁっと風が吹き抜けた。

「失った以上の信頼を、ボクとあなたで築き上げるんです。今日から時間をかけて、この回線を使って」

『あなた個人の信用で〈天文館〉への不信を上回るというんですか？』

　コナユキの声には面食らったような響きがあった。

『人一人の言葉で今までの遺恨を押し流せると、本気で思っているんですか』

「思っています。というかボクらだからこそ、過去は脇に置いて新しい関係を築けると思うんです」

『なぜ』

「簡単です。ボクもあなたも指導者として、これ以上の犠牲を出したくないから、一人の死傷者も生みたくないからです。どれだけ立場や価値観が違っても、この一点だけは同意できる。相手の気持ちを信じられる。違いますか」

『……』

「コナユキ班長、どうか虚心に考えてみてください。今ボクらにできることは何か、リーダーとして果たせる役割は何か」

　十秒、二十秒、三十秒。なんとも言えない沈黙が満ちる。ひょっとして通話を打ち切られてしまったのか、席を蹴られてしまったのか。心配になった頃、コナユキの声が戻ってきた。

『私を信頼させるのは並大抵のことじゃないですよ』

「ええ……」

『少なくとも疑問に思っていることは全て訊きかせてもらいます』

　わずかに変わった口調にミツルは顔を上げた。「というと」

『もう一度だけ我々は〈天文館〉と向き合ってみます。まずはこの回線であなたと話すことで。次のステップに進めるかはその内容次第。構いませんね』

「もちろんです」

　声を上ずらせてからミツルは咳せき払ばらいした。懸命にしかつめらしい顔を作る。

「ボクも正直に思っていることを話させてもらいます。ものによってはあなたを怒らせるかもしれませんが、噓うそをつくつもりだけはありません。裏表のない発言の積み重ねが信用に繫つながると信じていますから」

『随分と騒々しい回線になりそうですね。防音室に無線機を運んでもらった方がいいかもしれません』

　初めて聞いたコナユキの軽口に、一瞬遅れて笑い声が続いた。クイナがほっとしたように胸をなで下ろしている。〈天文館〉の隊員達たちも安あん堵どした様子になっていた。

　ミツルは感慨深げにボクを見てからスピーカーに向き直った。マイクを取り上げて、息を吸いこむ。

「では、話し合いを始めましょう」
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　停戦協定を結ぼうという話になったのはそれから三日後のことだった。

　交わした無線は全部で十二回、事前事後の調整・確認を含めれば三十回超。コナユキは『騒々しくなりそう』と言ったけれど、そんなレベルではない激論が当初から巻き起こった。最初に定めたルール、勢力圏の認識、それらへの違反・不意打ち行為について、二人は一歩も引かずにやり合った。誠意だけでは交渉は成り立たないと言うけれど、真面目に決裂するかもと疑うくらいの勢いだった。

　ただ、はらはらしながら回を重ねるうちに互いの舌ぜつ鋒ぽうは柔らかくなっていった。明らかな過あやまちは謝罪し、原因不明のトラブルは脇に置くというやりとりが目立ち始めた。最後の数回になると過去の議論よりも近況報告が多いほどだった。

　会話の穏やかさに比例するように戦闘の数も減り、町から銃声が消えていった。硝煙の匂いは薄まり、マーキングの塗り潰しもなくなっていく。

　そして今日、とうとう待ち望んでいた連絡が来た。

「コナユキ班長から合意の連絡がありました。明日、十二時から対面で停戦協定を結びたいとのことです」

　警察署の会議室でミツルが発表した。居並ぶ幕僚達たちがどよめく。『ついに』と『まさか』という反応がない交ぜになっていた。

「場所は双方の中間地点のどこか。必要最低限のメンバーで調印しようという話になっています。協定案の内容も〈灯台〉──陽ひ羽ば里りさんの協力を得て満足できるものになりました」

　クイナが得意げに胸を張る。いつの間にそんなことをと思ったけれど、もともと停戦を仲介しようとしていた彼女だ。雛ひな形がたとなる書類を持っていたのかもしれない。

「〈秘宝〉はどうなるんですか」

　幕僚の一人が不安そうに質問した。

「停戦後に、どちらかが宝の在あり処かを見つけたら」

「基本的には二等分にするつもりです。分けられないものなら、ここに置いたまま両者で調査・使用することにします。それでも『〈秘宝〉を見つける』という任務は果たせますから、我々は堂々と〈天文館〉に帰還できます」

「なるほど」

　ほっとしたような顔にうなずいてみせて、ミツルはボクに向き直ってきた。

「それでタイキさんにはお願いがあります」

「ん？」

「停戦協定に〈学園〉代表として立ち会っていただきたいんです」

　思わずまばたきしてしまった。まじまじとミツルを見つめる。

「ボクらが出てもいいのかい」

「はい」とミツルはうなずいた。

「コナユキ班長も同意済みです。あなた方と一緒にいることを告げたら、是非顔を合わせて謝罪したいと。我々の都合で旅路を妨げて申し訳なかったと」

「別にいいんだけどな、普通に通れるようにさえなってもらえれば」

「そう言わないでください。タイキさんの出したアイディアがなければ、今日という日は来なかったんですから」

　仰々しいのは苦手なんだけど。ましてや衆人環視の中で謝罪されるとか、考えるだに気まずい。

　渋面を作っているとクイナが胸の前で手を組んだ。

「いいですねぇ。〈果樹園〉〈天文館〉〈灯台〉〈学園〉、偶然から出会った四つの遠征隊が平和を祝い合う。さぞかし素晴らしい祝宴が準備されているものと！」

「え？　そうなの？」

　唐突にヤヒロが目を輝かせる。

「お菓子が出るなら行ってもいいかも」

「スイーツバイキングが待ってますよ、きっと！」

「行く、絶対に行く！」

「君きみ達たちねぇ」

　呆あきれ気味なつぶやきの横で、ミツルは苦笑していた。

「残念ですが今回はあくまで事務的な会合です。祝宴はまた日を改めてということで。で、どうでしょう？　タイキさん、まずは戦闘の終了をその目で見極めてもらうというのは」

「まぁ」

　頑かたくなに断る話でもない。確かに停戦がきちんと行われたか確かめることには意義がある。こくりとうなずくとミツルは相好を崩した。

「それでは具体的な会談場所や、ボクらの陣容を決めていきましょう。ボクとタイキさん、クイナさんは必須として」

「お待ちください」

　低い声とともに手が上がる。レンガだ。細い眉がぎゅっと寄せられていた。

「直接会談は、やはり時期尚早ではないですか」

　視線が集まる。だけどレンガは怯ひるまなかった。

「我々が何回、彼らに裏切られたとお思いですか。たかだか数日、無線で話しただけで不安が払ふつ拭しよくされたとは思えません。連中のことです。会合場所に兵を伏せて不意打ちしてくる気かも」

　ミツルは溜ため息いきを漏らした。

「それは多分、向こうも同じことを思ってるよ。だからってボクらが対話の窓口を閉ざしたらどうなる？　また不信の連鎖が始まるだけだ」

「だとしても用心を怠るべきではありません。ミツル様は唯一無二の存在なのですから、前に出るにしても十分に安全を確保してからでないと」

「どうしろと？」

　レンガの背筋が伸びた。

「今回の会談は私が対応します。もしそこで彼らに敵意がないと分かれば、改めてミツル様との顔合わせを調整しましょう」

「だめだ」

　ミツルは語気を強めた。

「コナユキ班長はボクとのやりとりを評価して、会談に応じてくれたんだ。なのにいざ対面となった瞬間、代理を立てるとか、馬鹿にしていると思われても仕方がない」

「しかし」

「しかしも何もない、この話は終わりだ。会談にはボクが出る。それは譲れない」

　レンガは不満そうに沈黙していたけれど、ややあって唇を結んだ。

「分かりました。では警備の方法だけはこちらで検討させてください。どのみち〈果樹園〉側と人数や武装の量を揃そろえなければいけませんし、彼らと話した上で護衛の構成を決めます」

「先にボクらの最低人数を出してくれ。不要な兵力は極力省いた形でだ」

　真っ向から視線をぶつけ合う。

　少ししてボクらが戸惑っていることに気づいたのだろう、ミツルは申し訳なさそうに頭を下げてきた。

「すみません。少し内部で議論を詰めます。タイキさん達たちは外に出ていてもらえますか。また詳しい話が決まったらお呼びします」

「分かった」

　ヤヒロとクイナに目配せして部屋から出る。後ろ手に扉を閉めると我知らず吐息が漏れた。

「仲悪いのかしら？　あの二人」

　心中を読み取ったようにヤヒロが言う。彼女は頭の後ろで手を組みながら鼻の息を抜いた。

「なんかいつも言い争っている気がする」

「どうかな。別に不仲ってわけじゃないと思うけど」

　ヤヒロの視線を感じながら言葉を続ける。

「ただ、お互い立場ってものがあるから、あらゆる事態を考えないといけないんだろうね。副官として、リーダーとして、言うべきことは言っておかなきゃと」

「うーん」とヤヒロは唸うなった。

「面倒臭いのね、偉い人ひと達たちって」

「まぁボクと君だけで旅しているよりは、考えることも増えるだろうさ、そりゃ」

　百人も従えていれば。

　自分の判断ミスで多くの人間が危険にさらされると考えれば。

（リスクとリターンの案配を悩みたくもなるか）

　とはいえ、やや危ういものも感じる。ミツルもレンガもかなり芯が強い、悪く言えば頑固な性格だ。互いの意見をぶつけ合ううちに、必要以上にエスカレートしていかないだろうか。たとえばミツルが護衛なしで出かけてしまうとか、レンガが無断で兵を伏せておくとか。

「タイキ？」

「うん？」

「いや、難しい顔をしてたから」

「なんでもないよ」

　のぞきこむヤヒロに手を振ってみせる。そう、実際特に問題はない。誰も悪意を持って動いていないのだから。右往左往しつつも、結局はよい結果に繫つながるはずだ。下手に第三者が嘴くちばしを突っこんだ方がややこしくもなる。

（どっしり構えて待つか）

「今日の食事は何かな」

　努めて何気なくつぶやくとクイナが「サンマ！」と手を上げた。

「もうここにいる時間も残り少ないですから、今日こそ脂ののったサンマの塩焼きを希望します！　今回ばかりは絶対に譲れません！」

「あ、私、さっき肉料理がいいって糧食班の人に言っちゃったけど」

「なんですとー!?」

　頓狂な悲鳴をＢＧＭに来た道を振り返る。会議室の扉は固く閉じ合わされていた。
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　不安は半ば杞き憂ゆう、半ば現実化した。

　杞き憂ゆうというのは、滞りなく会談が催されることになったからだ。予定通り昼の十二時、両勢力の中間地点にある児童公園にて、ミツルとコナユキが直接協定を結ぶことになった。

　問題はその会談実施にあたって、えらく複雑な手続きが設定されたことだ。多分、副官同士で決めたのだろう。不測の事態を防ぐべく、互いの首脳を守るべく、面倒極まりない段取りが組まれた。

　まず第一に、会談用のテントを両隊共同で設営する。この時、テントの中には武器やトラップの類いが仕こまれていないことを両者で確認する。しかる後に設営隊は撤収、テントから十メートルの距離まで離れて、誰も近づかないように監視する。テントは〈果樹園〉側、〈天文館〉側双方に入り口を持っており、反対側からは出入りの様子が分からない。そして、まずは軽かる海みコナユキが随員三名を伴ってテントに入る。安全だと分かったら〈天文館〉側の入り口に入室済みの札をかける。これを見てミツルとボクらが一分以内にテントに入る。もし遅れた場合はコナユキ達たちは異常発生と見てテントを出る。

　互いの騙だまし討ちを極力避けるための方法、手段。外から会談の様子が分からないようにするのも狙撃の類いを防ぐためだろう。理屈は分かる、分かるけれど複雑すぎてこんがらがってくる。実際、両隊の隊員達たちも眉を寄せて、段取りを確認し合っていた。

　ヤヒロがぐっと伸び上がる。

「あれ、〈果樹園〉の副官の人だっけ？」

　集団の中に一ひと際きわ、ピリピリした少女がいる。アシンメトリーのショートカット、名前はなんといったか。そう、キサラだ。同じくらいしかつめ顔のレンガと向き合って、剣けん吞のんな視線を戦わせている。

「向こうは向こうであんまり面白くなさそうですねー。ミツルさんとレンガさんみたいなやりとりがコナユキさんとあったんですかねぇ」

　興味深そうなクイナに「うん」とうなずいてみせる。

「相手を信じきれなくて、用心に用心を重ねた結果がこの有あり様さまってことかな。会談の趣旨とは大分違うけど」

「まぁ重火器で睨にらみ合あいにならなかっただけマシじゃないでしょうか。設営する人数もかなり絞られましたし」

「確かにね」

　双方合わせて二十名といったところだ。設営メンバーが三人ずつ、会談の随員が三人ずつ、それに副官クラスとリーダー＆ボクら。多いと言えば多いが、公園を埋め尽くすほどではない。

　ぐるりと視線を巡らす。欅けやき並木が敷しき地ち外周を取り囲んでいた。真新しい遊具と東あずま屋やが陽光を照り返している。そばには鉄道の高架が走り、古びた団地を脇に従えていた。

　景色だけは牧歌的だ。新たな協力関係の幕開けに相応ふさわしい。

「んー」

　ヤヒロの唇が尖とがった。

「みんな、横一列に並んで握手して終わりじゃだめなの？　それか全員で肩を組んで鬨ときの声こえを上げるとか」

「野球やラグビーの試合じゃないんだから」

「でも一瞬で終わるわ。ややこしいこと考える必要ないわよ」

「トラブル回避の余裕までなくなっちゃうだろう」

　マージンを削りすぎってやつだ。レンガ達たちは慎重すぎるとして、ヤヒロは逆に大ざっぱすぎる。

「まぁもう少しだけ我慢しなよ。今日で足止めも終わりだ」

「ううん」

　まだ何か気に入らないように口元を歪ゆがめている。折角の機会なのに。もう少し景気のよい顔をしてほしい。せめてしかめっ面つらはやめなよと言いかけた時だった。

「タイキさん」

　小柄な人影に呼びかけられた。フードの奥に白い顔が見える。ミツルだ。背後に屈強な護衛を二人、従えている。〈果樹園〉からは死角になる陣幕の陰で手招きしていた。

「どうしたんだい」

「すみません、少し相談がありまして」

「なんだい」

「会談の出席者の件なんですけど」

　事前の話だと〈学園〉代表のボク、〈灯台〉代表のクイナ、それに〈天文館〉護衛の計三名が随員となっていたはずだ。ひょっとしてレンガが護衛を増やしたい（＝ボクらと交替させたい）とでも言ってきたのか。まぁそれならそれで別に構わないと思ったけど、

「ボクらの護衛要員をヤヒロさんに変更したいんです」

「え？」

　ミツルは物もの憂うげに設営隊の方を見た。

「見ての通り、現場同士の雰囲気がよくなくて、不測の事態を避けるためにも、ボクとタイキさん達たちだけで調停に臨みたいんです。コナユキ班長にも、なるべく我々と戦っていない随員を選んでもらっています」

「いいけど、レンガはＯＫしたのかい」

「あとで話し合っておきます。まずはタイキさん達たちに了解を取っておこうと思って」

　肩越しにヤヒロを振り返る。彼女は「別にいいわよ」と肩をすくめた。

「私もタイキを一人にするのは嫌だし」

「おお、コナユキ班長に嫉妬ですかね」

「そういうんじゃないだろう、クイナ。警護上の話だ」

　ミツルはほっとしたように肩の力を抜いた。

「助かります。では、もう少しお待ちください」

　隊員とともに歩み去る。入れ替わりでテントの設営開始を告げるサイレンが鳴った。待機していた要員が公園の中央に走っていく。どうにも慌ただしい。始まる前からこれじゃ先が思いやられる。

　ただゴタゴタしていたのはそこまでで、いざ準備が始まるとスムーズにことは進んでいった。魔法のようにテントが出現して隊旗がかかげられる。入り口脇に掛け札が設置されて、不在を示す青色の面に裏返された。

　段取りが終わる度にサイレンが鳴る。やがて人の行き交いがなくなり、無人のテントだけが残された。

　しんと静寂が公園を満たした。両勢力の隊員が横一列になる。テントを挟んで向かい合い、その時を待った。

（まずはコナユキが入るんだよな）

　こちらからは見えない入り口を使って随員三人とテントに入る。内部に異常がないことを確かめて、〈天文館〉側の掛け札を「入室済み」の赤に変える。それを見たボクらは一分以内にテントに赴かなければならない。

　緊張する。札の変化を見逃したら大変だ。会談の主役はボクらじゃないけれど、にしたって目は離せない。

　いつの間にかミツルもそばに来て、じっと札を見つめていた。薄い唇がきつく引き結ばれている。

　一分、二分、三分。

「遅いな」

　随分時間がかかっている。実はまだコナユキは到着していなかったのだろうか。あるいはテントの内部を念入りにチェック中なのか。どちらにしても限度がある。

「状況を確認した方がいいんじゃないか」

　耐えかねてミツルをうかがう。だけど一瞬、目を離した隙にクイナが「あ！」と声を上げた。

「変わりましたよ」

　見れば先ほどまで青色だった札が裏返っていた。鮮やかな赤が左右に揺れている。

「行きましょう」

　足早にミツルが歩き出す。慌ててボクらはそのあとを追った。腕時計の秒針の音に急せかされるようにテントへとたどりついた。

「失礼します」

　律りち儀ぎに声がけしてミツルが入り口の布をめくった。中は暗い。仕切り自体が二重構造になっているのか、奥の布に手をかける。

　淡いオレンジ色の光がボクらを出迎えた。中央にテーブルが鎮座し、それを挟みこむように椅子が二脚置かれている。灯あかりは左右の壁にかかったライトから放たれていた。光源が二つあるせいで、テーブルや椅子の影が対称形になっている。

　向こう側の椅子にはコナユキらしき人物が座っている。だけど少し様子がおかしかった。随員の姿がない。彼女一人だけだ。両手を組んでじっとうつむいている。

「コナユキ収穫班長？」

　ミツルが訝いぶかしげに問いかける。テーブルに近づき、腰を折るようにしてのぞきこんだ。

　とん、と身体からだが天板に触れた。金属製の足が軋きしみ声を上げて、震動が伝搬する。

　瞬間、コナユキの上体が揺れた。重りの場所が変わったかのようにぐにゃりと傾く。「え」とミツルがつぶやく間もなく、コナユキは倒れた。大きく見開かれた目の上に黒い銃創が空いている。

「は？」

　音が消えた。足の裏から地面の感覚がなくなる。固まりかけた肺の中の空気を、ボクは無理矢理吐き出した。

「罠わなだ！　皆、逃げろ！」

　叫び声は多分一瞬遅かった。バァンと破裂音が響く。近い。何者かがテントの近くで銃を撃ったのだ。誰にも弾は当たっていない。だけど、その音がどういう結果を呼びこむかは明白だった。

　足音と怒声が近づいてくる。引きちぎるように入り口の布が開き、アシンメトリーの少女が顔を出した。

「貴様ら、今の音は一体！」

　睨にらみつけるような視線が死体をとらえるまでに長くはかからなかった。小作りな顔が歪いびつに引きつる。

「コナユキ様！」

「ヤヒロ、援護して！　脱出する！」

　ミツルの首根っこをつかむ。杖つえごと引きずるようにして後退した。遅れて背後の入り口が開く。乗りこんできた〈天文館〉のメンバーが惨状に目を剝むいた。

「逃がすな！　撃て！　殺せ！　〈天文館〉が裏切った！」

　キサラの声は悲鳴のようだった。撃鉄の音が響く。ヤヒロは舌打ちすると護身用のナイフを一いつ閃せんした。

　テントの支柱が切断される。降りかかってきた天井が彼我の視界を遮った。

「今のうちに！」

　まだ目を白黒させている〈天文館〉メンバーの間に飛びこむ。そのまま外扉の布も押しのけて陽光の下に出た。間一髪、背後で銃声が響き、突っ立ったままの〈天文館〉メンバーを打ち倒した。

　外の景色は当たり前だけど、先ほどとまったく変わっていない。だけど立ちこめる空気は最悪だった。悪意と憎ぞう悪おが渦巻いている。誰もが武器を取り、敵を倒そうとしていた。

「だめです」

　強い力で袖をつかまれた。ミツルが蒼そう白はくになって首を振っている。

「ちゃんと説明しないと、ここで逃げたら何もかも取り返しのつかないことに」

「君が死んだらもっと取り返しのつかないことになるよ。誰も事態を収拾できる者がいなくなる」

　ミツルを引きずったまま足を速める。駆け寄ってきた護衛がミツルを陣幕の内側に引っ張りこんだ。

「ここは我々が抑えます！　ミツル様は早く本部に」

「でも」

「早くしないと包囲されます！　連中の兵がこちらに向かっていると、前線からの報告が」

「レンガ様が！」

　悲鳴のような声に振り向く。テントの近くに〈天文館〉の制服が転がっていた。首が奇妙な方向にねじ曲がり、その横には眼鏡が転がっている。銀のフレームが歪ゆがみ、左のレンズが粉々に砕けていた。

「レンガ……」

　呆ぼう然ぜんとするミツルの横で護衛達たちが顔を引きつらせた。

「くそったれ、よくも副官を」

「悪逆非道の〈果樹園〉どもめ」

「ぶち殺せ、一人たりとも生きて返すな」

　散発的に響き出した銃声は、すぐに豪雨のような連続音と化した。頭を上げていられない。陣幕がそこかしこで破れて踊り狂う。

　怒声と悲鳴が混じり合って響き合った。こちらでもあちらでも血しぶきが上がり、人が倒れていく。ボクらがその一員にならないのは、単純に護衛の人ひと達たちが壁を作ってくれていたからだ。だけどそれもいつまでもつかは分からない。まだ蒼そう白はくなクイナとヤヒロを引き寄せて「本部に行こう」と告げる。

「ミツルを守って警察署まで戻る。あとのことはそれから考えよう」

　無言のうなずきが返ってきた。ミツルは無反応だったけれど、構っていられない。護衛が二人合流してきたので介助を任せる。撤退開始。公園の出口で振り向くと、平和の象徴だったテントは無む惨ざんに倒壊していた。布がよれて〈果樹園〉側の入り口も見えてしまっている。地面にしなだれかかった入り口には〈天文館〉側と同じく赤いプレートが乗っていた。

（……あれ？）

「タイキ！　止まらないで！」

　飛んできた銃弾をヤヒロのナイフが逸そらす。跳弾が木肌を削り枝葉をざわめかせた。肩をつかまれて公園の外に引っ張り出される。戦場と化した協定会場からボクらは必死で遠ざかっていった。

「〈天文館〉の外道どもが！」

　キサラの呪じゆ詛そめいた声が背中に降りかかってきた。
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　包囲の輪は予想以上に早く閉じていった。

　角を曲がり、通りを抜ける度に、ガスマスクの隊員を見かける。ブーツの音と銃声に追い立てられる。リーダーを失った彼らは、完全に安全装置を失っていた。動くものと見れば見境なく銃口を向けて弾を浴びせかけてくる。野の良ら犬いぬを撃ち殺しても、一顧だにせず次の目標へと向かっていった。

　なんとか突破しようと思ったけれど、足の悪いミツルとでは思うに任せなかった。じわじわと進路を塞がれて選択肢を減らしていく。二人の護衛のうち、一人が撃うたれるに至って、ボクらは前進を諦めた。

　一旦鉄道の高架下に待避して、プレハブ倉庫に駆けこむ。暗いスペースに荷物を投げ出して座りこんだ。一瞬遅れて鼓動の高鳴りが感じられる。ヤヒロ以外の全員が息を切らして、肩を揺らしていた。

　ヤヒロは撃たれた護衛を腕の中に抱えていた。応急で止血したハンカチが真っ赤に染まっている。投げ出された手に力は入っていなかった。

「どうだい」

「だめ。もう息していない」

「そうか」

　遠くから銃声が聞こえてくる。たまに砲撃の音も響き始めていた。わずかな雪解けの時は去り、戦争の季節が還かえってきている。もう誰も和解なんて夢を抱かないだろう。この町に残っているのはただ純粋な敵意と復ふく讐しゆう心だけだ。

「なんで、どうしてこんなことに」

　ミツルがかすれ声でつぶやく。もともと白い肌は蒼そう白はくになり、魂が抜け落ちてしまったようだった。

「意味が分からない。一体なぜ、どうして」

「とにかく日が落ちるまでここで待機しましょう」

　残された護衛が語気を強める。リーダーの正気を繫つなぎ止とめるように取りすがった。

「夜になれば連中の索敵も鈍くなるはずです。暗闇に紛れて本部に向かえば」

「だめだ」

　護衛は目を剝むいた。噴出する怒気をボクは無表情に受け止めた。

「暗くなったら味方からもこちらを見つけづらくなる。結果的に同士討ちの危険性が高まる。昼より状況はなお悪くなる」

「じゃあどうするんだ。ここでずっと息を潜めていろと？」

「いや」

　脳内で現在位置と本部の場所をプロットする。先ほど目にした〈果樹園〉の部隊配置や進路と照合しながら、

「誰かが警察署まで行って救援を呼ぶのはどうかな。ミツルを気遣わなければ、包囲の隙もつきやすいだろう。無線を使えたら手っ取り早いけど、この状態だと傍受の危険は万が一でも避けたいし」

「ミツル様をここに残していくと？」

「もちろん誰かが護衛に残る。というかボクらが残るよ。救援依頼は君に任せる」

「おまえらみたいな門外漢に、ミツル様を任せられるわけが」

「だけどボクらが行っても、多分まともに話を聞いてもらえないよ。色々説得しているうちに救援が来るのはどんどん遅くなる」

「……」

「ミツルを傷つけるつもりなら、今までだっていくらでも機会はあった。ここで一緒に追い詰められていること自体、ボクらが君らの側に立ってる証拠じゃないか？」

　苦々しい顔つきで唸うなりながら、それでも護衛は反論しなかった。たっぷり十数秒は煩はん悶もんした末に、壁に立てかけた銃を引き寄せる。

「いいだろう、任せる。だが分かっているだろうな。もしミツル様に何かあったら」

「その時は多分ボクらも蜂の巣になっているよ。死体の山を目にしたくなかったらさっさと救援を呼んできてくれ」

　刺すような目で睨にらみつけて護衛は立ち上がった。ためらいがちにミツルに一礼して外に出る。足音が遠ざかっていった。

「お一人で大丈夫ですかねぇ」

　クイナが心配そうに首を伸ばした。

「私かヤヒロさんのどちらかがついていくべきだったのでは」

「いや──」

　ミツルの様子をうかがう。細い身体からだが、壁かべ際ぎわに座りこんだまま打ちひしがれていた。こちらの会話に耳を傾けている感じはしない。

「ちょっと気になることがあってね」

「気になること？」

「さっきの会談さ」

　手招きして声を潜める。ヤヒロとクイナの三人で額を突き合わせた。

「何がなんだか分からないってのは、みんな同じだと思うんだけど、どうもね、引っかかる点があって」

　ボクは指を一本立てた。

「まずコナユキはなぜ一人だったのか。随員はどこに行ったのか」

　三人連れてきてよいという話だった。なのになぜわざわざ一人で行動していたのか。ミツルと同じで現場の暴走を嫌ったのか？　いや、だからこそ前線に出ていない隊員を連れてくると言っていた。わずかな時間でそれがひっくり返るとは考えられない。

「第二に、彼かの女じよ達たちの入室にはひどく時間がかかっていた。あれだけ何もないテントなら、大して見て回るところもない。どれだけ念入りにチェックしたって一分もかからないだろう。そのあと一体何をしていたのか」

　二本目から三本目の指を立てる。

「最後にコナユキの傷口だ。もう血が止まりかけていただろう。撃たれてからそれなりに時間がたっていたんだ。でもその一分前に彼女は入室札を赤に変えていた。死体が歩いたんじゃなければ、どう考えても時系列が合わない」

「つまり何？」

　ヤヒロはもどかしげに眉根を寄せた。

「コナユキ達たちがよく分からない行動をしてたことと、護衛の子を一人で行かせたことに何か関係があるわけ？」

「ある。勘違いだといいけどね。今は結果を待っているところだ」

　ヤヒロとクイナは混乱した顔になった。ボクはそれ以上の説明を中断して立ち上がる。闇の奥に向かってミツル、と呼びかけた。

　小柄な影が持ち上がる。ぼんやりと顔を上げる彼に、ボクは冷たく宣告した。

「悪いけど、ここから出て行ってもらえないか？　荷物だけ残して」
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　足音が近づいてくる。一つ、二つ、三つ。高架の下をひた走る影はほどなくしてプレハブの戸口にたどりついた。陽光を背にして銃を構える。そのまま中を確認することもなく斉射した。

　大量の銃弾が壁を、床を、天井を穿うがつ。跳弾が風切り音を立てて進路上の物体を切り裂いた。逃げ場はない。奥の壁によりかかっていた探索着やローブの人影が、ずたずたに引き裂かれていく。

　目を覆うような暴虐の後に、先頭の襲撃者が手を挙げた。銃撃が止やむ。トリガーに指をかけたまま彼、あるいは彼かの女じよ達たちはプレハブの中に入ってきた。奥の壁に赴き、ジャケットの残骸を見下ろす。生死確認でもする気なのか、乱暴に、無造作に足で転がす。瞬間、暗視ゴーグルの奥の目が驚きよう愕がくに見開かれた。

「!?」

　ガンッ、ゴンッ！

　重い音が響く。木材を頭に喰くらった後続の二名が倒れ伏した。ボロボロの探索着が転倒の巻き添えを食らい、引きずり下ろされる。中から現れたのは──血まみれの死体ではない、土ど囊のうや廃材だった。

「制服の補充は利かないから、こういう作戦は採りたくなかったんだけどね」

　ボクは扉の陰から進み出ると、襲撃者の後頭部に銃を向けた。先だって逆襲に転じたクイナ・ミツルの間を進む。相手の混乱が手に取るように伝わってきた。

「なぜ勘づいた？　と言いたそうだね」

　片目をすがめる。

「正確に言えば、掛けていた保険の一つが当たった感じかな。手当たり次第に釣り針を投げて誰が食いつくか見極めようとしたんだ。幸い、君らが速攻で引っかかってくれたから、必要以上に外で待つこともなかった。焦あせりすぎだよ。もう少し慎重にことを進めれば、ボクも迷ったかもしれないのに」

「〈天文館〉の……制服？」

　ミツルの声が震える。彼は信じられないように襲撃者の服装を見た。ローブ、二角帽、そして星形の部隊章。

「味方が……裏切り？」

　ボクは静かにうなずいた。

「ボクらが居場所を本部に伝えた途端、襲撃があったからね。残念だけどそれで確定だ。君を殺そうとしたのは身内だ。そして多分、さっきの停戦協定をぶちこわしたのも」

「!?」

「あとは本人に語ってもらおう。さぁ銃を下ろしてこちらを向いて、顔も見せるんだ」

　沈黙の末に襲撃者が銃口を下げた。ゴーグルと帽子を外す。ゆっくりと振り向いてきた顔は〈天文館〉副官、レンガのものだった。

　ああ、とミツルが悲鳴を上げる。絶望に両目を見開いて、

「なんで、どうして」

「それは私の台詞せりふですよ。ミツル様」

　忌いま々いましげに口元を歪ゆがめる。

「なぜあの場で亡なくなっていただけなかったのですか。折角あれだけお膳立てして、後戻りできないところまで持っていったのに。計画違いもいいところですよ。おかげで余計な手間ばかりかかる」

「〈果樹園〉と和解するのが、そんなに嫌だったのか」

「和解？　ふん、まぁそれもありますがね」

　小馬鹿にしたように鼻を鳴らして、ボクの方をうかがってきた。

「手当たり次第に釣り針を投げたという割には、あまり驚いていないな。死んだはずの私が生きて動いているというのに」

「まぁね、公園から逃げた時点である程度目星はつけていた。総当たりといっても、なるべく可能性の高いものから試したくてね」

「参考までに教えてくれ。一体あの停戦協定の場で何に勘づいた？」

「きっかけは〈果樹園〉側の妙な動きだよ。会談の開始が遅い。三人のはずの随員がゼロになっていた。あと、テントが崩れた時に見たけれど、彼ら、自分達の側の入室札も赤──すなわち入室済みに変えていたんだ。段取りに関係ない部分とはいえ、いや、関係ないからこそ、わざわざ裏返す理由が分からない」

「何も考えていなかったのかもしれない」

「確かに。ただ、彼かの女じよ達たちが段取りを無視した以外に、もう一つ解釈の仕方がある。〈果樹園〉側はあくまで約束通りの手順をこなしていた。だけどそれはボクらが聞かされていたものと違っていた、というケースだ」

「え？」

　ミツルの声が裏返る。

「ど、どういうことですか」

「簡単だよ。事前に決めた段取りが双方とも随員ゼロなら、コナユキも当然一人で来るだろう。開始時間の遅れもそういう指定があったからで説明できる。まぁ実際には時間が遅れたわけじゃないし、向こうも単独で来たわけではないと思うけどね」

「よく……分からないんですが」

「詳細はあとで話すよ。ただ、重要なのは『段取りを組んだ』人間なら、『その段取りを持ち帰った』人間なら、合意と異なることも報告できるわけだ。そしてそれをできるのが誰かと言えば」

　はっとしたように顔を向ける。レンガは薄い笑みを浮かべたままだった。

「副官クラス……」

「そう。この時点でことの黒幕は〈果樹園〉のキサラかレンガに絞られる。ただあの時のキサラの取り乱し様は尋常じゃなかった。どう見ても首尾よく下克上を成しとげたようには見えない。だとすれば消去法でもう一人かと思ったんだ」

「なるほど」

　レンガは小さくうなずいた。

「だからおびきよせるために、わざわざ遣いを出したのか。ミツル様が生きていると聞けば、今度こそ仕留めるために乗り出してくるはずだと」

「ああ」

「面白い。ついでに私があの場でどんなトリックを使ったのか、説明してもらえないか」

　随分余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。眉をひそめつつも、ボクは他のメンバーの混乱も見て取って応じた。

「〈果樹園〉の認識していた段取りを話そうか。まず随員の数だ。これはあとあとの整合性を考えると多分一名だったんだと思う。リーダー、プラス、護衛一人。当然〈天文館〉もそれに従ってミツルともう一人で来ると思われていた」

「え？」

　頓狂な声を上げたのはクイナだった。榛はしばみ色の目をまたたかせる。

「それじゃあ、既に私わたし達たち、合意違反じゃないですか。だってミツルさんに加えてタイキさん、ヤヒロさん、私──三名もいるんですから」

「いや、合意違反にはならない」

「なぜ」

「コナユキはこう報されていたからだ。まず〈果樹園〉〈天文館〉両首脳で和平の意思を確かめる。しかる後にボクら第三勢力に今回の非礼を詫わびると」

　!?

　ボクはレンガをまっすぐに見据えた。

「彼かの女じよ達たちが言われていた段取りは、多分こうだ。まずミツルがテントに入って〈果樹園〉側の入室札を赤に変える。それを見てコナユキはテントに入って、直接会談を行う。頃合いを見計らって〈天文館〉側の札を赤に変えて、ボクらを呼ぶ。これなら両陣営の札が赤に変わっていたことも説明がつく。コナユキは〈天文館〉入室の合図を確認してテントに向かったんだ」

「で、でもボクらはそんなことをしていません！　一体誰が〈天文館〉代表としてテントに入っていたんですか!?」

　ミツルの悲鳴に「だから」と答える。

「ことの黒幕が君を装よそおっていたんだろう。もっと正確に言えば、替え玉としての〈天文館〉員が一名、それに随員としてのレンガ」

「……」

「どうせリーダー同士は互いの顔なんて満足に覚えていない。だったら背格好の似た隊員を連れていけばコナユキは疑わない。段取り通りに着席して、そのまま随員ともども撃ち殺された」

　銃声はしなかったから多分消音器でも使ったんだろう。狭い室内で二対二だから、不意打ちもしやすかったはずだ。

「レンガ達たちは用意した〈果樹園〉の制服に着替えて、〈天文館〉側の札を赤に変更、そのあと死体ごと二重扉の間のスペースに隠れる。あそこは暗くて見通しが悪かったからね。二、三人なら余裕で隠れられる。で、ボクらが入ってくると外の仲間がテント脇を狙撃。驚いた〈果樹園〉の人ひと達たちがなだれこんでくるのに紛れて脱出する。追っ手を撒まくために自分の死体を偽装して──ひょっとしたら、これがさっきの随員の死体かもね──包囲が敷かれる前にさっさと警察署に向かった。こんなところかな」

「お見事」

　グローブの手で拍手された。口角が歪いびつに持ち上がる。

「見てきたような考察だ。概おおむね合っている、というか手持ちの情報でよくそれだけ推理できたものだ。〈学園〉……だったか。辺境の弱小遠征隊という認識を改めないとな」

「なんで」

　ミツルの声に怒気が混ざった。

「なんのために、こんなことを」

「まだ分からないんですか」

　レンガは語気を強めた。

「〈秘宝〉ですよ。あれを分け合うなんて馬鹿なことを言い出すからだ。あなたも軽かる海み収穫班長もあれの本質的な意味をまったく理解していない。〈秘宝〉とは人の未来を、運命を思うがままにねじ曲げるものなんです。〈果樹園〉の連中に消えてほしければ、その願いは即座にかなう。逆もまた然りだ。そんなものを誰かと共有できるわけがない。当たり前でしょう、最初に接触した者がライバルの退場を祈れば、それで終了なのだから」

「何を」

　ミツルは混乱していた。

「レンガ、君は一体、何を言っているんだ」

「本部の情報に頼り切りのあなたには、一生分からないでしょうね。この世界で生き残るには神経を研ぎ澄ませて、自分以外の全てを蹴り落とす覚悟が必要になる。協調や融和なんてありえないんですよ。それを分からせようと、味方の採掘隊も襲いましたが、あなたのお花畑を覆くつがえすには至らなかった」

「ちょっと、ちょっと待て」

　愕がく然ぜんとした声でミツルが制止する。

「採掘隊の野営地を襲撃したのは君だったのか！」

「〈果樹園〉どもの調査予定エリアに爆弾を仕掛けたりね。色々苦労しましたよ。死傷者さえ出れば後戻り不能になるかと思ったんですが、まさか土ど壇たん場ばで停戦協定なんて言い出すとは。お人ひと好よしにつける薬はありませんな」

「レンガ！」

「随分気前よく色々喋しやべってくれているけど」

　怒りに震えるミツルを押しとどめてボクは目を細めた。

「自分の立場は分かっているのかな。こちらは三人、君は一人。おまけに銃を突きつけられて逃げ場は塞がれている。得意げに挑発している場合じゃないと思うけど」

「挑発？　ふん」

　嘲るように鼻を鳴らす。

「立場を分かっていないのはどちらかな。私が意味もなく無駄話を続けるわけもないだろう」

　足音が近づいていた。不ふ揃ぞろいなブーツの音が複数、銃器と思おぼしき金属音も伴っている。

　レンガは破顔した。

「時間稼ぎをされたのはおまえらだ！　後退に備えて予備を潜ませておいたんだよ。私が戻らないから駆けつけてきたんだ。さぁ、これで終わりだ！　命が惜しければ、まずはその銃を──」

　戸口に影法師が現れる。だらりと下ろした手は、両方とも屈強な隊員の首根っこをつかんでいた。長い黒髪が風に揺れる。オニキス色の目が冴さえ冴ざえと輝いた。

「は？」

　静止するレンガに向けてヤヒロは隊員を投げ出した。重い音とともに埃ほこりが舞う。

「周りにいた連中なら、ほとんど逃げ出しちゃったわよ。この人ひと達たちだけしつこく向かってきたから静かにさせて持ち帰ってきたけど」

「持ち帰ってどうするんだい……」

「服もらったら？　ズタボロにされて替えがなくなってるでしょ」

　全然サイズが合わなそうだ。

　溜ため息いきをついてレンガに向き直る。

「投降を勧めるよ。君の話には随分気になることがある。素直に話してくれたら悪いようにはしない」

「投降だと」

　乾いた笑い声が倉庫に満ちた。瞳に憑つかれたような輝きが宿る。

「おまえらみたいな雑ざ魚こに付き従って、どんな未来が待ち受けてると言うんだ。私は〈秘宝〉を手に入れる。誰にも負けない力を身につけて、思うがままの運命を選び取って、そして」

　続くレンガのアクションはまったく想定外のものだった。銃を突きつけられたまま振り向く。そしてボクを払いのけるでもなく、まっすぐにミツルを照準したのだ。

　動けなかった。無防備な頭が目の前にあるのに引き金を引けない。指の筋肉と脳が断ち切られたようだ。なぜミツルを真っ先に？　撃たれてもいいのか？　どうせ殺す気などないと高をくくっているのか？

　戸惑いが貴重な時間を失わせた。レンガの指に力がこもる。銃口がミツルを睨ねめつけて、グリップが握りしめられ、トリガーが引かれて──

　ダァン！

　吹き飛んだのはレンガの方だった。ヤヒロが銃剣銃を構えている。片目をすがめて照門をのぞいていた。

「ごめん。さすがに殺さずには無理」

　ローブの胸が撃ち抜かれている。口元には歪ゆがんだ笑みが張りついたままだった。即死だったのだろう。何が起きたのかも分からない顔で、レンガは仰向けに倒れていた。

「……」

　ミツルがよろよろと近寄る。杖つえを投げ出すようにして亡なき骸がらの傍かたわらに座った。

　耳が痛くなるような沈黙の中、ミツルは喘あえいだ。

「ずっと一緒にやってきたんです。この世界で目覚めた時から、右も左も分からない状態で、一緒に」

　唇が結ばれる。

「いつからあんな風に思っていたんでしょう。全然気づかなかった。お互いに足りない部分を補い合いながらやっていると思っていたのに」

「そんなに昔ではないんじゃないかな」

「え？」

　ボクは記憶を探った。

「確認だけど、〈秘宝〉についてレンガが話していた内容は初耳だったんだね」
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「はい……」

「〈果樹園〉は〈秘宝〉の正体をどう考えてるのかな」

「こないだコナユキ班長と話した時は、特になんとも。噂うわさはたくさんあるけれど、確実な情報はないと仰おつしやっていました。食糧や資材の類いなら扱いやすいとは言っていましたが」

「現実的な回答だね」

　であればレンガはどこであんな話を聞いたのか？　〈天文館〉の本拠地？　ここに来る途中？　　あるいは──

　ダダッと外で銃声が響いた。

　高架の奥だ。クイナが弾はじかれたように外を見る。ドアの脇から恐る恐る身を乗り出した。

「〈果樹園〉の追っ手です。誰かとやり合っていますね。逃げ出したレンガさんの部下かも」

「一旦場所を変えるか」

　両者で足止めし合っているならもっけの幸いだ。無事な荷物を取り上げる。杖つえを拾ってミツルに渡した。

「警察署に向かおう。今のうちに包囲の隙を突く」

　ミツルはためらいがちにレンガを見下ろしていた。けれど二の腕を引かれると、木の根が抜けたように立ち上がってきた。

　ヤヒロが足早に倉庫から出る。ミツルはクイナの肩を借りながら出口を抜けた。最後に一度振り返る。レンガはまだ夢見るように微笑ほほえみ続けていた。




「本当に警察署に戻っていいの？」

　周囲を警戒しながらヤヒロが訊たずねてきた。長い髪が走るのに合わせて揺れている。彼女は重苦しい町並みを見渡した。

「まだ裏切り者が残っていて、ミツルが来るのを待ち構えているかも」

「多分そこは大丈夫だと思う」

　ミツルはクイナと杖つえに支えられながら、懸命に足を動かしている。苦しげだけど弱音一つ吐いていない。横でクイナが「もう少しです」「あの交差点まで行ったら一休みしましょう」と励ましていた。

「レンガがあんな芝居を打ったのは、まともにやってもミツルの主流派に太刀打ちできないからだ。本部を乗っ取れるほど大勢力なら、とっくにクーデターでも起こしている。さっき、予備兵力まで連れてきたと言っていただろう？　勝利を確実にするために、彼は持ち札を全部切ってきたんだよ。本部にまともな戦力が残っているとは思えない」

「じゃあ、これで全部解決？　黒幕もいなくなってめでたしめでたし？」

「いや」

　既に十分過ぎるほど火種は撒まかれてしまった。レンガ一人の死であがなえる状況では到底ない。〈果樹園〉は〈天文館〉を絶対に許さないだろう。そして〈天文館〉側もむざむざ復ふく讐しゆうの餌え食じきにはなるまい。憎ぞう悪おと恐怖が化学反応を起こして、熱量を増大させて、ひたすら戦いを激化させていく。

「ひょっとしたら、もう徹底的に戦った方がいいのかもしれない」

「え？」

「〈果樹園〉のリーダーは死んで、統率が弱まっている。対してこちらはミツルが健在で反乱分子も排除できている。全面攻勢に出ればかなり有利に戦えるだろう。対立する勢力の一方を殲せん滅めつすれば、必然的に争いも終わる。ボクらが手を貸せばもっとスムーズにいくだろう」

「本気で言っているの？」

　ヤヒロの眉が吊つり上あがる。刺すような眼光がボクの顔に注がれた。

「今まであんなにみんなを仲よくさせようとしていたのに？」

「和平は手段だよ。ボクらがこの町を通過するためのね。それが無理なら別の手立てを考えるまでだ。ケチのついたやり方に拘こだわってもロクなことはない」

「あなた、同じ人間を叩たたきのめすようなやり方はおかしいって言ってたじゃない」

「そりゃ好き嫌いで言ったら嫌いだよ。でも、ボクらの目的は旅を続けることだろう。他に手がないなら腹をくくるしかない。どうせ今のままじゃ敵味方ともに被害が増えていくだけなんだから──」

　視線を感じて、はっとなる。クイナとミツルがボクらを見ていた。いつの間にか声が大きくなっていたのか、ショックを受けた様子になっている。

　ボクは一瞬だけ動揺したけれど、すぐに真顔になった。

「間違ったことを言ったつもりはないよ」

　呼吸を整えて、ミツルの蒼そう白はくな顔を見つめる。

「君が前に言った通りだ。『指導者として、これ以上の犠牲を出したくない』『一人の死傷者も生みたくない』、だったらどうすればいいかだ。答えは明らかだろう」

「……分かっています」

　絞り出した声はかすれていた。ミツルは苦しげにうつむいた。

「確かに理想だけ語っていても意味はありません。ボクらは取り返しのつかないことをして、〈果樹園〉の方々の信頼を失ってしまったんですから、いっそこのまま突き進めというタイキさんの話は十分に理解できます」

「ミツルさん」

「でも」

　ミツルは詰め寄るクイナを制した。

「それじゃあボクもレンガと同じになってしまいます。彼がやった裏切りを認めないといけません。味方を殺して、憎しみを煽あおって、敵指導者を騙だまし討ちするような振る舞いが正しかったのだと。目的を達成するには仕方なかったのだと」

「ミツル」

「ボクはまだ諦めたくありません。争いの原因が分かった以上、今度こそ裏表なく、本音で彼らと話し合いたいんです。何をすればこの戦いをやめられるのか、彼らの気持ちが鎮しずまるのか」

「それがどういう意味か、分かって喋しやべっているのかい」

　声音が固くなるのを止められない。だけどミツルはまっすぐにボクの目を見つめ返してきた。

「はい。彼らの希望を聞けば、当然、コナユキ班長の死に釣り合う代償を求められるでしょう。人の命をあがなえるものが命でしかないとしたら、ボクは自分の身を差し出すことを厭いといません」

「……」

「もちろん、犬死にするつもりはありません。ボクの死が両勢力の和解に繫つながるかは、きちんと確かめた上で身柄を預けます。その時には多分、あなた方にも証人になっていただくと思います。面倒ばかりおかけして申し訳ありませんが」

「いや」

　言葉が続かなかった。人の魂がどれだけ高潔になれるのか、我欲を捨てられるのか、目まの当あたりにしている気分だった。ヤヒロも胸を打たれたように沈黙している。

　ボクはごくりと喉を鳴らして拳を握った。

「君の覚悟は分かった。ボクらもやれる限りのことは協力しよう。とにかく、まずは警察署だ。味方と合流して、身の安全を確保してから次のことを決めないか」

　クイナがミツルの手を取る。力強くうなずいて口元を緩めた。

「もうあと少しですよ。西北西に二、三百メートルってところです。ややこしいことは、食事とお風ふ呂ろを済ませてから考えましょうよ。他にもまだいいアイディアが出てくるかもしれませんし」

「クイナさん……」

　ややあってミツルは肩の力を抜いた。

「そうですね、思い詰めてもいいことはありませんし、全部うまくいくさ、くらいの気持ちで行きましょうか。まずは〈天文館〉の皆に、ボクの思いを分かってもらわないといけませんし」

「はい！」

　逃避行が再開される。クイナはミツルを支えながら「あの交差点を右に」「駐輪場の脇道に入って」と声がけしてきた。

　適切な誘導が功を奏してか、ほどなくして視界が開けた。大通りの向こうに要塞のような建物がそびえている。入り口にあしらわれた赤のアクセントカラー。壁にかかる『交通安全』の垂れ幕。

　警察署だ。

　出てきた時と違うのは正門の前にバリケードが組まれていることだ。ローブ姿の隊員達たちが忙しげに動いている。その一人がボクらを認めた。

　最初は銃を構えられた。だけどすぐ服装に気づいたのだろう。後ろに向かって報告する。安あん堵どと歓喜のざわめきが同時に湧き起こった。幕僚と思おぼしき隊員が建物から走り出てくる。

「行こう。彼らに伝えたいことがあるんだろう」

　はい、とうなずいてミツルが歩き出した。クイナの介添えを断り、仲間達たちを目指す。進むにつれて背筋が伸びていった。足の悪さを忘れたようにしっかりとした歩みになる。

「皆、聞いてほしい」

　ゆっくりと一人一人の顔を見渡す。混乱や戸惑いを全て受け止めながら、

「ボクは〈果樹園〉の人ひと達たちと──」

　銃声が轟とどろいた。

　ミツルの細い身体からだが傾かしぐ。首を不自然にひねったまま彼は倒れた。左胸に穴が空いている。流れ出た血がアスファルトを赤く染めていった。

「来た、本当に来た」

　右手後方の石塀からコート姿の少女が顔を出している。ライフルを構えて、唇を戦慄わななかせていた。アシンメトリーのショートカットが風に揺れる。〈果樹園〉副官、キサラは得意げに哄こう笑しようした。

「やった、仇かたきを討ったぞ！　裏切り者の二に天てんミツルを討ち取った！」

　勝かち鬨どきに銃声が被かぶさった。〈天文館〉の隊員がキサラを狙い撃っている。〈果樹園〉の護衛がキサラを下がらせて反撃した。飛び交う銃弾がボクらの脇もかすめていく。

「タイキさん」

　血しぶきが舞う。バリケードから飛び出しかけた〈天文館〉員が地面に叩たたき落おとされる。石塀から乗り出す〈果樹園〉隊員がのけぞるように倒れた。

「タイキさん！」

　叫び声に我に返る。クイナがすぐそばで顔を強こわばらせていた。

「引き揚げましょう。ここはもうだめです。私わたし達たちも撃たれかねません」

　確かに状況は混迷の度合いを増していた。両陣営とも次々に人を繰り出している。ミツルの亡なき骸がらを顧みる者もいない。罵声と悲鳴がボリュームを上げていた。

　分かっている。もはやどうしようもない。事態を収拾する術は完全に失われた。

　だけど、でも。

「タイキ！」

　耐えかねたようにヤヒロが腕をつかんでくる。それでようやく金縛りが解けた。荒い息をついて視線を逸そらす。歯を食いしばり、内心の感情を抑えつけて走り出した。

　遠くでサイレンが鳴る。警報が響き渡る。それはこの町に芽生えかけた平和への葬送歌のようだった。




　　＊




　夕暮れの町並みに砲声が木こ霊だまする。会談決裂から六時間が過ぎて戦闘はまだ収束していなかった。ビル群のそこかしこから煙が上がっている。怨えん嗟さに満ちた声が銃声とハーモニーを奏かなでていた。

　どぉんと音を立てて建物が崩れる。こうしている間にも、一つまた一つと命が失われていっているのだろう。落陽に染まった景色はまるで大量の血をぶちまけたようにも見えた。止まることなく破滅へと突き進む、自殺志望の巨大な獣。

「結局、戦いを止められませんでしたね」

　クイナの声は沈痛だった。工事現場の足場に立って彼方かなたの惨状を眺めている。背後には、最初に彼女と出会った駐車場、その向こうに踏ふみ切きりが見える。

「あれだけ色々な人が平和に向けて努力していたのに……どうしてこんなことになってしまったんでしょう。もう少しお互いの話を聞くだけで全然結末が違っていたでしょうに」

　ヤヒロは無言で町を見ている。整った横顔に感情の揺らぎはない。吊つり気味の瞳だけがぎらぎらとした陽光を映していた。

　クイナの吐息が響く。

「ただ……こんな総力戦が長続きするとは思えません。遠からず組織的な作戦行動は終わり、残党同士の遭遇戦に落ち着くでしょう。戦う意義を見失って離脱する者も出てくるはずです。一日か二日か、そのくらい待てば私わたし達たちが通り抜けられる状態になるかと思います」

　町を通過する手段は和平でも勝利でもなく、参戦者の全滅。

　あまりにも救いのない結論だった。だけど確実極まりない解決法だ。

　クイナは硬い表情のまま向き直ってきた。

「私は〈灯台〉本隊に戻ります。ことの顚てん末まつを報告して今後の判断を仰ぐつもりです。タイキさん達たちはどうしますか」

「ボクらはまだここに留まるよ。戻っても何か結論が変わるわけじゃないしね」

「そう……ですか」

　溜ため息いきとともに顔を上げる。首を振って足下の荷物を持ち上げた。

「了解しました。旅の無事を祈っています。またご縁があればお会いしましょう。くれぐれもお身体からだには気をつけて」

「あぁ、ちょっと待ってくれないか」

　ボクは腰のホルスターを探るとハンドガンを取り出した。安全装置を外してクイナの顔を照準する。

「え？」

　呆ぼう然ぜんとする彼女に、ボクはつとめて冷静に、感情を押し殺して、告げた。

「全ての黒幕は君だろう？」
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「な、何を言っているんですか、タイキさん、いやだなぁ」

　クイナは泣き笑いのような顔で後じさった。心外だと言わんばかりに首を振る。

「戦場の毒気に当てられたんですか？　私みたいな下したっ端ぱが黒幕のわけないでしょう。うちの隊自体が怪しいっていうならともかく、私はただ、メッセンジャー業務を請け負ってきただけですよ。単なる使いっ走りです」

「〈灯台〉なんて遠征隊が本当にいればね」

　静かに、冷ややかに、クイナを見据える。

「違和感はあったんだ。ボクらの〈学園〉から見て東、この町から見て西にある川は北西から南東に流れている。それはつまり海が南の方に存在しているってことだ。あえて言うまでもなく『灯台』ってのは海の施設だ。山には建たない。なのに君らは北側の運動場にいると言う。地図を見る限り、町の南側にそれなりの敷しき地ちがあるのにもかかわらずだ」

「……」

「だいいちメッセンジャーにしては、君の裁量がでかすぎる。定期報告の様子もないし、状況に応じて適宜行動を変えていっていた。普通、本隊を待たせていたら、情勢の変化は逐一報告するものだ。下したっ端ぱを名乗るなら特にね」

「いい加減なんですよ、うちの隊は。無茶振りもひどいですし」

　クイナは懇願するように眉尻を下げた。

「私も被害者なんです」

「じゃあ今から〈灯台〉キャンプに同行しようか？　君の任務失敗をボクら二人で弁護するから」

「いやぁ」

　クイナは頭を搔かいた。

「参りましたね、どうも。そこまで信用されていないとは。もちろんついてきていただくのは結構ですが、今のあなたと同行するのは少し不安です。少々ナーバスになっているようですから」

「ナーバス？」

「ええ、度重なる裏切りや悲劇で心がやられているようで。休んだ方がいいのではと」

　ボクは大きな溜ため息いきをついた。

「どうも買いかぶられているみたいだけどね。残念ながらボクに人並みの情緒や良心は存在しないよ。多分君が思っているのの一万分の一もショックを受けてない。せいぜい何も分からず死んでいく一般隊員が気の毒と思うくらいだ。ただ」

　銃のグリップを握り直す。

「理屈が合わないことだけはどうにも我慢できないんだ。情報のズレや矛盾が気持ち悪くてしょうがない。因果関係を整理して、検証して、違う部分があれば正していきたいんだ。一体なぜこんな結末になったのか。〈果樹園〉〈天文館〉はどうして共倒れしなければならなかったのか」

　返事はない。ボクの声だけが工事現場に響き渡る。

「そもそもレンガの話はおかしなことだらけだった。彼は一体〈秘宝〉の性質をどこで聞いたのか。いつ耳にしたのか。いや、経緯をさておいても、あの情報には悪意しかなかった。『最初に見つけた者が全てを手に入れる』これは両勢力の協力を完全に否定するものだ。あんな話を吹きこまれたら、誰だって魔が差すだろう。自分以外の全員を敵と見なしてもおかしくない」

「私が吹きこんだと？」

「機会はあったはずだよ。たとえば、あの取り調べ、ボクらと別れて〈灯台〉のことを根掘り葉掘り訊きかれた時だ」

〈天文館〉隊員は『副長がお待ちだ』と言っていた。邪魔者のいない取調室で一体どんな情報を流しこまれたのか。そもそも取り調べ役にレンガを選んだのは、本当に〈天文館〉側だったのか？　ひょっとしてクイナ自身が話す相手を指定したのではなかったのか──

　クイナは喘あえぐような声を上げた。

「仮にそうだとして、少し時系列が変ですよ。なぜならあの告白では、レンガさんが自作自演で両勢力の不和を図ったと言っていたからです。私に取り調べする前からもう講和の意思はなかったわけですよね？」

「確かにね。ただレンガがやったと言い切ったのは『味方野営地の襲撃』と『〈果樹園〉への爆弾テロ』だけだ。その前に起きていたこと、たとえば『調査設備の破壊』や『資材の奪取』については何も言っていない。頻発していた情報の齟そ齬ごについてもだ。じゃあこれは誰の仕業だ？　そもそも両勢力がいがみ合うトリガーを作ったのは誰だ？」

「さぁ」

　クイナは困惑を隠さなかった。

「仰おつしやる通り、レンガさんの話には色々疑問があります。あなたの疑う通り、誰か彼以外の黒幕がいるのかもしれない。だとしてもそれを私だと断定する理由はないでしょう？　極論、それがあなただと指摘してもいいわけです」

「もちろんだ。有罪宣告をする権利は誰にでもある。ただ、それを他の人間に納得させられるかは別の話だ」

「あなたは納得させられると？」

「まぁね」

　押し黙るヤヒロを一いち瞥べつして、ボクは視線を戻した。

「ミツルが撃たれた時のことだ。キサラが妙なことを言っていた。『来た、本当に来た』と。普通に考えるならあれは『不確定情報が本当だった』という意味に取れる。つまり、誰かがミツルの現在位置を〈果樹園〉にリークし続けていた。そしてその情報に基づき先回りしたキサラ達たちがミツルを見つけた、と想像できるわけだ。さて、ではそのリークとは何か」

「……」

「ボクの仮説はこうだ。黒幕はミツルを励ます体で彼の位置情報を喋しやべり続ける。たとえば『もうあと少しですよ』とか『西北西に二、三百メートル』といった感じで。もちろん、近くに連絡役がいるわけじゃないから、そのままじゃ〈果樹園〉には伝わらない。ボクらもそう思って、発言の内容を気にしていなかった。ただ、ここに無線が入ると話が変わってくる」

　無線、送受信機、トランシーバー。

「プレハブを出たあたりでトランシーバーの電源をオン、自分の声を拾うようにしておく。あとはそこに届くよう声を張り上げれば、ボクらの情報は全て〈果樹園〉に伝わる。さて、答え合わせだ。〈果樹園〉と〈天文館〉を結ぶ直通チャネルはただ一つ、ホットラインだ。君のトランシーバーの周波数と秘話コード設定は今どうなっている？」

　半ば賭けの問いかけだった。クイナが工作完了後も証拠を残している保証はない。速攻で設定をリセットしている可能性も高かった。ただもし自分ならどうする？　果たして疑われるような動きをするだろうか？　どうせ、ばれるはずはない。だったらとりあえず電源だけ切って、一人になってからゆっくり設定を戻そう。そう考えるんじゃないか。

「トランシーバーを見せるだけだ。それで君の疑いは晴れる。次は好きなだけボクを糾弾すればいい。簡単だろう」

　重ねての質問にクイナは肩をすくめた。大儀そうに溜ため息いきをついて、頰を搔かく。彼女は苦笑気味に口元を歪ゆがめていたけれど、やがて薄く目を開けた。

「はい、当たりです。私が黒幕です。で、どうしますか？」

　全て聞き終える前に引き金を引いていた。至近距離から放たれた銃弾は、だけど空を切る。クイナがいつの間にか右手の鉄骨上に移動していた。片足立ちして「おっとっと」とバランスを取る。

「ヤヒロ！」

　弾丸のようにヤヒロが飛び出す。脇構えにした銃剣銃を横薙なぎに繰り出した。斬撃の音に軽やかな靴音が被かぶさる。クイナはバックステップで初撃をかわすと、続く刺突をのけぞりでやりすごした。バック転で距離を取り、後方の鉄骨に飛び移る。カエルのような姿勢で「くふ」と笑った。

「!?」

「やぁ、危ない危ない。さすがに反応速度が常人と違いますね。これだからイレギュラーは困るんです。ポテンシャルが読めない」

「君は」

　銃を構えながら息を吞のむ。不敵な笑みに気け圧おされながら、喘あえいだ。

「何者だ。タカマガハラの人間なのか」

「元ですけどね。今はしがない裏切り者ですよ」

「なんだって」

　クイナは柱を支えに立ち上がった。

「警戒するのはもっともですけどね。私はあなた方の敵じゃありませんよ。前にも言ったでしょう？　私はただよかれと思って動いているだけです。なのに皆さん、聞く耳も持たずに好き勝手するからこんなことになってしまうんです。大人しく言うことを聞いていれば、皆、命くらいは助かったでしょうに」

「言うことって」

「タイキさん、自分で仰おつしやったじゃないですか。壁に『出て行け』と書いたのは私だろうって」

　町から出て行け、立ち去れ、それはつまり。

「〈秘宝〉を横取りするなってことかい？」

　ミツルやレンガ、コナユキ達たちと同じ。クイナもまた〈秘宝〉に魅せられて、他人に渡すことをよしとしなかったのか。

　だけど彼女は哀れむように鼻を鳴らした。

「本当にあなた方はお人ひと好よしですね。揃そろいも揃そろってお気楽なことだ。そんなことだからいいように使われるんですよ。敵の口車に乗って、唯い々い諾だく々だくと自殺することになる」

「自殺？」

　さすがにわけが分からない。ヤヒロも眉をひそめている。

　クイナは柱から手を離すとお尻の砂を払った。昼食の誘いでもするように気安く笑いかけてくる。

「下りましょうか。ここでは少し説明が難しい」

　答えを待たずに下の足場に飛び降りる。ヤヒロが『どうするの』と言わんばかりに見つめてきた。ボクは少し待ってから「行こう」と促した。

「情報が出てくるなら止める理由はない。そのあとどうするかは話の内容次第だ」

　仮設階段を下りて水兵服の背中を追う。養生シートの隙間をくぐり、撤去中のコンクリート塀を抜けて側道に出た。クイナは大股で駐車場へと入っていく。広い敷しき地ちの向こうに高層マンションが建っていた。家屋や電柱が影法師になっている。彼女は端まで進むことなく、中ほどで立ち止まった。

「そのへんで、止まってください」

　手を上げながら振り向いてくる。丁度ボクらから十メートルくらいの距離だ。周囲に隠れる場所はない。逃げ出すための時間稼ぎというわけではなさそうだ。

「これ、なんだか分かりますか？」

　言って取り出したのは黒い弁当箱のような物体だった。中央に赤と緑の二色のランプ、その下に円形のスピーカー。

「探査装置だっけか？　ミツルに見せてもらったことがある。〈秘宝〉に反応して音と光を出すんだろう」

「はい、まぁそういう触れこみで支給されたようですね」

「違うのかい？」

「完全に違うわけではないですけどね。まぁ、実際に見てもらった方が早いでしょう」

　クイナは探査装置を足下に置いた。電源を入れてボクらの方に戻ってくる。

「少々中の機構を変更してあります。センサーの感度を徐々に上げて、あたかも〈秘宝〉に近づいているかのような動きを再現してみせます。今は〈秘宝〉まで三十メートルといったところですね。タイマーで一秒につき一メートルずつ接近すると考えてください」

「はぁ」

　事前に聞いていた通りなら、あと二十秒──つまり目標まで十メートル圏内でランプとスピーカーが動き始めるのだろう。そのあとはどうなるのか？　残りの距離に合わせて光や音が激しくなるのか。あるいは一定のアラートが続くのか。考えているうちにビープ音が響く。赤と緑の輝きが筐きよう体たい上にまたたいた。残り十メートル。九、八、七。クイナがぼそりとつぶやいた。

「ガードレールにつかまった方がいいですよ」

「え？」

　刹那、強烈な引力が前方に発生した。大地が垂直に傾いたのか、そのくらいの勢いで身体からだが投げ出されかける。泡を食ってガードレールにつかまった。必死にビームの部分にしがみついたけど、三半規管は異常を訴え続ける。しばらく上下左右も分からず振り回された。引き寄せられた砂利が剝むき出だしの手足を打つ。

　何かが爆発したのかと思った。大地を穿うがつほどの大爆発が起きて、その穴底に落ちこんでいるのかと。だけどそのあと目に飛びこんできた景色は予想をまったく裏切るものだった。

　眼前に高層マンションがそそり立っていた。家屋や電柱がすぐそばまで迫ってきている。先ほどまで西日に照らされていた路地は、今や建物の影で真っ暗だった。焼けたコンクリートの匂いが鼻を突く。

「は、はぁ？」

　駐車場がない。吹き飛んで更地になったとか、そういう次元の話ではない。駐車場があったはずの空間がそっくりそのままなくなっていた。代わりに敷しき地ちの向こうにあった建物が目と鼻の先まで近づいている。

「ＴＡＢＵＬＡ‐ＲＡＳＡですよ。目標地点を時空間ごと吹き飛ばす戦略兵器です。大分威力は弱めてありますけどね。普通はこんな場所で使うものじゃありません。爆発自体は時空の矯正力で修復されても、世界の全体構造に歪ゆがみが出かねませんからね。まぁタカマガハラの連中にしてみれば、アシハラ程度がどうなろうと知ったことじゃないのでしょうが」

　クイナの顔を馬鹿のように眺める。

「兵器？　だっていうのか、これが？」

「おもちゃには見えないでしょう。ましてや探査装置にはまったく」

　呻うめき声が漏れた。じわじわとことの背景が理解できてくる。背筋が冷たくなった。

「ひょっとして〈秘宝〉を破壊するための武器なのか？」

「ええ」

　にこやかに肯定された。

「〈秘宝〉に一定距離近づくと起動、周囲の空間ごと吹き飛ばします。持っている人間が無事ですまないのは見ての通りです。〈果樹園〉も〈天文館〉も宝探しを本格化させた瞬間、塵ちり一つ残さず消滅していたでしょうね。あたりの市街地を道連れにして」

「そのことを、両拠点の指導部は」

「もちろん知っていたでしょう。つまり彼らはミツルさんやコナユキさん達たちを自爆兵器として送り出したんですよ。〈秘宝〉を地上から消し去るために」

　喘あえぎ声しか出なかった。言葉が続かない。衝撃が思考を麻ま痺ひさせている。だけどクイナはおどけた顔を崩さなかった。

「だから頑張って諦めてもらおうと思ったんですよ。孤軍奮闘して、方々手を尽くして、なんとか引き揚げてもらえないかと願って。でも聞いてもらえないんですよねぇ。まぁ同じような話は彼らが初めてじゃありませんが」

「それは、どういう」

　訊たずねかけてはっとなる。

　ここに到着する前、地図と実際の地形が奇妙にずれていた。まるで一街区か二街区、ワープしたかのように。あれが今の爆弾の効果だとしたら。

（タカマガハラの侵出は今回が初めてじゃない？　複数の遠征隊を使って〈秘宝〉を抹消しようとしている？　何度も何度も、執しつ拗ように）

「〈秘宝〉ってなんなの」

　今まで黙っていたヤヒロが口を挟む。

「一体タカマガハラの人ひと達たちは何を恐こわがってるの。そしてあなたはなぜ〈秘宝〉を守ろうとしているの」

「見にいきますか？」

　予想外の答えに静止する。クイナは楽しげに鼻をひくつかせると、ウィンクしてみせた。

「あなた方は管区長の紐ひもつきじゃなさそうですからね、特別サービスです。世界の秘密の一つをお目にかけましょう」




　　＊




　裏路地を伝うこと十分。歩道橋を上り下りして大通りを渡ると、唐突にビルの列が途絶えた。鬱うつ蒼そうと茂る欅けやきの森が道の南側に広がっている。石畳の参道の奥に大鳥居が見えた。右手と左手に小規模な社が建っている。朱色の鳥居が木々の間に連なっていた。

　神社だ。かなり大きい。この町に来る途中、いくつかお社を見かけたけど、それらとはスケールが違う。まっすぐ延びる参道は森の闇に溶けこみ、先が見えない。石いし灯どう籠ろうがぽつん、ぽつんと幻想的な光を放っていた。

「このあたりで一番格式の高い社らしいですよ。祀まつられている者がなんなのか、とんと見当がつきませんが」

「君でも分からないことがあるのかい」

　参道を進みながらクイナは「はは」と笑い返した。

「分からないことだらけですよ。もとより努力・研けん鑽さんの類いは好きじゃないんです。手を抜いてクリアできるならそれで十分と思うたちで」

　一応背中はボクらが預かっているのだけれど、憎たらしいくらい自然体だ。多分銃を突きつけても意にも介さないのだろう。実力の差を見せつけられているようで憂ゆう鬱うつになる。

「この辺にミサキはいないのかい。町の中心から結構離れているけど」

「神社の境内にはいません。この南にそこそこの規模のお寺があって、そこを越えた街道がミサキの縄張りですね。まぁわざわざこちらまで来ることはないと思いますが」

「そうかな？　ミサキが立ち寄るエリアだからこそ、宝の隠し場所にはうってつけとか考えるんじゃないか」

「どうでしょう、私が隠したわけじゃないですからねぇ」

　のほほんとはぐらかして振り返ってくる。

「ただまぁミサキにはミサキの生存本能があるんです。餌もない場所にわざわざ危険を冒しに来ませんよ。多分彼らは〈秘宝〉の気配を感じ取っているはずですから」

「危険なのかい」

「使い方によっては、ですね」

　どうにもじれったいやりとりだ。情報を小出しにしつつ肝心なところは明かしてくれない。のれんに腕押ししている気分になる。

　カッ、カッ、カッ。カツ。

　足音が響く。無言の行軍が続く。ややあってクイナの歩みが止まった。

「ああ、あそこです」

　指さされた先は森の奥だった。参道から離れた場所、木々の茂みの間に光るものがある。青白い……燐りん光こう？

「気をつけてくださいね、足を踏み外すと落ちますから」

　輝きの正体は渦だった。

　地面に穴が空いている。奥から光の欠片かけらを噴き上げつつ、地の底に続いていた。どのくらい深いのだろう、離れて見ているだけではうかがいしれない。ただ、ひどく遠いところから風の唸うなりが響いていた。

「兎うさぎの穴ですよ」

　クイナの声が反響する。

「昔の童話にあるでしょう。『遅刻だ、遅刻。大変だぁ』って。白い兎うさぎを追った先は果たして不思議の国でした、という。異なる世界と世界を繫つなぐバイパスルート、それがこちら、〈秘宝〉の正体です」

「どこに繫つながっているんだ」

「タカマガハラですよ」

　衝撃のあまり見つめ返す。クイナの顔は光で青く染まっていた。

「驚くほどのことじゃないでしょう。アシハラ、タカマガハラ、その名を知っているなら、この世界が多重構造になっていると想像できるはずです。そして世界が複数ある以上、行き来する手段も存在する。でないとタカマガハラがアシハラにちょっかいを出せませんからね。逆もまた然りというわけです」

「あなた方はみんな、ここから来たっていうの？」

　ヤヒロの問いにクイナは「いえいえ」と首を振った。

「この穴はアシハラからタカマガハラへの一方通行です。道は細いし不安定なので、正規のルートには使いづらいですね。彼らの主要な通行路はもっと後方にあります」

「後方」

「あなた方の〈学園〉のはるか西、各管区の総元締めとなる大管区部の周辺です。他にも細々した穴はありますが、基本は各管区の下で管理されていますね。タカマガハラの人々はそこから送りこまれてきたわけです。こんなところにある穴は……まぁイレギュラーですね。本来ならもう一方の世界へのルートがあって然しかるべきなのですが」

　もう一方の世界。

「ひょっとしてネノクニのことを言っているのかい」

　発言はクイナの意表を突いたようだった。目を見開いてから「へぇ」と唇を歪ゆがめる。

「なるほどなるほど、かなり情報を集めていらっしゃいますね。その通りです。アシハラはタカマガハラとネノクニの結節点なんですよ。そしてそれぞれの世界へのバイパスは西端と東端に分散している──はずなんです、本来ならば」

「ああ」

　分かった。話が繫つながった。スケールの大きさに打ち震えながらボクはクイナを見た。

「侵攻ルートなんだ、穴というのは。タカマガハラとネノクニの対立において、相互の本拠地にアクセスするための交通手段。戦力を前進させて敵陣へのルートが押えられればもちろんよし。ただ自陣への侵攻ルートが妙なところに取り残されていると困る」

「はい」

「だから消し去ろうとした。さっきみたいな爆弾を使って。でも真の目的を遠征隊に知らせると、この世界の構造がバレてしまう。ひょっとしたら遠征隊自体がタカマガハラへのアクセスを試みるかもしれない。だから〈秘宝〉なんて曖昧な定義で探索を命じた」

　クイナは『お人ひと好よし』とボクらを呼んだ。『いいように使われて自殺することになる』と。まったくその通りだ。ミツルもコナユキもレンガもキサラも、今の事実を前にしては道化もいいところだ。なんのためにあれだけ悩み苦しんだのか、問いたくもなる。

「あなたはなぜこの穴を守ってるの」

　ヤヒロが質問を重ねる。彼女は世界の真実より、目の前の疑問に引きつけられているようだった。

「私わたし達たちを勝手に自爆させておかない理由は何？」

　クイナはにやりと笑って身体からだを引いた。

「私は少々本土──ああ、タカマガハラでやらかした口でしてね。追っ手や官憲の類いから逃げ回っているんです。身を隠す手段として非常に役に立つんですよ、こういう穴は。追い詰められたらアシハラ、ネノクニ、タカマガハラをちょいちょいっと行き来してね」

「何をやったんだ、君は」

「まぁ彼らの身勝手な生存戦略をね、少し邪魔してやったといいますか」

　青白い影が揺れる。

「私、管理された全体最適というのがまっぴらごめんなたちなんですよ。がんじがらめの安定より自己責任の自由を好む方でして、気の赴くままに行動していたら、いつの間にか大懸賞首になっていました。今頃報奨金がどれくらいに吊つり上あがっているか、想像がつきません」

「なるほど」

　声音から感情を消して向き直る。

「ということはボクが君をつかまえれば、タカマガハラへのカードになるってことかな」

「あるいは私諸もろ共とも惨ざん殺さつされるかですね。申し訳ないですけど、彼らにとってあなた方一人一人など塵ちり芥あくたほどの価値もありませんよ。今、私が話してきた内容だって世界の秘密の一端に過ぎません。彼らはもっと巨大な問題に向き合っています。しかも時間制限つきの、後戻りさえできない問題に」

「そのあたりを、もう少しじっくり聞かせてほしいんだけどな」

　ヤヒロがクイナの背後を取っている。ボクと二人で挟みこむような態勢だ。周囲は木が密集して機敏に動き回れそうにない。ここなら彼女の動きを封じられる。

「おや？　これは一体」

　クイナの眉が持ち上がる。彼女は興味深そうにボクらを見渡した。

「可能な限り、真摯に情報提供させていただいたつもりですが」

「あくまで可能な限りだね。ボクらの疑問の全てに答えてくれてるわけじゃない」

　ホルスターの銃を探る。

「タカマガハラとは何か、ネノクニとは何か、ボクらの過去に何があったのか。訊ききたいことは山ほどある。いちいち煙けむに巻まかれるのは面倒なんだ。腹を割って話してもらいたい」

「それ、私になんのメリットがあるんですか」

「解放して君のことを忘れる。それじゃ不足なら手を組んでもいい。ボクらもタカマガハラには好意を持っていない。君の逃走に協力するのはやぶさかじゃない」

　返ってきたのは噴き出すような笑いだった。クイナはくつくつと背中を揺らした。

「何がおかしいんだ」

「いや、失礼。あまりにも身のほど知らずな発言なもので。己の記憶さえ満足に取り戻せない者が誰かを助けるとか。随分と大きく出たものです。笑うしかない」

　榛はしばみ色の目が鋭くなった。今まで見せたこともないような酷薄な光が浮かぶ。

「あなた方では全然タカマガハラと戦えない。力不足もいいところだ。せいぜい私の足を引っ張るのが関の山です。大人しくこの無人の町でさまよい続けるのをお勧めしますよ。世界の謎を解こうなんて考えずにね」

「そうもいかない」

　銃を取り出す。クイナの背後ではヤヒロが銃剣銃を構えている。

「ボクもヤヒロも過去を取り戻すために旅をしている。諦めることは死ぬことと同じだ。君が協力しないなら力ずくで訊きかせてもらう」

「どうしても？」

「どうしてもだ」

「やめたほうがいいですよ。後悔します」

「このまま君を逃がした方が後悔するよ」

　距離を詰める。拘束してしまえばあとはどうにでもなる。まずは動きを押えて、後ろ手に縛り上げて、それから話を続けようと思った時だった。

　クイナが懐ふところに手を突っこんだ。

「なるほど。では、その覚悟にお答えしましょう」

　黒い箱が取り出される。ぎょっとしている隙にクイナはスイッチを押した。緑と赤のランプが狂ったように明滅し始める。

　自殺!?

　さすがに飛とび退のいていた。ヤヒロも反射的に距離を取っている。例の探査装置型爆弾だ。ボクらを道連れに空間を吹き飛ばす気か？　〈秘宝〉が間近にあるのにもかかわらず？　爆心地から離れようとして、だけど逃げた先にあったのは壁だった。真っ黒な塊がすぐそばに現れている。

「は？」

　なんでこんなところに壁が？　周囲の木はどこに行った？

「タイキ！　離れて！」

　ヤヒロの警告と壁が崩れ出したのはほぼ同時だった。影がほつれて何十もの紐ひもと化す。そのまま生臭い吐息を振りまきながらこちらにのしかかってきた。

　ぬめりを帯びた鱗うろこ、耳まで裂けた口、そして挑むように突き出された牙。

「〈クチナワ〉!?」

　間一髪、方向転換して肉の雪崩を避ける。だけど待避した先にも〈クチナワ〉の塊があった。獲物の気配にぐずぐずと形を崩し始める。

　なんだ。一体、こいつらどこから現れた。いつの間にこんなそばまで近づいてきた？　一瞬、混乱した末に気づく。そうだ。この神社の南、寺院を越えた先にミサキの縄張りがあるとクイナは言っていた。であれば彼女が今、吹き飛ばしたのはそこまでの空間だ。穴から街道までの距離を一気に詰めてきた。

　頭上から笑い声が降ってくる。

「なんの仕掛けもなしに〈秘宝〉を放置しておくわけがないでしょう。威力とセンサーの感度を制御できるなら、侵入者よけのトラップを仕こむことくらい朝飯前ですよ。遠隔操作で任意の罠わなを起爆させたりね」

「くそっ！」

　さっきの箱はリモコンか。やられたと思うもあとの祭りだ。クイナの姿はなく、周囲からミサキが迫ってくる。ヤヒロも不意を突かれて押しこまれていた。

　あたりの景色は街路と鎮守の森が混ざった出鱈目でたらめなものになっている。石畳の脇に車道のアスファルトがあった。電柱が木の幹に突き刺さっている。そしてそれらの合間には〈クチナワ〉の塊がうねうねと蠢うごめいていた。

　下がった瞬間、背中に熱を感じる。すぐそばに光の渦があった。先ほどより勢いを増して輝いている。煌きらめきの粒が夕闇の空に立ち上っていた。

（落ちたらどうなる）

　タカマガハラに繫つながっているとクイナは言っていた。だけどそのルートは一方通行で戻ってこられないと。つまり足を踏み外した瞬間、敵地に落ちこんで帰還不能になるわけだ。背筋が寒くなる。

「どうしました？　私、もう引き揚げてしまいますよ」

　っ！

　声のした方に銃を撃つ。だけど悲鳴を上げて弾はじけ飛んだのは〈クチナワ〉だった。わずかに垣かい間ま見みえた空を、別の〈クチナワ〉が埋め尽くす。やがて重量に耐えきれなくなったようにその塊が落ちてきた。

（ああ）

　だめだ、避けられない。もう何秒もたたないうちに彼らの顎あぎ門とは自分を切り裂くだろう。毒を注入して、神経を切断して、生きながら食らいつくされるはずだ。

　虚脱しかけた瞬間、横からの衝撃で吹き飛ばされた。ヤヒロが自分のいた場所に飛びこんでいる。銃剣銃を構えて頭上を睨にらみつけていた。

「ヤヒロ！」

〈クチナワ〉の塊が彼女の上に落ちる。重みに耐えきれずヤヒロは倒れた。足を滑らせて、ブーツの爪先を空に向けて、のけぞり気味に転倒する。そのまま青白い渦の中に落ちていった。

「!?」

　躊ちゆう躇ちよは一瞬だった。大地を蹴り、手を伸ばす。届かない。白い指が渦に溶けていく。大きく広がった黒髪が光に吞のみこまれていく。

「ヤヒロ！」

　踏みとどまるチャンスを、多分ボクは意識的に放棄した。穴の縁をつかむこともなく、靴底でブレーキをかけることもなく、地の底に身体からだを投げ出す。

　光が弾はじけた。視界が真っ白になって、次いで水底のように歪ゆがむ。左右を〈クチナワ〉達たちが落ちていっていた。いや、彼らだけではない。巻きこまれた羽虫や小動物が漂っている。いずれも溺れたようにばたばたともがいていた。

（ヤヒロは）

　奥の方はひずみがひどく、うまく見通せない。だけどその中に一箇所、人型のシルエットがあった。だらりと伸ばされた手足。力なく傾かしいだ首。長い髪がゆらゆらと揺れている。

「ヤヒロ！」

　叫び声は言葉にならない。くぐもった反響音となって吞のみこまれていく。もう一度声を張り上げてから無駄だと悟った。だめだ。ここでは音が届かない。腰を曲げて、逆立ちの姿勢で足を上げる。そのままバタ足で深度を稼いでいった。

　視界にノイズが走る。風景が歪ゆがむ。不意に〈学園〉の校舎が脳裏を過よぎった。瀟しよう洒しやな南欧風の建物。日を浴びて輝く丘の上の園庭、麓の町並み、観葉植物の飾られたパサージュ。続けて日ひの御み子こリン、レコ、トモヤスの仏ぶつ頂ちよう面づらが浮かぶ。幻覚か？　強く頭を振ったけれど、見当識の混乱は収まらない。記憶の中の風景が現れては消えていく。〈工場〉、ツクシ、警察署、ミツル、コナユキ。

　カチ、コチ、カチ、コチ。

　秒針の音が響く。

　手術室のような部屋で灯あかりに照らされるボク。白衣の大人が感情のない眼まな差ざしを向けてきている。

『始めよう』

　得体の知れない器具が視界を過る。

『心配いらない。君には素質がある。──のお墨つきだ。きっとうまくいく。今度こそ』

　今度こそ──我々の破滅を止められる。

（っ！）

　歯を食いしばって意識を繫つなぎ止とめる。現実が戻ってくる。しっかりしろ。前後不覚に陥っている場合じゃない。ヤヒロはどこだ。まだ追いつけないのか。

　走らせた視線が真紅の彩いろどりをとらえる。探索着のネッカチーフだ。彼女は思ったより近くにいた。目を閉じて、静かにたゆたっている。唇が動いているから生きてはいるのだろう。ただ反応がない。呼びかけても手を振ってもぴくりとも動かなかった。

　力を振り絞って再降下、彼女の腕をつかむ。瞬間、おやと思った。妙に細い、というか小さい。気のせいか目の前の顔も幼く見えた。

　握りしめた場所から光の粒が弾はじける。それはキラキラと輝きながら渦の上に立ち上っていった。

（なんだ）

　嫌な予感がする。周囲を見渡すと、他にも光の粒が点在していた。羽虫が、小動物が、ミサキが、輪郭を失い溶けていっている。徐々に小さくなり姿を消していっていた。

「！」

　ひょっとして、生身で通り抜けられないのか？　ここは。人が死んだ時に、魂だけが天に迎えいれられるように、この穴は肉体を砕いているのか。存在を消失させて四し十じ万まヤヒロという情報のみを引きこもうとしている。

（冗談じゃない）

　全力でヤヒロを引き寄せて浮上しようとした。身体からだを上下反転させて地上を目指す。だけど直後に感じたのはとんでもない重みだった。足に何十キロものウェイトをつけられているかのようだ。浮力を稼げない。一ミリたりとも入り口に近づいていけない。

（一方通行）

　今更ながらの気づきに戦慄する。そうだ、ここは蟻あり地じ獄ごくの巣穴なのだ。入るのは簡単でも出ることはできない。ボクらに可能なのはただ、消化されながら引きこまれることだけ。戻ることはおろか、留まることさえ許されない。

「どうすれば」

　どうしたらいい。ヤヒロを救うために何ができる。

　刻一刻と地上が遠ざかっていく。答えは出ない。事態打開の手がかりさえ見つからない。絶望的な気分に襲われていると、不意に光を感じた。巨大な輝きが頭上から降ってくる。複雑な形状だ。長く伸びた胴体、大きく広がった腕、そして複雑に絡からみ合あった根。

（木？）

　鎮守の森の欅けやきだ。穴の拡大が周囲の木を吞のみこんだのか。堂々たる威容を保ったまま、落下してくる。スピードが遅い。心なしか分解の速度も緩やかな気がした。何百年という存在の蓄積が侵食を妨げているのか。周囲の小動物も庇ひ護ごを求めるように群がっている。

（あそこにつかまれたら）

　幹と枝を伝い少しでも上に戻れるかもしれない。届くわけはないと思いつつ手を伸ばす。かざした掌てのひらが欅けやきの光を遮った。

「え？」

　直後に覚えた感覚は、なんとも奇妙なものだった。たとえるならば戦闘機のレーダーが目標をとらえた時のような、ロックオン・マーカーが点灯した時のような気分。もちろん目に見える変化はない。だけど心の中で何かが『ＧＯ』と叫んでいた。やり方は分かっているだろう。あとはそれに従うだけだ。集中して、さぁ三、二、一。

　不可視のトリガーを引く。刹那、強烈な重力源が上方に発生した。視界が切り替わり、気づけばヤヒロとともに欅けやきのそばにいる。そば？　違う、重なっている。欅けやきとボクらは一体の存在になっていた。膨大な歳月の記憶が流れこんでくる。人間とは異なる感覚や思考が身体からだを満たした。何が起きたのか、考える暇もない。視線を巡らせて更なるターゲットを探す。右斜め上方、距離五メートル、足をばたつかせる鼠ねずみ。

　ジャンプ。

　手足を動かしたわけでもないのに、一瞬あとにボクらは鼠ねずみの位置にいる。彼と同化して穴を見渡している。次、左上方の羽虫。直上の〈クチナワ〉、そしてまた別の欅けやき。

　渦の上端が近づいてくる。脈動が弱まり、吸いこまれる動植物が少なくなってきていた。あとわずか、だけどその距離があまりにも遠い。「ヤヒロ」と呼びかけようとして、声が出ないことに気づく。度重なる同化の副作用か。欅けやきや小動物達たちの記憶がでたらめに去来する。

　片目をすがめて視線を凝らす。手を伸ばして次の手がかりを探す。だめだ、見つからない。意識が遠ざかる。乙おと丸まるタイキの自我が崩れていく。

「タイキ」

　はっとなった。耳元で彼女が囁ささやいている。うっすらと輝きながら顔を寄せてくる。

「ずっと──一緒だから」

　なんだって。よく聞こえない。

「世界が終わる時も、終わったあとも、あなたと。ずっと」

　──ずっと。

　瞬間、視界が真っ白になった。

　音が消える。足の重みが消失して、渦の圧力も感じ取れなくなった。

　沈黙。

　何秒かたって色彩が戻ってくる。蟬せみの鳴き声が聞こえた。公園だ。ヤヒロが噴水脇のベンチに腰かけている。泉に向かってぶらぶらと足を投げ出していた。

『死なば諸もろ共とも』

　唐突にそう言われたから何ごとかと思った。ヤヒロは水面に顔を映した。

『私とあなたの関係よ。いつも一緒にいるし、離れることもできなくなってるし、なんかもう友達とも家族とも違う感じじゃない？　で、なんて呼ぶべきか迷って辞書を引いてみたんだけど。どう？』

　どうって。

　普通に嫌なんだけど。なんで死ぬことが前提なんだ。ヤヒロの暴走に巻きこまれて道連れにされるイメージしか湧かない。

　もうちょっと何かないのかい、とボクは訊たずねた。距離の近さを示すだけなら、もう少し穏当な単語があるだろうに。

　ヤヒロは『んー』と携帯端末をいじった。辞書ソフトと思おぼしき画面を指先で操作する。

『痛み分け、刺し違え、喧けん嘩か両成敗』

　おいおいおい。

　どんな調べ方をしているんだ。液晶をのぞきこむと彼女は関連語の項目をタップしていっていた。それでは同じような単語しか出てくるまい。

　──もっと意味から調べなよ。

　緊密で互いを補い合うような関係。そういう説明から検索すれば、適切な言葉が出てくるはずだ。

『えー、なんか面倒くさい』

　面倒くさいって。

　話を振ったのは君だろう。最後まで対応しなよ。

　彼女のことだ。中ちゆう途と半はん端ぱなところで議論をやめると、異議申し立ての事実自体忘れかねない。結果、ボクらの関係性は『死なば諸もろ共とも』で定着する。冗談ではない。

　ヤヒロはぶうぶう言いながらも指示に従った。億おつ劫くうそうに画面を切り替えていく。

　多分、手間取るだろうな。また随分待たされるかも。そう思っていたから、彼女の『あ』という声に意表を突かれた。

『これいいかも。字じ面づらが格好いい』

　えええ？

　ちょっと早すぎるだろう。やっつけで決めたんじゃないのか。訝いぶかしさ全開でのぞきこむとその単語が目に飛びこんできた。

　──運命。




　──運命共同体。




　！

「……っ！」

　身体からだがねじ曲げられる。乱舞する光と渦の圧力が同時に蘇よみがえってきた。気を失っていたのか？　一体何秒たった。五秒か十秒か、それとももっと長い時間か。

　入り口は……まだ離れていない。手を伸ばせば届きそうだ。あと二つ、いや一つ手がかりがあればたどりつける。視線を巡らす。必死で周囲を確認すると、遠くからしゃがれた悲鳴が聞こえてきた。カラスだ。羽をばたつかせて落ちてきている。止まり木の倒壊に巻きこまれたのか。気の毒だけどボクらにとっては僥ぎよう倖こうだった。眼光を鋭くして最後の力をこめる。ジャンプ、そしてそれを踏み台にして穴の縁の雑草につかまる。

　身体からだが──引き上げられた。

「っ……はぁっ！」

　気づけば下生えの上に大の字になっていた。欠けたパーツはない。手も足も服も、元のままだ。構えていた銃も右手に収まっている。

「ヤヒロは」

　横を向いた瞬間、白い顔と対たい峙じする。彼女はボクの腕にしがみついていた。目を閉じたまますやすやと眠っている。

（無事……なのか？）

　先ほどあれだけ実体を失いかけていたのに、年齢不相応の外見になっていたのに。幻覚でも見たのだろうか。いや、それ以前にボクは何をやった？　どうして一方通行の穴から抜けてこられた？

「へえ、うまくなりましたねぇ。感心しました」

　声が降ってくる。ボクはがばりと起き上がった。真っ暗な森に動くものはない。

「クイナ!?」

「さすがに半世紀以上も経験を重ねれば成長するものですね。もう少し自覚的に能力を使いこなしてくれれば言うことはないんですが。まぁそのあたりは今後に期待ということで」

「何を」

「折角選んであげたのだから、もう少し生き延びてくださいということですよ。〈三十二番〉」

　その呼び名はあまりにも鮮明に記憶を呼び起こした。

　古びた教室のような部屋。黒ずんだ木張りの床と天井。漆しつ喰くいの壁に設しつらえられた柱時計や貼り紙。

　教壇に立ち並ぶ白衣の大人達たち。胸に番号を縫いつけられたボクら。わけも分からないうちに選別されて連れ去られていく彼、彼女。

「君は！」

　叫び声を上げる。拳を握りしめて空を睨ねめ回まわす。

「君は一体何者だ！　ボクらに何をした!?」

　ざわりと闇が揺れた。水兵服の襟が揺れる。月を背にクイナが空を駆けていた。帽子を押えてにぃと口角を持ち上げる。

「言ったでしょう？　私はただの裏切り者ですよ。八十年前、あなたの世界が〈彼ら〉に見つかった時から、ずっとね」

　榛はしばみ色の目が爛らん々らんと輝く。まばゆく煌きらめくそれはもはや金色と言っていいものだった。闇の中に浮かび上がる黄金色の双そう眸ぼう。

（ああ）

　あいつだ。

　夢の中でボクを選んだ怪人。包帯と病衣、頭巾の奥で煌きらめく異彩の瞳。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすうちに彼女の気配は消えていた。あとにはただ、ボクとヤヒロの二人だけが残される。

　青白い光が立ち上る。夜空に消えていくそれは、まるで天に召される魂のようにも見えた。







[image: 『＊おしまい＊』]







　発：アシハラ大管区監督官

　宛：タカマガハラ




　第二百七十八と三分の二周期を終えて、〈国譲り〉は概おおむね順調。目標区域の七十五パーセントを制圧済み。一万二十四件のイレギュラーが報告されたものの計画への影響は限定的、今後もロードマップ通りの進行が見こまれる。なお再編成が必要な管区は別途連絡した通り。損耗の早期補充が困難な場合は、〈鹵ろ掠りやく体たい〉の初期化と再教育にて対応する。この場合、コンマ００２％から００３％の範囲で計画の遅延が発生しうる。方針の指示を請こう。




　　＊




　発：タカマガハラ

　宛：アシハラ大管区監督官




　各管区長の奮戦に感謝する。十分な環境が整わない中での作戦遂行・目的達成には称揚の念を禁じ得ない。しかし状況は逼ひつ迫ぱくし、更なる計画の前倒しが必要となっている。本土の情勢不安は著しく遅延は許容できない。

　各位は本計画の目的と重要性を今一度認識し、現有戦力での遂行を検討すること。補充は他領域での状況を鑑かんがみて順次実施する。




　　＊




　発：アシハラ大管区監督官

　宛：タカマガハラ




　了解した。現有戦力での〈ミハシラ〉攻略、ネノクニ到達を基本方針とする。損耗に伴う士気低下、反抗は従来通り管理者によって処理する。スケジュールの見直しは行わない。




　　＊




　発：タカマガハラ

　宛：アシハラ大管区監督官




　健闘を祈る。我々に可能な支援は引き続き実施する。ＥＯＴ。




　　＊




　発：アシハラ大管区監督官

　宛：タカマガハラ




　廃滅の時より前に、我ら計画参加者、同胞諸氏に王道楽土を供せんと誓う。アメツチに光あれ。アマツカミに誉ほまれあらんことを。ＥＯＴ。







　虫の音が遠くから聞こえてくる。

　澄んだ夜空に星がまたたいていた。兎うさぎの穴は吸いこむものがなくなったせいだろう、明度を落とし地面の闇に沈みこんでいる。それでもたまに枝葉が落ちては、ぼうと燐りん光こうを放っていた。

　木々と電柱と社、ガードレールにしめ縄。出鱈目でたらめな風景は、だけど奇妙に心を落ち着けてくれる。何が起きようと今より無茶苦茶になりようがない。悪くはならない。そういう安心感が身体からだを満たしていた。実際、ミサキや小動物もこちらに寄ってこようとはしない。本能的に危険を察知しているのだろう。あんなところにいる獲物は多分、まともな連中じゃないと。

　無人の森に、ボクはヤヒロと二人だけでいた。彼女の頭を膝に乗せて座っている。クイナが去ってもう何時間か、色々体勢を変えてはいるけど、そろそろ足が痺しびれてきている。

「ん」という喘あえぎ声が響いた。目の前の黒髪が揺れる。

　オニキス色の目が開いた。戸惑い気味に周囲を見渡す。ぱちぱちとまばたきして、ボクの太ももを見た。

「なんで？　膝枕？」

「君が手を離してくれないからだよ。ボクだってこんな危ない場所からはさっさとおさらばしたかったけど」

　彼女の指はボクの腕をつかんだままだった。「あら」と目を丸くする。

「私、ずっとこうしてたの？」

[image: ]

「うん」

「しがみついてたんだ」

「赤ちゃんみたいにね」

　恥ずかしがって離すかと思ったけど、ヤヒロは指の力を緩めなかった。どころかより一層、身体からだを押しつけてくる。

「……おーい」

「いいじゃない、ちょっと肌寒くて。ずっと地面に寝転がっていたせいかしら」

「だったらむしろ起きた方がいいんじゃ？」

　返事はなかった。安心しきったように肩を預けている。

　ボクは嘆息して空を仰いだ。星明かりが徐々に強くなっている。澄んだ光こう芒ぼうがボクらを包みこんでいた。

　さぁっと夜風が吹き抜けた。

「クイナは行ってしまったよ」

　つぶやき声が拡散する。

「最後まで思わせぶりなことを言って消えていった。どうもボクのことを知ってるみたいだったな。半世紀前にどうこうとかわけの分からないことを喋しやべってた。まともにとらえるならボクは六十歳以上のお爺じいちゃんってことになるけど、じゃあおまえもお婆ばあちゃんなのかって突っこむべきだったかな」

　値踏みするような金色の目を思い出す。チェシャ猫を思わせる不穏な笑み。

「『能力』がどうとも言っていたな。君を連れて地上に戻れたのは、その力を持っていたおかげなんだって。具体的な正体は全然明かしてくれなかったけど、なんなんだろう。そういえば覚えているかな。〈工場〉のモニターでボクの説明にライブ・マイグレーション個体って表記があったんだけど、何か関係あるのかな」

　沈黙。

　反応がない。

　さては寝ているのかと思ったけど、彼女はじっと目を開けていた。

「何？　どうかした？」

「うーん」

　彼女は縮こまるように密着してきた。

「なんだろう。この感じがすごく懐なつかしくて」

　頰をすり寄せてくる。甘えん坊の仔こ猫ねこみたいに目を細める。

「あのね、あんまりよく覚えていないんだけど、穴の底で私、タイキに助けられて、ぐちゃぐちゃに混ざり合った気がするの。身体からだも心も関係なしに重なり合って、あなたの思いや感情が直じかに感じ取れて」

「……」

「すごく不思議な体験だったんだけど、なんでかしら？　すごく安心できたの。ああ、私わたし達たちって多分以前も同じようにしていたんだなって」

　ヤヒロはわずかに首を傾けた。瑪め瑙のうのような瞳がボクを見上げる。

「私わたし達たちって昔、どういう関係だったのかしら？」

「さぁね」

　肩をすくめる。

「君が以前に言った言葉を借りるなら『もう知り合っているんだから別にいい』って話になるけど」

「ん」とヤヒロは唇を尖とがらせた。足下をすくわれたとでも言いたげだ。眉根を寄せてひょっとこめいた面相になってから、ふっと真顔になる。

「でもね、私のやり残したことって『あなたに関わること』だったように思うの」

　それは──多分そうなのだろう。ボクらは〈運命共同体〉で分かつことのできない存在だった。だからこそ元の世界が終わったあとも肩を並べている。同じ道を歩んでいられる。

　ただ、互いを繫つなぐもやいがいくら強固でも、現在位置が分からなくては仕方がない。今のボクらは海図もなしに流される小舟みたいなものだ。大海原を渡るには情報が必要になる。せめてクイナに対等と認められるレベルの知識が。

「次はもう少しうまくやるよ」

　何をともない宣言にヤヒロは「うん」とうなずいた。ぎゅっと腕を抱えこんでくる。

「私もあいつをぶん殴れるように努力する」

　あとは特に話すこともなかった。お互いなすべきことは分かっていたし、相手がどう考えているかも理解していた。ボクらは二人で一人。心も身体からだも、おそらくは運命さえ共有している。だったら次は行動を起こすだけだ。

　ただ、今は。今だけは。

　青白い燐りん光こうと月明かりに照らされつつヤヒロの肩を抱く。

　掌てのひらから伝わる温ぬくもりに癒やされながら、ボクはいつまでも星空を仰いでいた。










　あとがき




　昔、大阪にいた頃、『島』のつく地名の多さに面食らったことがあります。

　堂どう島じま、福ふく島しま、加か島しま、姫ひめ島しま、西にし中なか島じま、柴くに島じま、中なか之の島しま。

　ぱっと思いつくだけでもこれだけあり、はて、昔の人が大喜利でもやったのかと訝いぶかしみましたが、調べてみればなんのことはない、昔は本当にどこもかしこも河川流域の島だったというオチでした。

　名は体を表すと言いますが、地名もまた土地の成り立ちに密接に関わっています。ＫＡＤＯＫＡＷＡ様本社のある『富ふ士じ見み』も、文字通り『富士山が見えるくらい小高くて、周囲の開けた場所』という意味だったのでしょう。

　そういう観点だと、地図上の地名もただの識別子ではなく、地形や由緒を探る手がかりになってきます。僕は常々、細かな高低差の分かる日本全土模型を欲しいと思っているのですが、そんなものがなくても地名だけで土地の有り様がある程度、分かってきます。たとえば銀ぎん座ざには水辺でもないのに『三み原はら橋ばし』なんて地名がありますが、ここはかつての『三さん十じつ間けん堀ほり川かわ』を埋め立ててできた場所だったりします。それが分かって周囲を眺めると、同じく水辺のない『万まん年ねん橋ばし』『弾だん正じよう橋ばし』という名前も残っていて、このあたりを走っていた川の流れが見えてきます。

　他にも『台』『谷』の文字から、坂道の存在を予測してストリートビューで確認とか、『浜』『津』という文字からかつての海岸線を予想するとか、地名を使った地図探索は地味に面白いです。身近な場所への理解も深まりますしね。あと、初めて訪れた土地で地酒片手に地名の由来を教えてもらうとか、すごくテンションが上がります。そういう蘊うん蓄ちく、大好物なので。ああ、地酒飲みたい。

　まぁ、世の中には『淡あわ路じ（大阪）』みたいな罠地名もあるのですが。なんですかね、『菅すが原わらの道みち真ざねが淡あわ路じ島しまと間違えて上陸したから』って。分かるか。本家の『淡あわ路じ（兵庫）』同様、『「阿あ波わ（四国方面）」への道が走ってたんでしょうね、ふふん』なんて賢さかしらに推理を披露していた自分が馬鹿みたいです。はい、格好つけたい時はちゃんと調べてからつけましょう、というのが今回の結論です。いやはや。




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の黒くろ川かわ様・小お野の寺でら様、美麗な挿画で本を彩ってくださったイラストのぼや野の様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧げたいと思います。ありがとうございました。




　　　　　二〇一九年十二月　夏なつ海み公こう司じ
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